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          ケ ネ デ イ 大 統 領 よ り 池 田 総 理 大 臣 へ の 書 簡  

          4 月 5 日ソーヤー知事より池田総理へ渡された 

 

 

   親 愛 な る 総 理 大 臣  殿  

 私 は 、 ネ バ タ 州 の グ ラ ン ド ・ ソ ー ヤ ー 知 事 に 対 し 、 ア メ リ カ 全 国  

知 事 会 代 表 に よ る 、 日 本 訪 問 の 機 会 に 、 私 自 身 の 御 挨 拶 の メ ツ セ ー ジ  

を 、 貴 下 に お 渡 し す る よ う 依 頼 致 し ま し た 。  

 米 国 の 州 知 事 と 日 本 の 府 県 知 事 と は 、 そ の 行 動 に お い て わ れ わ れ  

両 国 の 国 民 の 日 常 生 活 に 直 接 関 係 す る と こ ろ の 多 い 公 人 で あ り ま す 。  

し た が つ て 、 日 本 と 米 国 の 知 事 が 共 通 の 諸 問 題 に つ い て 互 い に 討 議  

す る 措 置 を と ら れ た こ と は 、 非 常 に 有 意 義 な こ と で あ る と 思 わ  

れ ま す 。 わ れ わ れ 両 国 間 の 密 接 で 友 好 的 な 協 力 関 係 が 発 展 し 続 け る  

に つ れ 、 直 接 の 観 察 の み な ら ず 、 経 験 と 知 識 と の 交 流 の 機 会 が ま す  

ま す 多 く 与 え ら れ る こ と が 重 要 で あ り ま す 。  

 私 は 、 5 月 に 米 国 を 訪 問 さ れ る 日 本 知 事 各 位 と 会 見 す る こ と を 待 望

し て お り ま す 。 私 は 、 貴 下 及 び 日 本 の 全 国 民 に 対 し 、 私 の 暖 い 挨  

拶 と 最 善 を 願 う 気 持 を 差 し の べ た い と 思 い ま す 。  

 

 

                誠 実 な る  

                ジ ヨ ン ・ F・ ケ ネ デ イ  

 

 

 

 池 田 勇 人 閣 下  

 日 本 国 内 閣 総 理 大 臣  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                     1 9 6 2． 5． 7  

 

  親 愛 な る 大 統 領  殿  

 

私 は 、 去 る 四 月 こ ち ら で 行 わ れ た 知 事 会 議 の た め 、 我 が 国 を 訪 れ  

た ネ バ ダ 州 知 事 グ ラ ン ト ・ ソ ー ヤ ー 氏 に と つ て 、 私 に 伝 達 さ れ た 、  

貴 下 の 親 書 に 対 し て 、 深 く 感 謝 致 し て 居 り ま す 。  

東 京 で の 知 事 会 議 が 、 地 方 政 府 の 立 場 に 於 て 、 個 人 的 接 触 と 隔 意  

な き 意 見 の 交 換 を 行 う た め の 定 期 的 通 路 を 、 我 々 両 国 の 間 に 達 成  

し た 事 は 我 々 両 国 に と つ て 最 も 満 足 す べ き 事 で あ り ま す 。 此 の 会  

議 は 、 日 米 国 民 の 間 の 友 情 と 協 力 の 歴 史 に 顕 著 な 一 頁 を 加 え る も  

の と 信 じ ま す 。  

私 は 神 奈 川 県 知 事 内 山 岩 太 郎 君 に 此 の 親 書 を 托 し て 、 貴 下 及 び 米  

国 民 に 対 し て 、 最 も 温 い 御 挨 拶 を お 送 り 致 し ま す 。  

 

 

               誠 実 な る あ な た の も の  

 

               池 田 勇 人  

               日 本 国 内 閣 総 理 大 臣  

 

 

 

 ジ ヨ ン ・ エ フ ・ ケ ネ デ イ 閣 下  

 ア メ リ カ 合 衆 国 大 統 領  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      ラ ス ク 国 務 長 官 よ り 小 坂 外 相 へ の 書 簡       

      4 月 6 日ローレンス知事より小坂外相に伝達された   

 

                  1 9 6 2 年 3 月 3 1 日  

 

   親 愛 な る 大 臣  殿  

 私 は 、 日 本 を 訪 れ る 米 国 州 知 事 一 行 の 代 表 た る 、 ペ ン シ ル バ ニ ヤ  

州 ダ ビ ツ ド ・ エ ル ・ ロ ー レ ン ス 知 事 に 、 貴 下 及 び 日 本 国 民 に 対 し て 、  

私 の 挨 拶 の 書 簡 を 伝 え る よ う 依 頼 し ま し た 。  

こ の 訪 問 は 、 次 い で 行 わ れ る 日 本 県 知 事 の 訪 問 と 共 に 、 我 々 両 国 民  

の 間 に 於 け る 認 識 と 理 解 の 一 層 広 い 普 及 を 実 現 す る で あ ろ う と い う  

私 の 見 解 に 貴 下 が 同 意 見 で あ る こ と と 確 信 致 し ま す 。  

 日 本 の 県 知 事 と 米 国 の 州 知 事 と は 、 我 々 両 国 を 結 ぶ 紐 帯 を 、 彼 等 の  

管 轄 の 分 野 に 於 て 彼 等 の 奉 仕 す る 人 々 に と つ て 、 一 層 有 意 義 で 個 人  

的 な も の に す る た め に 、 沢 山 の こ と を 為 す こ と が 出 来 ま す 。  

 私 は 、 日 本 全 国 知 事 会 と 米 国 知 事 会 議 と が 、 こ の 相 互 訪 問 を 発 展  

せ し む る こ と に 手 を つ け ら れ た こ と は 最 高 の 賞 讃 に 値 す る と 強 く 信  

じ ま す 。  

貴 下 に 対 し て 、 そ し て 日 本 国 民 に 対 し て 、 私 は 心 か ら 御 多 幸 を 祈 る こ  

と を つ け 加 え さ せ て 戴 き ま す 。  

            真 実 な る 貴 下 の も の  

               デ イ ー ン  ラ ス ク  

 

 

 東  京  

 外 務 大 臣  

  小  坂  善 太 郎  閣 下  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



     （ 小 坂 外 相 よ り ラ ス ク 国 務 長 官 へ の 返 書 ）  

                 1 9 6 2 年 4 月 11 日  

 

  親 愛 な る 大 臣 殿  

 

 私 は 、 4 月 6 日 ペ ン シ ル バ ニ ヤ 州 ロ ー レ ン ス 知 事 よ り 私 に 伝 達 さ  

れ た 、 貴 下 の 思 慮 に 満 ち た 御 書 簡 を 喜 ば し く 拝 読 致 し ま し た こ と を  

表 明 致 し ま す 。  

 私 は 米 国 の 知 事 諸 氏 に ま み え て 、 個 人 的 に 話 を 交 わ す 機 会 を 得 た  

こ と は 非 常 に う れ し い こ と で あ り ま し た 。  

 私 は 、 貴 下 が 書 簡 に 述 べ ら れ た 通 り 、 米 日 の 知 事 諸 氏 の 相 互 訪 問  

は 、 我 々 両 国 民 の 間 に 、 認 識 と 理 解 の よ り 広 い 普 及 を 促 進 す る で あ  

ろ う と い う こ と に 全 く 同 意 見 で あ り ま す 。  

米 国 及 び 日 本 の 幹 部 諸 氏 の 相 互 訪 問 が 、 国 家 段 階 で の み な ら ず 州 又  

は 県 の 段 階 に 於 て 行 わ れ る こ と は 実 に 重 要 な こ と で あ り ま す 。 此 の  

種 の 交 流 に よ つ て 、 我 々 両 国 民 は 、 相 互 に よ り よ く 知 り 合 い 、 彼 等  

の 直 面 す る 一 般 的 諸 問 題 を 相 互 に 理 解 し 合 う こ と に な る と 私 は 信 じ  

ま す 。  

 私 は 、 米 国 知 事 会 議 と 日 本 全 国 知 事 会 と の 共 同 の 努 力 が こ の 相 互  

訪 問 の 結 果 と し て 豊 富 な 成 功 の 実 を 結 ぶ 事 を 真 実 よ り 希 望 す る も の  

で あ り ま す 。    御 多 幸 を 祈 り つ つ  

          真 実 な る あ な た の も の  

 

             外 務 大 臣   小 坂 善 太 郎  

 ワ シ ン ト ン  

 国 務 長 官  

   デ イ ー ン ラ ス ク 閣 下  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



米 国 州 知 事 訪 日 視 察 記 録  

 

 4 月 5 日 （ 木 ） 東 京  

到 着 し た 米 知 事 一 行  

知事 ダビツト・エル・ローレンス     ペンシルバニヤ

   スチーヴ・マクニコルス     コ ロ ラ ド  

   エ ル パ ー ト ・ エ ヌ ・ カ ー ベ ル   デラウエアー  

   フアリス・ブライアント     フロリダ  

   ジヨン・アンダーソン・ジユニア     カンサス  

   ウイリアム・タヴリユー・バロン     ウエスト バージニア

   グ ラ ン ト ・ ソ ー ヤ ー       ネ バ ダ  

知 事 会 事 務 局 長    ブレバード  クリフイールド  

国 務 省 教 育 文 化 局   ステフエン   エイ ドブレンチヤク 

知 事 会 事 務 局   ロイス マ ー フ イ ー  

                 以 上  十 名  

出 迎 に 出 た 人  

ジ ヨ ン  シ ル ベ ス タ ー 駐 日 米 国 大 使 館  

東   全 国 知 事 会 会 長 、 東 京 都 知 事  

柴 田 千 葉 県 知 事  

宮 内 知 事 会 事 務 局 長  

  そ の 他 事 務 局 職 員  

空 港 特 別 応 接 室 に 案 内 。  

ミ ス 東 京 花 束 贈 呈  

 1．10 羽 田 着

相 互 に 簡 単 な 歓 迎 の 辞 及 び 到 着 の 挨 拶  祝 杯

－ 1－



 2． 3 0  

1 4． 3 0  

1 5． 3 0  

帝 国 ホ テ ル 着  休 憩  

新 聞 記 者 会 見 （ 於 帝 国 ホ テ ル ） 概 要 別 紙

1 5． 4 0  同 所 発   

1 6． 0 0  都 庁 着  御 子 柴 総 務 局 長 等 玄 関 に 出 迎 え 、 貴 賓 室

に お い て 都 政 其 他 に つ き 歓 談 さ れ た 。  

 1 6． 4 5  

1 7． 0 0  

同 所 発  

自 治 省 着  安井自治大臣、小林次官、柴田官房長、其他幹  

部がこれを迎えた。自治大臣より歓迎の挨拶の  

後ローレンス知事より、訪日知事を代表して挨  

拶があり、訪日知事の署名入りスクロールを記  

念として大臣に贈つた。これより歓談約 10 分間。

その際アメリカ知事側から自治省の組織につい  

て質問があり、自治省側から、省内各部局（官  

房、行政局、選挙局、財政局、税務局）、外局  

としての消防庁の組織及び参与制度等について  

説明があり、又市町村消防の概況について説明  

があつた。更にアメリカ知事側から、日本地方  

公共団体の税について質問があり、自治省側か  

ら、現行制度はシヤウブ勧告に基いて、アメリ  

カの税制の影響を受けつつわが国情に即して構  

成 さ れ 、 道 府 県 税 の 主 な も の と し て は 事  

業 税 、 道 府 県 民 税 等 が あ り 、 市 町 村 税 の  

－ 2－



  主なものとしては、固定資産税、市町村民税等が

あることの説明があり、また地方税に関連して、

地方交付税（すべての地方公共団体に対し、それ

ぞれの財政需要に即して必要な財源を付与するた

め、国が国税－所得税、法人税、酒税－として徴

収した租税収入の一定割合の部分を地方公共団体

ごとにその財政需要と財政収入の状況を勘案し、

財源の不足する額に応じて交付される）の制度に

ついて説明があつた。  

1 7． 2 0  同 所 発   

1 7． 3 0   池田総理招待の晩餐会（於  総理官邸）  

池田総理、小坂外務大臣、大平官房長官等出席。

日本知事会よりは、東知事外 28 名の知事及び  

宮内事務局長が出席した。  

池田総理の挨拶、ローレンス知事の挨拶の後ケネ

デイ大統領より池田総理宛の親書をソーヤー知事

より朗読手交し、ついで訪日知事の署名入りスク

ロールが贈呈され、池田総理より謝辞があつた。

引き続き会食に入つたが、和気あいあいとして盛

会であつた。  
 

1 9． 3 0  

1 9． 4 0  

 

同 所 発  

帝国ホテル着 
 

－ 3－



 4 月 6 日 （ 金 ） 東 京  

 8． 1 0  帝 国 ホ テ ル 発   

 8． 4 0  

11． 3 0  

都 道 府 県 会 館

着  

日 米 知 事 会 議 （ 於  都 道 府 県 会 館 ）。  

記 録 は 別 途 編 集 の 通  －  資 料 1。  

11． 4 0  同  所  発   

11． 4 5  駐 日 米 国 大 使  ラ イ シ ヤ ワ ー 大 使 に 挨 拶 。  

1 2． 3 0  

1 4． 3 0  

 昼 食 （ 於  大 使 官 邸 ）  

日本側より東会長、内山副会長及び宮内事務局長 

出 席  

1 4． 5 0   此の間に皇居に参内した。東会長及び宮内事務局 

長が案内した。訪日州知事全員及び州知事会事務 

局長、計八名が天皇の謁見をたまわつた。 

1 8． 3 0  帝 国 ホ テ ル 発   

1 9． 0 0  築 地 着  

  

外務大臣及び自治大臣招待の晩餐会（於 築地新 

喜楽－ 純日本式料亭）。 

日本側出席者 

小坂外務大臣、武内次官其他外務省幹部。 

安井自治大臣、小林次官、柴田官房長その他自治 

省幹部。 

東会長、内山及び安孫子副会長及び宮内事務局長。

外務大臣より歓迎の挨拶があつて宴に入つた。日 

本舞踊等披露され盛会裡に終つた。 

2 2． 0 0  帝 国 ホ テ ル 着   

－ 4－



 4 月 7 日 （ 土 ） 東 京 及 び 千 葉  

 1． 1 0  羽 田 着  サウスダコタのガプラツト知事が、ノースウエス 

トで到着された。池田佐賀県知事及び知事会事 

務局渉外部長等が飛行場で出迎えた。ガプラツト 

知事は、これより一行に加わつた。 

 8． 3 0  

1 7． 0 0  

帝 国 ホ テ ル 発  

同 着 

この間、A、B、C、の三班に別れて、東京都 

及び千葉県を視察した。 

1 7． 3 0  帝 国 ホ テ ル 発   

1 8． 0 0  上 野 着  

2 0． 0 0   

東東京都知事招待晩餐会（於 上野精養軒） 

都 側 出 席 者  

東知事、鈴木、太田、太田の三副知事 

御 子 柴 総 務 局 長 、 そ の 他 都 幹 部 。

日本舞踊の紹介等があり、歓談裡に盛会であつ 

た 。  

－ 5－



 班 別 視 察 記 録  

       A 班  ロ ー レ ン ス  

          ソ ー ヤ ー    知 事  

          ガ プ ラ ツ ト  

          マ ー フ イ ー  知 事 会 事 務 局  

 8． 3 0  帝 国 ホ テ ル 発   

 8． 4 5  八 重 洲 口 着  八 重 洲 地 下 駐 車 場 巡 視 。  

説明案内者－都建設局道路管理部長加部氏。 

 9． 1 5  同 所 発   

 9． 4 5  警 視 庁 着  原警視総監等幹部職員玄関に出迎える。原総監の 

案内により、担当官の説明を聞きつつ巡視した。 

1 0． 1 5  同 所 発   

1 0． 5 0  消 防 庁 着  江藤警視総監等幹部職員玄関に出迎える。江藤総 

監の案内により、担当官の説明を聞きつつ巡視し 

た 。  

1 2． 1 0  東 京 会 館 着  昼  食  

休憩一此の間後楽園球場にて日本のプロ野球観覧。 

1 5． 5 0  国 立 競 技 場 着  寺中競技場理事長等出迎える。寺中氏の案内によ 

り巡覧した。説明は北沢理事がこれに当つた。 

1 6． 0 5  同 所 発   

1 6． 1 0  東 京 体 育 館 着  児 島 館 長 等 幹 部 職 員 出 迎 え る 。  

児 島 館 長 の 案 内 に よ り 巡 覧 し た  

1 7． 0 0  帝 国 ホ テ ル 着   

－ 6－



      B 班  カ ー ベ ル  

                 知 事  

         マ ク ニ コ ル ス  

         ド ブ レ ン チ ヤ ク  国 務  

 8． 3 0  帝 国 ホ テ ル 発   

1 6． 5 5  忍 岡 高 校 着  矢谷校長外職員出迎える。全校生徒を校庭に集め 

られた。マクニコルズ知事よりこれに挨拶を述べ 

た。それより小尾都教育長及び矢谷校長の案内に 

より校内を巡視した。 

 9． 3 5  同 所 発   

 9． 5 0  東 京 大 学 着  茅総長外教授、職員等多数が出迎えた。茅総長に 

挨拶の後総長の簡単な状況説明があり、総長の案 

内によつて巡視した。 

1 0． 5 0  同 所 発   

11． 0 5  東京文化会館着 長谷川館長外職員等出迎える。小尾都教育長及び 

長谷川館長の案内及び説明を聞きつつ巡視した。 

その間に同館ホールに於てライオンズクラブの例 

会が開会中であつたので、カーベル知事はその会 

員であるため、その例会に出て挨拶を行つて好評 

だつた。 

11． 3 5  同 所 発   

11． 4 0  上 野 着  精 養 軒 で 昼 食  

1 3． 0 0  同 所 発   

1 3． 0 5  国 立 博 物 館 着  浅野館長外職員出迎える。館長の案内により館内 

を 巡 視 し た 。  

1 4． 0 5  同 所 発   

1 4． 2 0  浅 草 着  浅草寺、仲見世等江戸時代よりの典型的な下町風景を 

－ 7－



  巡 覧 し た 。  

1 5． 2 0  同 所 発   

1 5． 4 5  日 本 橋 着  三越百貨店に行き、山口奉仕部長の案内で店内を 

見物した。 

1 6． 4 5  同 所 発  

1 7． 0 0  帝国ホテル着 

  

 

－ 8－



        C 班  ブ ラ イ ア ン ト  

           ア ン ダ ー ソ ン   知  事  

           バ  ロ  ン  

           ク リ フ イ ー ル ド  事 務 局 長  

 8． 3 0  帝 国 ホ テ ル 発   

1 0． 1 0  千 葉 県 庁 着  柴田知事、宮沢副知事、其他県幹部及び職員が出 

迎え貴賓室に案内された。挨拶の後訪日州知事の 

署名入りスクロールが柴田知事に贈呈された。そ 

れより柴田知事が財政の概要を説明した。－資料 

別紙 

1 0． 3 0  同 所 発  柴 田 知 事 は 案 内 と し て 同 行 し た 。  

1 0． 4 5  千 葉 港 着   

1 0． 5 0  同 所 発  京 葉 丸 （ 汽 船 ） に 乗 り 換 え た 。  

11． 0 0  三 井 ド ツ ク 着  三井造船株式会社大前専務其他幹部職員玄関に出 

迎えた。専務及び担当職員の説明を聞きつつ巡覧 

した。 

11． 3 0  同 所 発   

11． 5 0  辰 巳 団 地 着  柴田知事の案内により、この団地を巡覧し、日本 

の住宅建設の状況を視察した。 

1 2． 0 0  同 所 発   

1 2． 2 0  東 京 電 力 着  東京電力千葉火力発電所を訪問。屋上より展望し 

千 葉 県 知 事 が 説 明 し た 。  

1 3． 0 5  知 事 公 舎 着  昼食会－千葉県知事招待。日本音楽三曲合奏が披 

露された。 

1 4． 4 5  

1 7． 0 0  

同 所 発  

帝 国 ホ テ ル 着  

 

－ 9－



 4 月 8 日 （ 日 ） 東 京 及 び 栃 木  

 希 望 者 の み 栃 木 県 及 び 日 光 を 訪 れ る 計 画 に 従 つ て 、 下 記 の 人  

々 が 栃 木 行 き に 参 加 し た 。（ こ れ に 参 加 し な か つ た 人 は 自 由 行  

動 ）  

  参 加 者  

   ロ ー レ ン ス  

   カ ー ベ ル     知 事  

   ア ン ダ ー ソ ン  

   バ  ロ  ン  

   ド ブ レ ン チ ヤ ク  国 務 省  

   ク リ フ イ ー ル ド  
           事 務 局  
   マ ー フ イ ー  

   シ ル ベ ス タ ー   米 国 大 使 館  

 8 ．0 0  帝 国 ホ テ ル 発   

 8 ．3 0  浅 草 駅 着  東武鉄道株式会社に於ては、浅草駅に日米両国旗 

を掲げて歓迎し、駅長の出迎え案内により貴賓室 

に入り、少憩の後乗車したが、特別車輛の席を提 

供された。 

 8 ．4 0  同 駅 発   

1 0 ．3 5  東 武 日 光 駅 着  横川栃木県知事及び日光市長等が駅に出迎えた。 

駅及び各街路、民家に至るまで米国知事歓迎の看 

板を掲げて歓迎の意を表わした。バスにて東照宮 

に向う。  

1 0 ．5 5  東 照 宮 前 着  横川知事の案内により、東照宮に表敬、東照宮の 

官司其他関係者が説明に当つた。 

－ 1 0 －



1 1 ． 4 5  同 所 発   

1 1 ． 5 5  金 谷 ホ テ ル 着  横川知事招待昼食会 

昼食会に入る前に相互の挨拶が行われ、知事より 

県勢の大綱を説明し、米国側知事よりは訪日知事 

全員の署名入りスクロールが横川知事に贈呈され 

た。 

昼食会に入つては日光市長其他県の幹部も列席し、 

日光古代舞も披露された。 

1 3 ． 1 0  同 所 発   

1 3 ． 5 0  中 禅 寺 湖 着  遊覧船男体丸に乗り換え湖上巡遊して立木観音（ 

中禅寺）に表敬、住職が中禅寺の由来等説明に当 

つた。  

1 4 ． 4 0  上     陸  バスに乗り換えて華厳の滝に行き一帯の景色を楽 

しみ再びバスに乗つて駅に向つた。 

1 6 ． 0 0  東 武 日 光 駅 着   

1 6 ． 1 2  同 所 発 横川知事其他関係幹部は駅頭で見送つた。 

1 8 ． 1 3  浅 草 着 

1 8 ． 5 0  帝 国 ホ テ ル 着  

 

1 9 ． 2 0   

  

  

  

  

  

全国知事会招待晩餐会（於 帝国ホテル） 

米側全員の外米国大使館のシルベスター氏も列席し 

た。  

日本側出席者 

知事――東（東京）安孫子（山形）神田（群馬） 

  柴田（千葉）内山（神奈川）西沢（長野） 

  左藤（大阪）奥田（奈良）三木（岡山） 

  田部（島根）橋本（山口）金子（香川） 

－ 1 1 －



     原（徳島）久松（愛媛）池田（佐賀）  

   寺本（熊本） 

   及び知事会宮内事務局長其他幹部が出席し 

   た。  

この席に於てローレンス知事より、宮内事務局長 

に、その労を謝して、訪日知事全員の署名入りス 

クロールが贈呈された。 

2 0 ． 3 0  

2 1 ． 3 0  

 
歌舞伎座見物   東京都知事招待  

2 1 ． 4 0  帝国ホテル着   

   

－ 1 2 －



 4 月 9 日 （ 月 ） 神 奈 川  

8．10 帝国ホテル発  予定時刻に出発、一行下記の通り 

1．米国側 訪日知事一行 11 名 

                   計 12 名 

      米国大使館シルベスター氏 

   新聞  エー・ピー・1名 ユー・ピー・アイ1名 

2．日本側随行者 

    知事会事務局長 宮内氏 

      同職員 4名       計6名 

    通訳1名（桜井氏） 

3．日本側参加者 

     外務省北米課 平川事務官 

     自治省官房  吉瀬調査官 

其他交通公社より1名（阿部氏）       

             総計  23名 

尚日本に於ける全行程にすべて、所轄警察のジー  

ブ或は二輪車が一行の乗物を誘導及び護衛したこ  

とも、こゝに書き加えておく（勿論汽車の場合を  

除く）。  

9．2 5  県 庁 着  内山知事を始めとして、県議会議長、津田副知事  

其他県幹部、及び横浜市長、助役、商工会議所会  

頭等が正面玄関で出迎えた。県庁職員は日米の国  

旗を持つて門より玄関まで並んで迎えた。  

貴賓室に案内され、双方より挨拶が行われ、ロー  

レンス知事より訪日知事全員の署名入りスクロー  

ルが内山知事に贈られた。  

内山知事より県議会議長、横浜市長、其他県幹部  

－ 1 3－



  が紹介され、それより内山知事の県政説明があ  

り、質疑応答があつた。  

1 0． 3 0  県 庁 発  出発後内山知事は終始案内役としてバスに同乗  

した。  

11． 0 0  

1 2． 1 5  

 鎌倉視察。途中鎌倉市長に迎えられた。建長寺、  

八幡宮、大仏殿にて夫々其の社寺の司長より説  

明を聞き表敬した。  

1 2． 3 0  江 の 島 着  知事招待昼食会（於 江ノ島観光ホテル）  

地元側出席者は内山知事、其他県幹部及び藤沢  

市長等であつた。  

1 4． 0 0  同 所 発   

1 4． 3 5  平 塚 市 着  農家斎藤氏宅の前に到着した。平塚市長及び県  

農事試験場長等に出迎えられた。途中小学生等  

が道路に並んで、日米の国旗を手に振りつつ歓  

迎の意を表したことは感銘を与えたようであつ  

た。斎藤氏宅にては、日本の農家の生活様式や  

経営状況をつぶさに見学した。  

1 4． 4 5  同 所 発   

1 5． 0 0  農事試験場着  今村場長其他幹部は、門の入口で出迎え、職員  

は日米の国旗を持つて迎えた。同試験場経営研  

究部長神戸氏より神奈川県の農業について説明  

があつた。（要旨別紙）  

場長の案内によつて場内を巡視した。  

1 5． 5 0  同 所 発   

1 6． 1 0  園芸試験場着  藤田場長その他幹部は入口で出迎え、職員は日米の国 

旗を持つて歓迎した。前記神戸氏より神奈川に  

－ 1 4－



  於ける園芸の状況について説明があつた。（説 

明要旨別紙） 

此の際、藤田場長が先般訪米の時、フロリダの 

試験場より分与されて持ち帰つたグレイブフル 

ーツの種子を、この試験場にて試作したが失敗 

し、伊豆半島方面に持つて行つて試作したところ、 

見事成功結実したことを報告し、そのグレイブ 

フルーツをフロリダ州知事ブライアント氏に贈 

呈した。 

それより場長の案内により場内を巡視した。 

1 6． 5 0  同 所 発   

1 7． 1 0  小 田 原 着  県立工芸指導所に到着した。 

宮の原所長其他職員一同及び小田原市長等門前 

に出迎えた。所長の案内により所内を巡視した。 

1 7． 4 0  同 所 発   

1 8． 2 0  箱 根 着  箱根観光ホテルに入つた。  

1 9． 0 0   内山知事主催の晩餐会。  

2 0． 3 0   日本側出席知事は下記の通り。 

 小畑（秋田）安孫子（山形）三浦（宮城） 

 柴田（千葉）天野（山梨）西沢（長野） 

 桑原（愛知）小野（和歌山）三木（岡山） 

 金子（香川）久松（愛媛）池田（佐賀） 

 黒木（宮崎） 

其他全国知事会事務局長宮内氏、外その幹部、 

神奈川県庁幹部等も出席した。 

－ 1 5－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 4 月 1 0 日 （ 火 ） 神 奈 川  

1 0． 0 0  

1 0． 3 0  

 日米知事会議（於箱根観光ホテル）。  

   記録は別に編集した－資料 1．  

1 2． 0 0   カーベル知事は、一行に別れて自動車で東京に出 

発した。本夕22時羽田発ノースウエストにて 

帰米の為である。 

1 2． 0 0  ホ テ ル 発  バ  ス  

1 2． 1 0  龍 宮 殿 着  昼食会。内山知事外数名の日本知事も加わつた。 

本日は風雨強く芦の湖遊覧の予定を取り消した。 

一行は昼食後神奈川県の映画等を見て、それより 

土産物店の見物等を行つた。ローレンス知事は箱 

根観光ホテルに引き返して、ベスレヘムの姉妹都 

市である御殿場市の市長、議長、教育長等に会つ 

た。 

1 7． 0 0  ホ テ ル 着   

1 8． 0 0  内 山 知 事 招 待  す き 焼 会 （ 於 環 翠 ）  

－ 1 7－



 4 月 1 1 日 （ 水 ） 愛 知  

 9． 0 0  箱根観光ホテル  

発  

内山知事はバスに同乗して県境まで見送つた。

1 0． 2 0  沼 津 駅 着   

1 0． 3 2  同 所 発  特急第一つばめ（東京→大阪）  

展望車にて快適であつた。  

1 3． 11  名 古 屋 駅 着   

1 3． 3 0  県 庁 着  桑原知事其他県幹部及び職員が玄関前にて出迎えた。

貴賓室に案内された。桑原知事の歓迎挨拶、米国知 

事挨拶の後訪日知事全員の署名入りスクロールが桑 

原知事に贈られた。それより知事の県政の説明があ 

つた。 

1 4． 4 5  同 所 発  桑原知事はバスに同乗して案内された。 

1 5． 5 5  安 城 着  倉敷紡績安城工場視察。 

倉紡三木社長其他幹部の人々は工場入口にて出迎え 

た。女子工員は整列して日米国旗を持つて歓迎した。

講堂に案内されて少憩した。その間に三木社長より 

挨拶及び工場の説明があつた。工場内はそれぞれ担 

当職員の案内によつて巡視したが、特に寄宿舎及び 

女子工員の教養設備等に注意が向けられたようであつ

た。 

1 7． 1 5  同 所 発   

1 8． 3 0  八 勝 館 着  桑原知事主催晩餐会（於八勝館）地元側出席者（主 

な人のみ記す） 

 在名外国公館 

  名古屋、米国首席領事 ピー・エフ・ダー氏 

          領事 アール・エヌ・ベンソン氏
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            領事 アール・エヌ・ローエン氏

          〃ダヴリユー・シー・ウエスト氏

          〃エル・エヌ・ガバナー氏 

  アメリカ文化センター館長ダヴリユー・イー・デイーツ氏

  名古屋市長  杉戸清氏  外助役 2 名 

  名古屋高裁長官     近藤編二氏 

   〃 地裁所長     吉村国作氏 

   〃 家裁所長     羽田秀雄氏 

  愛知用水公団理事長   成田 努氏 

  名古屋商工会議所会頭  鈴木 亨氏 

  名古屋日米協会会長   水野智彦氏 

 其他各商社代表者約20 名 

桑原知事より歓迎の辞があり、ブライアント知事よ 

り返礼の挨拶－歓迎の盛大さに圧倒されて自分を見 

失いそうだーがあつて宴に入つた。日本式の料理が 

夫々の調理所を設けて、各人自由に調理場より物を 

とつて食事をした。日本式舞踊も紹介され盛会であ 

つた。 
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 4 月 1 2 日 （ 木 ） 愛 知  京 都  

 8． 3 0  宿 所 発   

 9． 0 0  

 

 愛知用水及び愛知池視察  

 愛知用水公団理事長の説明によつて現地を見た。

この用水は世界復興開発銀行よりの借款によつて

施  

工された工事である点に於て、注目を引いた。  

1 0． 0 0  日本陶器着  日本陶器株式会社会長佐伯氏外幹部が玄関に出迎え  

た。会長及び副社長渡辺氏の案内により工場を巡覧  

した。それを終えて各人は、皿に夫々文字又は画を  

書いて残した。この皿は焼いて後に夫々本人に贈ら  

れた。  

11． 0 0  同 所 発  

11． 0 5  名古屋駅着  

 

11． 1 6  同 所 発  特急第二こだま（東京→大阪）展望車にて京都に向  

う。車中食事をした。  

1 2． 5 0  京 都 駅 着  西沢副知事等駅に出迎えた。  

京都府は昨日（11 日）知事選挙が行われたのであ  

つた。現知事蜷川氏も現職のまゝ立候補していた。  

米知事一行は開票の現物を見たい意向であつたが、  

本日正午までには既に全地域開票を終了していたの  

で間に合わなかつた。開票の結果は現知事蜷川氏が  

十万票を引き離して当選している旨、駅頭に於て、  

米知事の問いに対して、西沢副知事より報告された。

1 3． 1 5  京都国際ホテル着 

1 4． 1 5  同所発  

 

1 4． 2 0  府庁着  西沢副知事より府政の問題点について説明が行われ  
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1 5． 1 5  同 所 発  

た 。（ 説 明 要 旨 別 紙 ）  

1 5． 3 0  

1 7． 1 0  

祇 園 着   祇園歌舞練場に於て都おどり観覧（京都府知事

 の招待）  

都おどりは京都祇園の芸妓によつて行われた。こ

れは伝統的な日本の踊りである。  

1 7． 1 5  京都国際ホテル着  

1 8． 0 0   日本全国知事会招待晩餐会  

この晩餐会のホストには宮内事務局長が当つた。

加茂川べりの玉屋で行われ、日本式接待であつ

た。  
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 4 月 1 3 日 （ 金 ） 京 都  

 8． 3 0  

11． 3 5  

京都国際ホテル

 

 西沢副知事の案内によつて、全員バスにて、二

 条城、桂離宮、平安神宮を参観した。  

1 2． 1 5  野 村 別 邸 着  京 都 府 知 事 招 待 の 昼 食 会  

府側は西沢副知事、倉橋総務部長等が出席した。

1 4． 3 0  

1 7． 0 0  

  日 本 の 家 庭 を 訪 問 し た 。  

 米国知事が訪問した先は次の通りであつた。

     敬 称 を 略 す 。  

井 上 寿 一 郎  京 都 市 伏 見 区 桃 山 筑 前 台 町 34 

和 田 秀 次 郎  京 都 市 北 区 平 野 上 柳 町 36 

鈴村 真史  京都市左京区松ケ崎御所ノ内町

松岡   繁 京都市右京区鳴滝泉谷町 18 ノ 1 

1 8． 0 0  京都国際ホテル  自 由 行 動  
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 4 月 1 4 日 （ 土 ） 京 都  

 9． 3 0  

 一般に自由行動の予定であつた。  

有志のみ参加して、宗教座談会が京都国際ホ

テルに於て行われた。日本側は各宗派の代表的な

人々が揃つた。その出席者及び談話の内容は別紙

の通りである。  

1 2． 0 0   宗教座談会参加者による合同昼食会。（於京都国

際ホテル）  

1 3． 0 0  同 ホ テ ル 発   

1 3． 1 5  清 水 着  清水焼の老舗を訪問した。  

 主人六兵衛（6 代目）氏の説明を聞きながら、  

200 年伝統を持つ日本陶器の窯元を見学した。  

1 4． 0 0  西 陣 着  西陣織の老舗を訪問した。  

徳川時代よりの伝統に輝く手工業、西陣織の手織

現物や製品を巡覧した。  

1 5． 0 0   ブライアント知事は、一行より別れて帰米のため、

大阪空港に向う。坂田渉外部長が大阪空港まで見  

送つた。同知事は本日 22 時、羽田発のノースウ  

エスト機で帰米された。羽田空港では、日本知事  

会事務局佐藤次長等が見送つた。  

1 6． 0 0  京都国際ホテル 同ホテル総支配人がホストとなつて、州知事一行  

をねぎらう晩餐会が、同ホテルのデラツクスルー  

ムで行われた。  
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 4 月 1 5 日 （ 日 ） 奈 良  

 8． 3 0  京 都 国 際 ホ テ  

ル 発  

バ ス に て 全 員 奈 良 に 向 う 。  

1 0． 0 0  奈 良 ホ テ ル 着  奈良県下位副知事、奈良市長等がホテルの玄関で

迎えた。  

1 0． 2 5  同 所 発  奈 良 公 園 飛 火 野 鹿 寄 せ を 見 物 し た 。  

1 0． 5 0  春 日 大 社 着  春 日 大 社 に 表 敬 。  

11． 1 5  同 所 発  

11． 2 0  東 大 寺 着  

大仏殿見学。 

整肢園（東大寺附属の施設で肢体不自由児を収容 

して治療及び教育を行つている）を訪問した。此 

の時バロン知事は、園児に野球帽（米国の大リー 

グで使つているもの）及び野球ボール（ミツキイ 

マントル外大リーガー数名のサインが入つたもの）

を贈呈して、園児を喜ばせたのは、感激的であつ 

た。園児はハーモニカにて「ホーム・オン・ザ・レイン 

ジ」其他を吹奏して謝意を表した。 

11． 5 0  奈 良 ホ テ ル 着   

1 2． 0 0   昼 食 （ 於  奈 良 ホ テ ル ）  

1 3． 0 0  同 所 発   

1 3． 3 0  法 隆 寺 着  法隆寺の建物及び宝物殿等を見学した。説明者は

法隆寺管長佐伯良謙氏であつた。 

1 4． 2 0  同 所 発   

1 6． 2 0  ドリームランド着  

  

ドリームランドの設備で周遊した。こゝで働いて

いるアメリカインデイアンの人々等は、米国州知

事をなつかしんで、歓迎に大張り切りであつた。

1 7． 2 0  奈 良 ホ テ ル 着  カクテルバーテイに入る前に奥田知事より奈良県
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  の県政について特にそこの特徴について説明があ  

つた。それより歓談に入つた。奥田知事が三期連  

続当選で、本年は知事になつて 11 年目であると  

話したが、米州知事は此のことに関心が深かつた  

ようである。ローレンス知事などは自分の州では  

再選出来ないので来年は知事になれないなどと語  

つていた。又奈良県は観光の県である点に於てネ  

バダに似ているなどとの話しも出て談笑が続けられ 

た。  

カクテルパーテイーについで晩餐会が行われた。  

奈良県側出席者は、奥田知事の外下位副知事、総  

務部長、県議会議長、奈良市長等であつた。 
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 4 月 1 6 日 （ 月 ） 大 阪  

 8． 3 0  奈良ホテル発 バ ス に て 大 阪 に 向 う 。  

 9． 3 0  茨 木 着  松 下 電 器 茨 木 工 場 着 。  

松下電器会長松下幸之助氏等幹部が玄関に出迎え  

た。貴賓室に案内され、松下会長より工場の概要  

等説明の後、同会長の案内で工場を一巡した。  

1 0． 3 0  同 所 発   

11． 0 0  府 庁 着  府の幹部諸氏が玄関に出迎え、一行を貴賓室に案  

内した。左藤知事との挨拶が交わされ、米側知事  

は訪日知事全員の署名入りスクロールを左藤知事  

に贈呈した。歓談に入り米国知事一行は左藤知事  

が前に国会議員で又防衛庁長管であつた事などに  

注目していた。それから隣室にて府の概況をスラ  

イドによつて説明された。  

1 2． 0 0  つ る や 着  左 藤 知 事 招 待 昼 食 会  

1 4． 0 0  同 所 発  バロン及びアンダーソンの 2 知事は、こゝで一行  

と別れて伊丹飛行場に向つた。  

そして東京着後、東東京都知事の送別をうけて羽  

田に向い、22 時発ノースウエスト機にて帰米  

した。知事会事務局高畑次長等が飛行場で見送つ  

た。  

1 4． 3 0  大 阪 港 着  国際見本市港会場を視察した。一行は特に米国館  

に注目していた。  

1 6． 3 0  同 所 発   

1 8． 2 0  西 宮 着  甲陽園の「播半」にて野外レセプシヨンが催され、

西宮市少女 11 名より花束及び贈物の贈呈がなさ  
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  れた。  

歓迎のことばを金井副知事が述べた後、分宿予定

の民家提供者が紹介され歓談が続けられた。  

1 9． 0 0  同 所 発  それぞれ一人宛、ホストに案内されてその家に向  

つた。  

分宿先は次の通りである。（敬称略）  

ローレンス   内藤文次郎 芦屋市東山町 124 

ソーヤー    八馬安二郎  〃 平田町 35 

ガブラツド   広 瀬 勝 代   〃 春日町 98 

マクニコルス  村井  治  〃 三条町 247 

クリフイールド 佐 藤 音 松   〃 山手町 120 

ドブレンチヤク 山 岡 義 郎   〃 公光町 28 

マーフイー   難 波 文 吉   〃 岡田町 65 
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千 葉 県 知 事 県 政 説 明  

（ 於 千 葉 県 庁 ）  

4 月 7 日  

 知 事 各 位 並 び に 紳 士 諸 君  

 日 本 に お け る 短 い 滞 在 期 間 中 、 本 日 わ が 県 に 対 す る 視 察 旅 行  

を な さ る こ と は 非 常 な 名 誉 で あ り ま す 。 本 日 こ の 県 の 御 視 察 を  

通 じ て 日 本 に お け る 現 状 及 び 基 本 的 諸 問 題 を 理 解 し て 頂 け る な  

ら ば 非 常 な 幸 せ で あ り ま す 。 こ の 御 視 察 は 二 国 間 の 友 好 関 係 の  

推 進 に 非 常 な 貢 献 を す る で し よ う 。  

 視 察 旅 行 を な さ る 前 に 、 あ な た が た に 現 在 実 施 中 の 県 の 施  

策 及 び 県 政 概 要 に つ い て 簡 単 に 御 説 明 申 し 上 げ た い と 存 じ ま す 。 

 日 本 4 6 都 道 府 県 の 1 つ で あ る 本 県 は 、日 本 の 中 央 に 位 置 し 、  

太 平 洋 に 突 出 す る 房 総 半 島 を 形 成 し て お り ま す 。 人 口 は 約 2 3 0  

万 で 、 面 積 は 5 千 平 方 キ ロ 、 ハ ワ イ 島 の 約 半 分 で す 。 4 6 都 道  

府 県 の 中 で 、 千 葉 県 は 人 口 に お い て 1 1 位 、 大 き さ に お い て 2 8  

位 で す 。 そ れ は 東 京 都 に 近 接 し て い ま す 。 県 庁 の 所 在 す る 千 葉  

市 は 東 京 か ら 自 動 車 で 約 1 時 間 で 到 達 し ま す 。  

 地 域 的 に 言 え ば 、 県 の 北 西 部 は 東 京 都 民 に 米 、 青 果 物 及 び 海  

産 物 を 供 給 し て い ま し た 。 し か し 最 近 東 京 の 衛 星 都 市 の 住 宅 地  

域 と し て 開 発 さ れ る に 到 り 、 又 京 葉 工 業 地 帯 の 一 部 （ 本 日 訪 問  

す る 予 定 ） と し て 、 内 陸 工 業 地 帯 と し て 開 発 さ れ る に 至 つ て い  

ま す 。 東 部 で は 、 利 根 川 （ 日 本 で 最 長 の 河 川 の ひ と つ ） の 下 流  

に 沿 つ て 広 大 な 肥 沃 な 土 地 が あ り ま す 。銚 子 市 は 東 の 端 に 位 し 、 

日 本 の 代 表 的 な 漁 港 の ひ と つ で あ り ま す 。 太 平 洋 に 沿 つ て 銚 子  

－ 4 5 －  



の 南 方 に の び る 地 域 は 戦 前 い わ し そ の 他 の 漁 場 と し て 有 名 で し  

た 。 し か し 現 在 で は い わ し の 漁 獲 高 は 減 少 に 向 つ て い ま す 。 そ  

し て こ の 県 は 関 係 漁 民 の 生 活 の 安 定 に つ い て 心 配 し て い ま す 。  

し か し 幸 運 に も 天 然 ガ ス 及 び 砂 鉄 の 豊 富 な 資 源 が こ れ ら の 地 域  

で 発 見 さ れ 、 こ の 豊 富 な 天 然 ガ ス の 利 用 に よ つ て 化 学 工 業 が 興  

り つ つ あ り ま す 。  

 県 の 南 部 に お い て は 丘 陵 が ひ ろ が つ て い ま す 。 そ れ ら の 丘 は そ  

れ ほ ど 高 く あ り ま せ ん 。 最 も 高 い も の で も 海 抜 4 0 0 メ ー ト ル  

に す ぎ ま せ ん 。 丘 の 南 側 は 太 平 洋 に 面 し て お り 、 太 平 洋 の 黒 潮  

に よ り 暖 め ら れ て お り ま す 。 こ の 辺 り は 一 年 を 通 じ て 非 常 に 温  

暖 で あ り ま す の で 、 各 種 の 果 物 や 花 が 栽 培 さ れ ま す 。 海 岸 は 多  

く の 風 光 明 媚 な 場 所 を 含 み 、 多 数 の 観 光 客 が 訪 問 し ま す 。  

 本 県 は 首 都 に 近 く 、農 業 及 び 漁 業 の 資 源 に め ぐ ま れ て い ま す 。 

そ し て 又 東 京 の 台 所 と 呼 ば れ て お り ま す 。 し た が つ て 、 産 業 別  

従 業 者 の 配 分 比 率 に つ い て は 、 第 一 次 産 業 は 4 7 ％ を 占 め 、 全  

国 平 均 3 3 ％ よ り 多 く な つ て お り ま す 。  

 わ れ わ れ の 国 で は 第 一 次 産 業 従 事 者 の 所 得 水 準 は 他 の 産 業 従  

事 者 の そ れ に 比 べ 低 く な つ て お り ま す 。 し た が つ て 、 所 得 水 準  

を 引 上 げ る た め に 、 本 県 は 各 種 の 他 産 業 開 発 に 努 め て ま い り ま  

し た 。 し か し 、 そ の 水 準 は な お 全 国 平 均 よ り や や 低 く な つ て お  

り ま す 。  

 し た が つ て 、 本 県 は 、 県 民 の 生 活 水 準 を 引 上 げ る た め に 、 生  

産 性 の 高 い 産 業 を 導 入 し 、県 の 産 業 構 造 を 高 度 化 せ し め ま し た 。 

他 方 、 本 県 又 は 、 農 業 及 び 水 産 業 、 並 び に 第 二 次 、 第 三 次 産 業  
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の 中 小 企 業 に お け る 生 産 性 を 高 め る 努 力 を し て 参 り ま し た 。 こ  

れ ら は 、 こ の 県 が 解 決 し な け れ ば な ら な い 最 も 重 要 な 経 済 問 題  

で あ り ま す 。  

 高 生 産 性 の 産 業 を 導 入 し は じ め て か ら す で に 1 0 年 に な り ま  

す 。 す な わ ち 、 わ れ わ れ は 重 化 学 工 業 を 中 心 と す る 工 場 の 使 用  

の た め に 、 東 京 湾 に 土 地 の 埋 立 を は じ め ま し た 。 こ の 地 域 は 大  

消 費 都 市 た る 東 京 に 極 め て 近 接 し て お り ま す 。 加 う る に 、 東 京  

湾 は 岸 辺 か ら 遠 い 所 ま で 非 常 に 浅 く な つ て お り ま す 。 同 湾 の 水  

は 大 洋 の 海 流 に よ つ て さ ほ ど 影 響 さ れ ま せ ん 。 し た が つ て 、 土  

地 埋 立 の た め に 用 い る 砂 の 浚 渫 が 極 め て 容 易 で あ り ま す 。 同 時  

に 大 型 船 舶 の 使 用 に 供 さ れ る 港 湾 の 建 設 も 極 め て 容 易 で あ り ま  

す 。 か く て わ れ わ れ は 、 工 業 的 目 的 の た め に 経 済 的 に 、 意 図 的  

に 土 地 を 埋 立 て る こ と が で き ま す 。  

 国 家 的 見 地 か ら 、 日 本 の 工 業 は 、 東 京 横 浜 、 大 阪 神 戸 、 名 古  

屋 及 び 北 九 州 の 四 大 工 業 地 帯 に 集 中 し て お り ま ま し た 。  

こ の 偏 向 し た 工 業 立 地 は 、 日 本 経 済 の 調 和 あ る 発 展 に 対 し 好 ま  

し か ら ぬ 影 響 を 与 え ま す 。 し た が つ て 国 は 、 現 在 工 業 の 適 正 配  

置 の た め こ れ を 分 散 せ し め る 努 力 を 続 け て お り ま す 。  

 上 述 の す ぐ れ た 立 地 条 件 を 利 用 し て 、 本 県 は 東 京 湾 に 沿 つ て  

1 万 1 . 0 0 0 ヘ ク タ ー ル（ 4 . 7 0 0 エ ー カ ー ）内 陸 部 に 3 . 0 0 0  

ヘ ク タ ー ル （ 1 . 4 0 0 エ ー カ ー ） 合 計 1 万 5 . 0 0 0 ヘ ク タ ー ル  

（ 6 . 1 0 0 エ ー カ ー ） の 土 地 を 埋 立 て 、 県 の 産 業 構 造 を 再 編 成  

し 、 1 9 7 5 年 ま で の 1 5 年 間 に お け る 日 本 経 済 の 発 展 に 貢 献  

せ ん と し て お り ま す 。  
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こ れ ら の 埋 立 地 に 、 生 産 性 の 高 い 新 式 の 機 械 を 備 え た 重 化 学  

工 業 を 導 入 す る こ と に 努 力 し て お り ま す 。 わ れ わ れ は 道 路 、 港  

湾 、 家 屋 そ の 他 生 活 に 必 要 な 施 設 を 建 設 し て 、 こ の 地 帯 が 優 れ  

た 理 想 的 な タ ウ ン と な る こ と を 期 し て い ま す 。 こ の 地 帯 は 非 常  

に 広 大 で あ り 、 日 本 の 全 工 業 用 地 の 約 2 0 ％ を 占 め ま す 。 詳 細  

に つ い て は 、す で に あ な た 方 に お 渡 し し た 小 冊 子 に 示 し て あ り 、 

後 程 現 場 ま で お 連 れ し て 再 び 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

こ の 計 画 は 部 分 的 に は 実 現 し て お り ま す 。 埋 立 地 に 建 設 さ れ た  

工 場 の い く つ か は す で に 操 業 し て い ま す 。 そ の 結 果 、 1 9 6 0  

年 の 工 業 生 産 は 1 9 5 5 年 の そ れ の 約 3 倍 に 増 え ま し た 。  

こ の こ と は 、 本 県 が 工 業 県 と し て 活 潑 に 動 い て い る こ と 、 又 本  

県 が 農 業 、 漁 業 の 県 か ら 工 業 県 へ と 転 換 を 始 め た こ と を 示 す も の  

で す 。 上 述 の 計 画 完 成 後 は 、 本 県 は 日 本 に お け る 代 表 的 な 工 業  

県 の ひ と つ に な る で し よ う 。  

 さ て 私 は 、 前 に 簡 単 に 言 及 し た 第 1 次 、 第 2 次 第 3 次 産 業 に  

お け る 中 小 企 業 の 振 興 に つ い て 申 し 述 べ た い と 存 じ ま す 。  

第 1 次 産 業 の 中 核 で あ る 農 業 に つ い て は 、 日 本 農 業 は 全 般 的 に  

み て 行 詰 り に 来 た と 言 わ れ て お り ま す 。 他 の 言 葉 で い え ば 、 日  

本 の 農 業 は 極 め て 小 さ い 企 模 で 経 営 さ れ て お り 、 そ の 低 生 産 性  

の 故 に 農 民 の 所 得 は 非 常 に 低 い の で あ り ま す 。 そ し て 農 業 者 と  

他 の 産 業 労 働 者 と の 所 得 格 差 は ま す ま す ひ ろ が り つ つ あ り ま す 。 

し だ が つ て 、 農 民 が 農 業 の 範 囲 を 拡 大 し 、 農 業 の 生 産 性 を 高 め  

る こ と は 極 め て 重 要 で あ り ま す 。 農 業 生 産 物 に 対 す る 需 要 と い  

う 見 地 か ら 、 肉 、 牛 乳 、 卵 、 果 物 等 の た ん 白 、 ビ タ ミ ン に 富 む  
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農 産 物 に 対 す る 需 要 は 、 労 働 者 の 所 得 が 将 来 急 速 に 上 昇 す る に  

つ れ て 増 大 す る で あ り ま し よ う 。 こ れ に 対 し 、 米 、 小 麦 、 大 麦  

等 の 農 産 物 に 対 す る 需 要 は 減 少 す る と 思 わ れ ま す 。 そ の 結 果 、  

米 を 主 産 物 と す る 日 本 農 業 は 改 革 さ れ ね ば な り ま せ ん 。 こ の 事  

態 に 対 処 す る た め 、農 産 物 の 構 成 が 現 在 改 善 さ れ つ つ あ り ま す 。 

同 時 に 、 本 県 は 農 民 に 対 し 、 農 業 近 代 化 に 必 要 な 、 資 金 供 給 、  

あ る い は 利 子 補 給 に よ り 、 財 政 的 援 助 を 与 え て い ま す 。 そ し て  

農 業 生 産 の 基 礎 を 強 化 す る た め 、 農 地 改 良 事 業 を 推 進 し つ つ あ  

り ま す 。加 う る に 、本 県 は 野 菜 類 及 び 花 卉 類 の 栽 培 を 奨 励 し て 、  

そ れ ら を 本 県 の 特 産 物 た ら し め よ う と し て い ま す 。こ の よ う に 、 

国 の 政 策 に 一 致 協 力 し て 、 本 県 は 農 業 構 造 を 改 善 し 、 県 の 立 地  

条 件 を 充 足 さ せ よ う と し て い ま す 。  

 す べ て の 零 細 な 農 民 を な く す こ と は 容 易 で は あ り ま せ ん が 、  

県 は 、 将 来 一 戸 当 り 農 地 面 積 1 ヘ ク タ ー ル （ 2 . 4 エ ー カ ー ） を  

3 倍 な い し 4 倍 に し よ う と つ と め て お り ま す 。 す な わ ち 、 県 は  

国 と 協 力 し て 、 農 民 に 対 し 、 農 業 経 営 拡 大 の た め の 資 金 を 供 給  

し て お り ま す 。  

 第 二 次 、 第 三 次 産 業 に お け る 中 小 企 業 は 日 本 経 済 に お い て 重  

要 な 役 割 を 果 し て お り ま す 。 し か し そ れ ら は 、 大 企 業 に 比 べ る  

と 近 代 化 に お い て は る か に 遅 れ て い ま す 。 そ れ ら の 生 産 性 は 非  

常 に 低 い 。 し た が つ て 、 県 は 、 国 と 協 力 し て 、 中 小 企 業 者 に 資  

金 を 供 給 し て 、 機 械 設 備 を 近 代 化 せ し め つ つ あ り ま す 。 県 は 独  

自 に 、 労 働 問 題 に 対 処 す る た め 、 働 く 青 年 の た め に 寄 宿 舎 を 建  

設 し 、 中 小 企 業 労 働 者 の た め の 福 利 施 設 資 金 を 供 給 す る 等 の 諸  
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施 策 を 行 な つ て お り ま す 。  

 さ て 私 は 、 社 会 保 障 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま す 。 社 会 保 障  

制 度 は 終 戦 以 来 日 本 で 重 要 な 役 割 を 果 し つ つ あ り ま す 。 そ れ は  

地 方 公 共 団 体 及 び 国 に よ つ て 行 な わ れ て い ま す 。 本 県 に お い て  

は 、 被 保 護 者 の 数 は 年 々 減 少 し つ つ あ り ま す 。 現 在 約 2 万 7 千  

人 お り 、 こ れ は 千 人 に つ き 1 2 人 に 当 り ま す 。 こ れ ら の 人 び と  

は 貧 困 と 病 気 の 循 環 に 苦 し ん で い ま す 。 救 済 資 金 の 大 き な 部 分  

が 医 療 に 回 さ れ て い ま す 。 彼 ら に 対 し 同 様 の 医 療 を 施 す こ と は  

緊 急 な 仕 事 で あ り ま す 。 更 に 、 県 は 、 人 び と が 生 活 保 護 者 に 転 落  

せ ぬ よ う 、 各 種 社 会 保 障 を 普 及 さ せ る と と も に ボ ー ダ ー ラ イ ン  

層 の 人 び と に 生 活 救 済 資 金 と し て 貸 付 を 行 な つ て お り ま す 。  

 公 衆 衛 生 に 関 し て は 、 公 衆 衛 生 推 進 の た め 1 7 の 保 健 所 が 設  

け ら れ て お り ま す 。 が ん 及 び 卒 中 （ 近 年 死 亡 原 因 の ト ツ プ を 占  

め て い る 。） の 早 期 発 見 の た め 、 患 者 は 無 料 で 検 査 を 受 け て い  

ま す 。 3 つ の 県 立 病 院 が あ り 、 4 0 0 ベ ツ ド を 備 え て い ま す 。  

 さ て 、 教 育 問 題 に つ き 説 明 致 し ま し よ う 。 日 本 の 教 育 制 度 は  

6 年 間 の 小 学 校 、 3 年 間 の 中 学 校 、 3 年 間 の 高 等 学 校 及 び 4 年  

間 の 大 学 か ら 成 つ て い ま す 。 そ し て 小 中 学 校 は 義 務 制 で あ り 、  

そ れ ら の 学 校 は 市 町 村 の 経 営 に な つ て い ま す 。 小 、 中 学 校 の 教  

員 に 対 す る 人 件 費 は 国 及 び 県 が 半 分 ず つ 負 担 し て お り ま す 。  

本 県 に お い て は 5 0 2 の 小 学 校 が あ り 、 2 9 万 5 千 人 の 児 童 が  

あ り 、 3 0 3 の 中 学 と 1 7 万 5 千 人 の 中 学 生 が あ り ま す 。 就 学  

率 は ほ と ん ど 1 0 0 ％ で す 。 中 学 校 を 終 了 し た 生 徒 の 約 5 0 ％  

は 高 等 学 校 に 入 学 し ま す 。 し か し 本 県 で は 、 将 来 全 員 に 高 校 教  
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育 を 施 す こ と を 考 え て い ま す 。 本 県 に は 5 2 の 県 立 高 校 、 5 の  

市 立 高 校 及 び 2 5 の 私 立 高 校 が あ り 、 計 8 2 校 で あ り ま す 。 生  

徒 数 に つ い て は 、 県 立 高 校 が 全 体 の 7 0 ％ 、 6 万 3 千 で あ り ま  

す 。  

 次 に 本 県 に お け る 住 宅 問 題 に つ い て 述 べ ま す 。 本 県 は 東 京 へ  

の 通 勤 者 に と つ て 極 め て 良 好 な 住 宅 地 を 持 つ て い ま す 。 そ し て  

人 口 は 工 業 の 発 展 の た め 増 加 し つ つ あ り ま す 。 か く て 、 人 び と  

は 、 住 宅 が 急 速 に 建 て ら れ て 行 く に 拘 ら ず 依 然 住 宅 不 足 に 悩 ん  

で い ま す 。 と く に 、 土 地 を 得 る こ と が 困 難 で あ り ま す 。  

そ の 結 果 、 人 び と は 自 分 の 家 を ど ん な 土 地 に も で た ら め に 建 て  

る の で 、無 秩 序 な 住 宅 地 域 が 形 成 さ れ 、水 道 、下 水 施 設 、道 路 、  

学 校 等 の 公 共 施 設 の 建 設 が な さ れ ま せ ん 。 こ の こ と は 都 市 計 画  

の 実 施 を さ ま た げ ま す 。 こ れ が 対 策 と し て 、 県 及 び 市 は 毎 年 公  

営 住 宅 を 建 設 し て お り ま す 。 そ の 外 、 県 は 、 県 の 費 用 で 、「 千  

葉 県 住 宅 協 会 」（ 財 団 法 人 ） を 設 立 し て 積 極 的 に 、 又 弾 力 的 に  

住 宅 対 策 を お し す す め よ う と し て お り ま す 。 同 協 会 は す で に  

1 . 1 0 0 ヘ ク タ ー ル （ 6 . 4 0 0 エ ー カ ー ） の 土 地 を 開 発 し 、  

3 . 0 0 0 戸 の 建 売 住 宅 を 建 て ま し た 。 更 に 同 協 会 は 、 1 5 0 ヘ  

ク タ ー ル （ 3 6 0 エ ー カ ー ） の 土 地 を 再 整 理 し て 、 京 葉 臨 海 工  

業 地 帯 に お け る 工 場 労 働 者 の た め の 宿 所 の 建 設 を 目 指 し て い ま  

す 。 同 協 会 は 、 工 業 開 発 の 進 展 と と も に 、 同 種 の 住 居 地 帯 の 建  

設 を 更 に 進 め る 考 え で す 。  

 さ て 、 す で に 述 べ た 諸 施 策 の 実 施 に 関 す る 義 務 を 遂 行 し て い  

る 県 の 行 政 組 織 に つ い て 申 し 述 べ ま す 。  
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 県 の 職 員 数 は 4 . 5 0 0 で す 。 6 つ の 部 （ 総 務 部 、 民 生 部 、 商 工  

労 働 部 、 農 林 水 産 部 、 土 木 部 、 及 び 開 発 部 ） が あ り 、 そ の 下 に  

5 3 の 課 が あ り ま す 。そ の 外 、財 務 事 務 所 、保 健 所 、福 祉 事 務 所 等 が  

あ り ま す 。 知 事 の 下 に 置 か れ た 上 述 の 機 関 の 外 に 、 教 育 庁 及 び 警  

察 本 部 が あ り ま す 。  

 県 の 財 政 状 況 に つ い て は 、 一 般 会 計 予 算 が 約 2 6 6 億 6 ． 2 0 0  

万 円 と な つ て お り ま す 。 才 入 に つ い て は 、 2 4 ％ 県 税 よ り 、 2 2  

％ は 地 方 譲 与 税 、 そ し て 3 2 ％ は 国 庫 よ り 、 と な つ て い ま す 。 

歳 出 に つ い て は 、 3 8 ％ は 教 育 費 に 、 1 9 ％ は 公 共 事 業 費 に 、  

9 ％ は 産 業 経 済 費 に 用 い ら れ て い ま す 。 教 育 費 が 首 位 に 来 る 理  

由 は 、 義 務 教 育 た る 小 中 学 の 1 万 4 . 0 0 0 人 の 教 員 の 給 与 が 県  

の 予 算 か ら 支 払 わ れ る こ と で あ り ま す 。 一 般 的 に 言 つ て 、 県 の  

予 算 は 毎 年 増 加 し て お り ま す 。 と く に 、 県 税 収 入 、 及 び 公 共 事  

業 費 は 工 業 開 発 の 進 展 に 伴 つ て 急 激 に 上 昇 し て お り ま す 。 す な  

わ ち 、 こ れ は 法 人 税 及 び 事 業 税 を 含 む 県 税 の 増 大 に よ る も の で  

あ り 、 他 方 、 産 業 施 設 の 整 備 に 支 払 わ れ る 事 業 費 の 増 大 に よ る  

も の で あ り ま す 。  

 こ れ ま で 述 べ て 参 り ま し た 通 り 、 県 の 行 政 は 種 々 の 分 野 に 及  

ん で お り ま す 。 と く に 、 県 は 、 県 の 性 格 を 改 革 す べ き 転 期 に 立  

つ て い る た め に 、 多 く の 困 難 な 問 題 を 解 決 し な け れ ば な り ま せ  

ん。しかし豊富な資源に支えられて、県は、県民の生活水準向上のため、そ  

れ ら の 困 難 な 問 題 の 解 決 の た め 、非 常 な 努 力 を 払 つ て お り ま す 。 

 最後に、私の長い話があなた方の本日の実地視察にお役に立つことを願つ  

 て お り ま す 。 御 静 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

－ 5 2 －  



     神 奈 川 県 に お け る 農 業 及 び 試 験 の 概 要  

           （ 於  神 奈 川 県 立 農 業 試 験 場 ）  

                    4 月 9 日  

 設 立 以 来 6 5 年 の 歴 史 を も つ て い る 神 奈 川 県 農 業 試 験 場 は 、 

進 ん だ 農 業 技 術 の 研 究 と 農 民 の 抱 え る 困 難 な 諸 問 題 解 決 を 目 的  

と し て 、 本 県 の 7 万 5 . 0 0 0 農 家 の た め に 仕 事 を し て い る 。  

 本 試 験 場 、 園 芸 試 験 場 、 畜 産 試 験 場 及 び 蚕 業 試 験 場 の 主 要 な  

任 務 は 、 大 消 費 都 市 の 近 郊 地 帯 を 特 色 と す る 産 業 と し て の 農 業 を  

発 展 せ し め る 方 途 を 研 究 す る と と も に 、 地 元 農 民 の 要 望 に 応 え  

る た め 、 種 々 の 研 究 や 試 験 を 行 な う こ と で あ る 。  

 こ の 試 験 場 は 農 業 、経 済 、家 政 学 、機 械 化 、農 業 生 産 物 加 工 、  

及 び 普 通 作 物 （ 米 、 小 麦 、 大 麦 、 甘 し よ 、 落 花 生 等 ） の 分 野 に  

つ い て 種 々 の 試 験 、 研 究 に 従 事 し て い る 。  

 こ れ ら の 詳 細 に つ い て は 、「 訪 問 者 へ の 案 内 」 に 記 さ れ て い  

る 。 今 日 午 後 訪 問 さ れ る 園 芸 試 験 場 は こ の 場 所 と 箱 根 と の 中 間  

に 位 置 し て い る 。  

 畜 産 試 験 場 及 び 蚕 業 試 験 場 は 本 県 の 中 央 部 に 位 し て い る 。  

 以 上 四 つ の 試 験 場 は 神 奈 川 県 の 管 轄 下 に あ る 。  

 畜 産 試 験 場 の 概 要 は 次 の 通 り で あ る 。こ の 試 験 場 の 面 積 は 4 5  

エ ー カ ー で あ り 、 約 5 0 頭 の 乳 牛 、 1 8 頭 の 牡 牛 、 豚 、 ひ な 鶏 、  

羊 及 び 山 羊 を 飼 つ て い る 。  

 1 8 頭 の 牡 牛 及 び 数 頭 の 豚 は ほ と ん ど 米 国 か ら 輸 入 さ れ た も  

の で あ る 。 牡 牛 の 精 液 が 2 万 5 . 0 0 0 頭 の 牡 牛 に 供 給 さ れ 、 又  

6 0 0 頭 の 豚 、 4 万 羽 の ひ な 鶏 、 幾 頭 か の 子 牛 、 子 山 羊 、 子 羊  
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が 適 正 価 格 で 農 民 に 供 給 さ れ る 。  

 畜 産 試 験 場 に お け る 主 た る 研 究 目 的 は 、 こ れ ら の 家 畜 の 労 力  

を 省 い た 飼 養 法 、 経 済 的 飼 養 法 、 冷 凍 し た 精 液 を 用 い る 人 工 受  

精 （ 牛 の 場 合 ）、 豚 及 び ひ な 鶏 を 経 済 的 に 肥 ら せ る 方 法 、 肥 料  

の 処 理 方 法 等 で あ る 。  

 さ て 、 蚕 業 試 験 場 は 1 3 エ ー カ ー の 桑 園 を 持 つ て い る 。 こ の  

試 験 場 に お け る 主 要 な 研 究 事 項 は 、新 し い 品 種 の 桑 に よ る 飼 養 、 

病 虫 害 及 び 疾 患 の 制 御 、 養 蚕 場 の 改 善 等 で あ る 。  

 御 存 知 の 通 り 、 生 糸 、 及 び 絹 製 品 （ 絹 織 物 及 び 絹 の 衣 服 ） は  

わ が 国 に お け る 最 大 の 輸 出 品 で あ つ た 。 蚕 は 暖 い 季 節 （ 5 月 か  

ら 9 月 末 日 ま で ） に 桑 の 葉 で 飼 養 さ れ る 。 桑 畠 一 エ ー カ ー 当 り  

の ま ゆ 生 産 量 は 、 未 加 工 の 状 態 で 2 9 0 キ ロ グ ラ ム で あ る 。 そ  

の 価 額 は こ の 県 で 平 均 し て 4 4 0 ド ル で あ る 。 し か し な が ら 、  

農 業 に お け る 蚕 業 の 地 位 は 低 く な り つ つ あ る 。 園 芸 、 畜 産 あ る  

い は 化 学 繊 維 、 合 成 繊 維 （ ナ イ ロ ン の 如 き ） の た め に そ の 地 位  

を 脅 か さ れ て い る 。  

 蚕 業 は 通 常 老 年 男 女 あ る い は 子 供 の 手 で 行 な わ れ て い る の で 、 

そ の 生 産 性 は 一 般 的 に 低 い 。 こ れ に 対 し 、 専 従 者 の い る 養 蚕 場  

に お い て は （ 主 と し て 県 の 北 部 に 位 置 し て い る ）、 彼 等 の 収 入  

は 前 記 の 場 合 に 比 べ 2 倍 で あ る 。  

 神 奈 川 県 は 、い わ ゆ る 近 郊 農 業 に よ つ て 特 色 づ け ら れ て い る 。 

す な わ ち 、 東 京 、 横 浜 地 区 の 大 消 費 市 場 の 近 く で 繁 栄 す る 農 業  

で あ る 。 生 産 様 式 は 極 め て 複 雑 か つ 多 岐 に わ た つ て い る の で 、  

農 業 地 帯 は 2 0 以 上 の 部 分 に 分 類 さ れ る 。 し た が つ て 、 本 県 は  
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日 本 農 業 の 縮 図 と 呼 ば れ て い る 。 そ し て 機 械 力 を 利 用 す る 近 代  

的 様 式 の 農 業 、 資 本 集 約 的 園 芸 、 畜 産 を 伴 う 農 業 を 実 施 し つ つ  

あ る 。  

 わ が 農 業 は 小 農 制 度 に 基 づ い て 組 織 さ れ て お り 、農 業 経 営 は 、 

女 、 年 寄 、 子 供 を 含 む 家 族 労 働 に 頼 る と こ ろ が 大 き い 。 こ の よ  

う な 状 況 の 下 で 、 成 功 す る 農 家 は 、 よ り 多 く の 資 本 と 労 働 の 限  

ら れ た 土 地 へ の 集 中 的 投 入 を こ こ ろ み て い る 。 そ の 結 果 は 土 地  

の 一 層 強 化 さ れ た 利 用 で あ る 。  

 一 エ ー カ ー 当 り 生 産 の 高 水 準 は 技 術 の 発 達 に 基 づ く も の で あ  

る 。 農 業 経 営 及 び 農 業 技 術 の 改 善 、 と く に 植 物 栽 培 、 化 学 肥 料  

の 使 用 病 害 虫 の 防 除 の た め に 、 こ の 県 立 農 業 試 験 場 は 努 力 を か  

た む け た 。  

 わ れ わ れ は 、 収 獲 方 法 の 調 整 、 機 械 化 の 奨 励 及 び 土 地 改 良 に  

よ つ て 農 業 労 働 の 生 産 性 を 高 め る た め 努 力 し て き た 。  

 農 業 技 術 は 1 エ ー カ ー 当 り の 増 加 に 向 け ら れ て き た の で 、 労  

働 力 節 約 を 目 的 と し た 機 械 化 の 進 展 は 遅 れ て い た 。 加 う る に 、  

水 田 の 稲 作 及 び 細 分 化 さ れ た 農 地 は 、 機 械 力 の 完 全 な 利 用 に は  

不 適 当 で あ る 。  

 1 9 6 0 年 に お け る 本 県 の 農 家 経 済 統 計 に よ れ ば 、 一 戸 当 り  

年 間 収 入 は 1 , 7 6 5 ド ル で あ る（ 農 業 外 収 入 9 3 5 ド ル を 含 む ）。 

し た が つ て 、 8 3 0 ド ル の 農 業 に よ る 収 入 で は 生 活 費 を ま か な  

う こ と が で き な い 。 赤 字 は 、 農 業 外 収 入 に よ つ て う ず め な け れ  

ば な ら な い 。  

 本 県 の 農 業 に お け る 現 金 受 取 は 通 常 作 物 3 8 ％ 、 疏 菜 2 2 ％  
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果 実 1 0 ％ 、 酪 農 製 品 8 ％ 、 他 の 畜 産 物 1 8 ％ 、 蚕 業 そ の 他 4  

％ と な つ て い る 。  

 農 業 の 状 況 は 極 め て 複 雑 で あ り 、 し ば し ば 地 域 に よ り 、 村 に  

よ り 、 農 場 に よ り 、 更 に は 地 面 に よ り 異 つ て い る 。  

 1 9 6 0 年 の 本 県 統 計 資 料 に よ れ ば 、 農 家 1 戸 当 り の 人 数 は  

5 人 で あ り 、 2 エ ー カ ー 足 ら ず を 保 有 し て い る 。 又 農 家 戸 数 は  

7 万 3 , 8 0 0 で あ る 。  

 本 県 に お け る 1 3 万 1 , 0 0 0 エ ー カ ー の 可 耕 地 の う ち 、 4 万  

2 , 0 0 0 エ ー カ ー は 水 田 で あ る 。水 田 の 3 分 の 2 は 排 水 の 不 良  

な も の で あ り 、 3 分 の 1 は 冬 期 に ほ と ん ど 小 麦 及 び 大 麦 の 栽 培  

に 用 い ら れ て い る 。 し か し 6 月 及 び 1 1 月 の 農 繁 期 に お け る 労  

働 力 の 状 況 の た め に 、野 菜 類 の 栽 培 に は 全 く 用 い ら れ て い な い 。 

し た が つ て 、 冬 期 に 水 田 で 育 成 さ れ る 野 菜 類 の 比 率 は 、 キ ヤ ベ  

ツ 、 た ま ね ぎ 、 豆 類 等 の 約 1 5 ％ で あ る 。  

 夏 期 に は 、 8 万 9 , 0 0 0 エ ー カ ー の 山 地 の 畠 が 陸 稲 、 甘 し よ 、  

た ろ い も 、 落 花 生 、 た ば こ 、 野 菜 類 、 い ち ご 及 び 果 実 の 栽 培 の  

た め に 用 い ら れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 冬 期 に は 、 畠 地 の 7 5 ％  

は 小 麦 及 び 大 麦 の 栽 培 の た め に 利 用 さ れ る 。  

 最 近 、 農 業 経 営 に は 二 つ の 傾 向 が あ る 。 即 ち ひ と つ は 3 乃 至  

4 の 主 要 な 事 業 を 行 う と い う 多 面 化 さ れ た 農 業 で あ り 、 今 ひ と  

つ は よ り 多 額 の 投 資 と よ り 高 度 の 経 営 能 力 を 要 求 さ れ る 専 門 化  

さ れ た 農 業 へ の 道 で あ る 。  

 わ れ わ れ は 酪 農 、 養 豚 、 養 鶏 の 専 門 化 さ れ た 経 営 を 近 郊 農 村  

地 帯 に 見 出 す 。 し か し 、 一 般 的 に 言 つ て 、 園 芸 は 近 郊 農 村 に お  
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ア ン ダ ー ソ ン 知 事  

  ア メ リ カ で は よ く 世 論 調 査 を 行 う し 、 こ れ は 国 内 及 び 世 界  

 の そ の 時 々 の 事 態 に よ つ て 常 に 変 る も の で あ り 、 特 に 国 際 関  

 係 の 影 響 を 非 常 に う け る 。 総 対 的 に 申 せ ば ロ ー レ ン ス 知 事 が  

 い つ た よ う に 現 大 統 領 の 就 任 以 来 の 人 気 は 高 ま つ て い る と 思  

 う 。  

 

質 問 （ 幹 事 ）  

  ア メ リ カ の 核 爆 発 実 験 再 開 と ア メ リ カ 憲 法 の 関 係 は ど う 思  

 う か 。  

 

マ ク ニ コ ル ズ 知 事  

  誰 の 代 弁 で も な い 私 見 で あ る が 、 ソ 連 は 何 回 も 何 回 も テ ス  

 ト し て 、 そ の 結 果 、 あ る 特 殊 な 分 野 に お い て 相 当 な 進 歩 を 示  

 し て い る の は 明 ら か だ 。 こ れ に 対 し て ア メ リ カ が 査 察 を 申 し  

 入 れ た に も か ゝ わ ら ず 、 決 定 的 に 拒 否 さ れ た と い う の が 実 態  

 で あ つ て 、そ の 場 合 に ア メ リ カ は 自 由 世 界 を 擁 護 す る た め に 、 

 均 衡 の た め に 、 同 じ よ う な 実 験 を 行 つ て 、 そ れ に 負 け な い よ う  

 に 特 殊 な 分 野 に お い て 進 歩 を は か る と い う こ と が や む を え な い  

 と 思 う 。 ソ 連 が 進 歩 し て い く の に 、 ア メ リ カ 側 は 進 歩 し な い  

 で 、だ ま つ て い て 、し か も 銃 を つ き つ け ら れ る と い う 事 態 を 、  

 手 を あ げ て 見 て い る わ け に は い か な い 、 や む を 得 な い こ と だ  

 と 思 う 。  
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ロ ー レ ン ス 知 事  

  完 全 に 私 も 今 の 知 事 に 同 意 す る 。 私 達 は そ う な ら な い よ う  

 慎 重 に 努 力 し て き た が 、 ソ 連 が 全 く 拒 否 し た の で 、 そ う せ ざ  

 る を 得 な か つ た 。  

                  以 下 録 音 出 来 ず  

 

      東  京  都  庁  訪  問  記  

            （ 於   東 京 都 庁  4 月 5 日 1 6 時 ）  

 玄 関 で 御 子 柴 総 務 局 長 の 出 迎 え を 受 け 、貴 賓 室 へ 案 内 さ れ た 。 

 貴 賓 室 で は 東 知 事 、 鈴 木 、 太 田 克 男 両 副 知 事 、 総 務 局 長 、 外  

事 部 長 、 都 議 会 議 長 等 が 同 席 し 、 握 手 し て 一 同 着 席 し た 。  

 ま ず 都 側 よ り 、 東 京 都 の カ ギ 及 び カ ブ ト （ 随 行 に は メ タ ル ）  

が 贈 呈 さ れ 、 都 政 に 関 す る パ ン フ レ ツ ト （ 2 册 ） 及 び オ リ ン ピ  

ツ ク 説 明 書 が 手 渡 さ れ た 。  

 東 知 事 の 歓 迎 の 言 葉 に 引 続 き 、米 国 側 を 代 表 し て ロ ー レ ン ス・  

ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 知 事 よ り 、 訪 日 知 事 の 署 名 入 り ス ク ロ ー ル が  

贈 呈 さ れ た 。  

 一 同 シ ヤ ン ペ ン で 乾 杯 し 、 し ば ら く 歓 談 の 後 、 記 念 撮 影 を 行  

な つ た 。  
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千 葉 県 知 事 県 政 説 明  

（ 於 千 葉 県 庁 ）  

4 月 7 日  

 知 事 各 位 並 び に 紳 士 諸 君  

 日 本 に お け る 短 い 滞 在 期 間 中 、 本 日 わ が 県 に 対 す る 視 察 旅 行  

を な さ る こ と は 非 常 な 名 誉 で あ り ま す 。 本 日 こ の 県 の 御 視 察 を  

通 じ て 日 本 に お け る 現 状 及 び 基 本 的 諸 問 題 を 理 解 し て 頂 け る な  

ら ば 非 常 な 幸 せ で あ り ま す 。 こ の 御 視 察 は 二 国 間 の 友 好 関 係 の  

推 進 に 非 常 な 貢 献 を す る で し よ う 。  

 視 察 旅 行 を な さ る 前 に 、 あ な た が た に 現 在 実 施 中 の 県 の 施  

策 及 び 県 政 概 要 に つ い て 簡 単 に 御 説 明 申 し 上 げ た い と 存 じ ま す 。 

 日 本 4 6 都 道 府 県 の 1 つ で あ る 本 県 は 、日 本 の 中 央 に 位 置 し 、  

太 平 洋 に 突 出 す る 房 総 半 島 を 形 成 し て お り ま す 。 人 口 は 約 2 3 0  

万 で 、 面 積 は 5 千 平 方 キ ロ 、 ハ ワ イ 島 の 約 半 分 で す 。 4 6 都 道  

府 県 の 中 で 、 千 葉 県 は 人 口 に お い て 1 1 位 、 大 き さ に お い て 2 8  

位 で す 。 そ れ は 東 京 都 に 近 接 し て い ま す 。 県 庁 の 所 在 す る 千 葉  

市 は 東 京 か ら 自 動 車 で 約 1 時 間 で 到 達 し ま す 。  

 地 域 的 に 言 え ば 、 県 の 北 西 部 は 東 京 都 民 に 米 、 青 果 物 及 び 海  

産 物 を 供 給 し て い ま し た 。 し か し 最 近 東 京 の 衛 星 都 市 の 住 宅 地  

域 と し て 開 発 さ れ る に 到 り 、 又 京 葉 工 業 地 帯 の 一 部 （ 本 日 訪 問  

す る 予 定 ） と し て 、 内 陸 工 業 地 帯 と し て 開 発 さ れ る に 至 つ て い  

ま す 。 東 部 で は 、 利 根 川 （ 日 本 で 最 長 の 河 川 の ひ と つ ） の 下 流  

に 沿 つ て 広 大 な 肥 沃 な 土 地 が あ り ま す 。銚 子 市 は 東 の 端 に 位 し 、 

日 本 の 代 表 的 な 漁 港 の ひ と つ で あ り ま す 。 太 平 洋 に 沿 つ て 銚 子  
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の 南 方 に の び る 地 域 は 戦 前 い わ し そ の 他 の 漁 場 と し て 有 名 で し  

た 。 し か し 現 在 で は い わ し の 漁 獲 高 は 減 少 に 向 つ て い ま す 。 そ  

し て こ の 県 は 関 係 漁 民 の 生 活 の 安 定 に つ い て 心 配 し て い ま す 。  

し か し 幸 運 に も 天 然 ガ ス 及 び 砂 鉄 の 豊 富 な 資 源 が こ れ ら の 地 域  

で 発 見 さ れ 、 こ の 豊 富 な 天 然 ガ ス の 利 用 に よ つ て 化 学 工 業 が 興  

り つ つ あ り ま す 。  

 県 の 南 部 に お い て は 丘 陵 が ひ ろ が つ て い ま す 。そ れ ら の 丘 は そ  

れ ほ ど 高 く あ り ま せ ん 。 最 も 高 い も の で も 海 抜 4 0 0 メ ー ト ル  

に す ぎ ま せ ん 。 丘 の 南 側 は 太 平 洋 に 面 し て お り 、 太 平 洋 の 黒 潮  

に よ り 暖 め ら れ て お り ま す 。 こ の 辺 り は 一 年 を 通 じ て 非 常 に 温  

暖 で あ り ま す の で 、 各 種 の 果 物 や 花 が 栽 培 さ れ ま す 。 海 岸 は 多  

く の 風 光 明 媚 な 場 所 を 含 み 、 多 数 の 観 光 客 が 訪 問 し ま す 。  

 本 県 は 首 都 に 近 く 、農 業 及 び 漁 業 の 資 源 に め ぐ ま れ て い ま す 。 

そ し て 又 東 京 の 台 所 と 呼 ば れ て お り ま す 。 し た が つ て 、 産 業 別  

従 業 者 の 配 分 比 率 に つ い て は 、 第 一 次 産 業 は 4 7 ％ を 占 め 、 全  

国 平 均 3 3 ％ よ り 多 く な つ て お り ま す 。  

 わ れ わ れ の 国 で は 第 一 次 産 業 従 事 者 の 所 得 水 準 は 他 の 産 業 従  

事 者 の そ れ に 比 べ 低 く な つ て お り ま す 。 し た が つ て 、 所 得 水 準  

を 引 上 げ る た め に 、 本 県 は 各 種 の 他 産 業 開 発 に 努 め て ま い り ま  

し た 。 し か し 、 そ の 水 準 は な お 全 国 平 均 よ り や や 低 く な つ て お  

り ま す 。  

 し た が つ て 、 本 県 は 、 県 民 の 生 活 水 準 を 引 上 げ る た め に 、 生  

産 性 の 高 い 産 業 を 導 入 し 、県 の 産 業 構 造 を 高 度 化 せ し め ま し た 。 

他 方 、 本 県 又 は 、 農 業 及 び 水 産 業 、 並 び に 第 二 次 、 第 三 次 産 業  
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の 中 小 企 業 に お け る 生 産 性 を 高 め る 努 力 を し て 参 り ま し た 。 こ  

れ ら は 、 こ の 県 が 解 決 し な け れ ば な ら な い 最 も 重 要 な 経 済 問 題  

で あ り ま す 。  

 高 生 産 性 の 産 業 を 導 入 し は じ め て か ら す で に 1 0 年 に な り ま  

す 。 す な わ ち 、 わ れ わ れ は 重 化 学 工 業 を 中 心 と す る 工 場 の 使 用  

の た め に 、 東 京 湾 に 土 地 の 埋 立 を は じ め ま し た 。 こ の 地 域 は 大  

消 費 都 市 た る 東 京 に 極 め て 近 接 し て お り ま す 。 加 う る に 、 東 京  

湾 は 岸 辺 か ら 遠 い 所 ま で 非 常 に 浅 く な つ て お り ま す 。 同 湾 の 水  

は 大 洋 の 海 流 に よ つ て さ ほ ど 影 響 さ れ ま せ ん 。 し た が つ て 、 土  

地 埋 立 の た め に 用 い る 砂 の 浚 渫 が 極 め て 容 易 で あ り ま す 。 同 時  

に 大 型 船 舶 の 使 用 に 供 さ れ る 港 湾 の 建 設 も 極 め て 容 易 で あ り ま  

す 。 か く て わ れ わ れ は 、 工 業 的 目 的 の た め に 経 済 的 に 、 意 図 的  

に 土 地 を 埋 立 て る こ と が で き ま す 。  

 国 家 的 見 地 か ら 、 日 本 の 工 業 は 、 東 京 横 浜 、 大 阪 神 戸 、 名 古  

屋 及 び 北 九 州 の 四 大 工 業 地 帯 に 集 中 し て お り ま ま し た 。  

こ の 偏 向 し た 工 業 立 地 は 、 日 本 経 済 の 調 和 あ る 発 展 に 対 し 好 ま  

し か ら ぬ 影 響 を 与 え ま す 。 し た が つ て 国 は 、 現 在 工 業 の 適 正 配  

置 の た め こ れ を 分 散 せ し め る 努 力 を 続 け て お り ま す 。  

 上 述 の す ぐ れ た 立 地 条 件 を 利 用 し て 、 本 県 は 東 京 湾 に 沿 つ て  

1 万 1 . 0 0 0 ヘ ク タ ー ル（ 4 . 7 0 0 エ ー カ ー ）内 陸 部 に 3 . 0 0 0  

ヘ ク タ ー ル（ 1 . 4 0 0 エ ー カ ー ）合 計 1 万 5 . 0 0 0 ヘ ク タ ー ル  

（ 6 . 1 0 0 エ ー カ ー ）の 土 地 を 埋 立 て 、県 の 産 業 構 造 を 再 編 成  

し 、 1 9 7 5 年 ま で の 1 5 年 間 に お け る 日 本 経 済 の 発 展 に 貢 献  

せ ん と し て お り ま す 。  
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 こ れ ら の 埋 立 地 に 、 生 産 性 の 高 い 新 式 の 機 械 を 備 え た 重 化 学  

工 業 を 導 入 す る こ と に 努 力 し て お り ま す 。 わ れ わ れ は 道 路 、 港  

湾 、 家 屋 そ の 他 生 活 に 必 要 な 施 設 を 建 設 し て 、 こ の 地 帯 が 優 れ  

た 理 想 的 な タ ウ ン と な る こ と を 期 し て い ま す 。 こ の 地 帯 は 非 常  

に 広 大 で あ り 、 日 本 の 全 工 業 用 地 の 約 2 0 ％ を 占 め ま す 。 詳 細  

に つ い て は 、す で に あ な た 方 に お 渡 し し た 小 冊 子 に 示 し て あ り 、 

後 程 現 場 ま で お 連 れ し て 再 び 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

こ の 計 画 は 部 分 的 に は 実 現 し て お り ま す 。 埋 立 地 に 建 設 さ れ た  

工 場 の い く つ か は す で に 操 業 し て い ま す 。 そ の 結 果 、 1 9 6 0  

年 の 工 業 生 産 は 1 9 5 5 年 の そ れ の 約 3 倍 に 増 え ま し た 。  

こ の こ と は 、 本 県 が 工 業 県 と し て 活 潑 に 動 い て い る こ と 、 又 本  

県 が 農 業 、 漁 業 の 県 か ら 工 業 県 へ と 転 換 を 始 め た こ と を 示 す も の  

で す 。 上 述 の 計 画 完 成 後 は 、 本 県 は 日 本 に お け る 代 表 的 な 工 業  

県 の ひ と つ に な る で し よ う 。  

 さ て 私 は 、 前 に 簡 単 に 言 及 し た 第 1 次 、 第 2 次 第 3 次 産 業 に  

お け る 中 小 企 業 の 振 興 に つ い て 申 し 述 べ た い と 存 じ ま す 。  

第 1 次 産 業 の 中 核 で あ る 農 業 に つ い て は 、 日 本 農 業 は 全 般 的 に  

み て 行 詰 り に 来 た と 言 わ れ て お り ま す 。 他 の 言 葉 で い え ば 、 日  

本 の 農 業 は 極 め て 小 さ い 企 模 で 経 営 さ れ て お り 、 そ の 低 生 産 性  

の 故 に 農 民 の 所 得 は 非 常 に 低 い の で あ り ま す 。 そ し て 農 業 者 と  

他 の 産 業 労 働 者 と の 所 得 格 差 は ま す ま す ひ ろ が り つ つ あ り ま す 。 

し だ が つ て 、 農 民 が 農 業 の 範 囲 を 拡 大 し 、 農 業 の 生 産 性 を 高 め  

る こ と は 極 め て 重 要 で あ り ま す 。 農 業 生 産 物 に 対 す る 需 要 と い  

う 見 地 か ら 、 肉 、 牛 乳 、 卵 、 果 物 等 の た ん 白 、 ビ タ ミ ン に 富 む  
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農 産 物 に 対 す る 需 要 は 、 労 働 者 の 所 得 が 将 来 急 速 に 上 昇 す る に  

つ れ て 増 大 す る で あ り ま し よ う 。 こ れ に 対 し 、 米 、 小 麦 、 大 麦  

等 の 農 産 物 に 対 す る 需 要 は 減 少 す る と 思 わ れ ま す 。 そ の 結 果 、  

米 を 主 産 物 と す る 日 本 農 業 は 改 革 さ れ ね ば な り ま せ ん 。 こ の 事  

態 に 対 処 す る た め 、農 産 物 の 構 成 が 現 在 改 善 さ れ つ つ あ り ま す 。 

同 時 に 、 本 県 は 農 民 に 対 し 、 農 業 近 代 化 に 必 要 な 、 資 金 供 給 、  

あ る い は 利 子 補 給 に よ り 、 財 政 的 援 助 を 与 え て い ま す 。 そ し て  

農 業 生 産 の 基 礎 を 強 化 す る た め 、 農 地 改 良 事 業 を 推 進 し つ つ あ  

り ま す 。加 う る に 、本 県 は 野 菜 類 及 び 花 卉 類 の 栽 培 を 奨 励 し て 、  

そ れ ら を 本 県 の 特 産 物 た ら し め よ う と し て い ま す 。こ の よ う に 、 

国 の 政 策 に 一 致 協 力 し て 、 本 県 は 農 業 構 造 を 改 善 し 、 県 の 立 地  

条 件 を 充 足 さ せ よ う と し て い ま す 。  

 す べ て の 零 細 な 農 民 を な く す こ と は 容 易 で は あ り ま せ ん が 、  

県 は 、 将 来 一 戸 当 り 農 地 面 積 1 ヘ ク タ ー ル （ 2 . 4 エ ー カ ー ） を  

3 倍 な い し 4 倍 に し よ う と つ と め て お り ま す 。 す な わ ち 、 県 は  

国 と 協 力 し て 、 農 民 に 対 し 、 農 業 経 営 拡 大 の た め の 資 金 を 供 給  

し て お り ま す 。  

 第 二 次 、 第 三 次 産 業 に お け る 中 小 企 業 は 日 本 経 済 に お い て 重  

要 な 役 割 を 果 し て お り ま す 。 し か し そ れ ら は 、 大 企 業 に 比 べ る  

と 近 代 化 に お い て は る か に 遅 れ て い ま す 。 そ れ ら の 生 産 性 は 非  

常 に 低 い 。 し た が つ て 、 県 は 、 国 と 協 力 し て 、 中 小 企 業 者 に 資  

金 を 供 給 し て 、 機 械 設 備 を 近 代 化 せ し め つ つ あ り ま す 。 県 は 独  

自 に 、 労 働 問 題 に 対 処 す る た め 、 働 く 青 年 の た め に 寄 宿 舎 を 建  

設 し 、 中 小 企 業 労 働 者 の た め の 福 利 施 設 資 金 を 供 給 す る 等 の 諸  
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施 策 を 行 な つ て お り ま す 。  

 さ て 私 は 、 社 会 保 障 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま す 。 社 会 保 障  

制 度 は 終 戦 以 来 日 本 で 重 要 な 役 割 を 果 し つ つ あ り ま す 。 そ れ は  

地 方 公 共 団 体 及 び 国 に よ つ て 行 な わ れ て い ま す 。 本 県 に お い て  

は 、 被 保 護 者 の 数 は 年 々 減 少 し つ つ あ り ま す 。 現 在 約 2 万 7 千  

人 お り 、 こ れ は 千 人 に つ き 1 2 人 に 当 り ま す 。 こ れ ら の 人 び と  

は 貧 困 と 病 気 の 循 環 に 苦 し ん で い ま す 。 救 済 資 金 の 大 き な 部 分  

が 医 療 に 回 さ れ て い ま す 。 彼 ら に 対 し 同 様 の 医 療 を 施 す こ と は  

緊 急 な 仕 事 で あ り ま す 。 更 に 、 県 は 、 人 び と が 生 活 保 護 者 に 転 落  

せ ぬ よ う 、 各 種 社 会 保 障 を 普 及 さ せ る と と も に ボ ー ダ ー ラ イ ン  

層 の 人 び と に 生 活 救 済 資 金 と し て 貸 付 を 行 な つ て お り ま す 。  

 公 衆 衛 生 に 関 し て は 、 公 衆 衛 生 推 進 の た め 1 7 の 保 健 所 が 設  

け ら れ て お り ま す 。 が ん 及 び 卒 中 （ 近 年 死 亡 原 因 の ト ツ プ を 占  

め て い る 。） の 早 期 発 見 の た め 、 患 者 は 無 料 で 検 査 を 受 け て い  

ま す 。 3 つ の 県 立 病 院 が あ り 、 4 0 0 ベ ツ ド を 備 え て い ま す 。  

 さ て 、 教 育 問 題 に つ き 説 明 致 し ま し よ う 。 日 本 の 教 育 制 度 は  

6 年 間 の 小 学 校 、 3 年 間 の 中 学 校 、 3 年 間 の 高 等 学 校 及 び 4 年  

間 の 大 学 か ら 成 つ て い ま す 。 そ し て 小 中 学 校 は 義 務 制 で あ り 、  

そ れ ら の 学 校 は 市 町 村 の 経 営 に な つ て い ま す 。 小 、 中 学 校 の 教  

員 に 対 す る 人 件 費 は 国 及 び 県 が 半 分 ず つ 負 担 し て お り ま す 。  

本 県 に お い て は 5 0 2 の 小 学 校 が あ り 、 2 9 万 5 千 人 の 児 童 が  

あ り 、 3 0 3 の 中 学 と 1 7 万 5 千 人 の 中 学 生 が あ り ま す 。 就 学  

率 は ほ と ん ど 1 0 0 ％ で す 。 中 学 校 を 終 了 し た 生 徒 の 約 5 0 ％  

は 高 等 学 校 に 入 学 し ま す 。 し か し 本 県 で は 、 将 来 全 員 に 高 校 教  
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育 を 施 す こ と を 考 え て い ま す 。 本 県 に は 5 2 の 県 立 高 校 、 5 の  

市 立 高 校 及 び 2 5 の 私 立 高 校 が あ り 、 計 8 2 校 で あ り ま す 。 生  

徒 数 に つ い て は 、 県 立 高 校 が 全 体 の 7 0 ％ 、 6 万 3 千 で あ り ま  

す 。  

 次 に 本 県 に お け る 住 宅 問 題 に つ い て 述 べ ま す 。 本 県 は 東 京 へ  

の 通 勤 者 に と つ て 極 め て 良 好 な 住 宅 地 を 持 つ て い ま す 。 そ し て  

人 口 は 工 業 の 発 展 の た め 増 加 し つ つ あ り ま す 。 か く て 、 人 び と  

は 、 住 宅 が 急 速 に 建 て ら れ て 行 く に 拘 ら ず 依 然 住 宅 不 足 に 悩 ん  

で い ま す 。 と く に 、 土 地 を 得 る こ と が 困 難 で あ り ま す 。  

そ の 結 果 、 人 び と は 自 分 の 家 を ど ん な 土 地 に も で た ら め に 建 て  

る の で 、無 秩 序 な 住 宅 地 域 が 形 成 さ れ 、水 道 、下 水 施 設 、道 路 、  

学 校 等 の 公 共 施 設 の 建 設 が な さ れ ま せ ん 。 こ の こ と は 都 市 計 画  

の 実 施 を さ ま た げ ま す 。 こ れ が 対 策 と し て 、 県 及 び 市 は 毎 年 公  

営 住 宅 を 建 設 し て お り ま す 。 そ の 外 、 県 は 、 県 の 費 用 で 、「 千  

葉 県 住 宅 協 会 」（ 財 団 法 人 ） を 設 立 し て 積 極 的 に 、 又 弾 力 的 に  

住 宅 対 策 を お し す す め よ う と し て お り ま す 。 同 協 会 は す で に  

1 . 1 0 0 ヘ ク タ ー ル （ 6 . 4 0 0 エ ー カ ー ） の 土 地 を 開 発 し 、  

3 . 0 0 0 戸 の 建 売 住 宅 を 建 て ま し た 。 更 に 同 協 会 は 、 1 5 0 ヘ  

ク タ ー ル （ 3 6 0 エ ー カ ー ） の 土 地 を 再 整 理 し て 、 京 葉 臨 海 工  

業 地 帯 に お け る 工 場 労 働 者 の た め の 宿 所 の 建 設 を 目 指 し て い ま  

す 。 同 協 会 は 、 工 業 開 発 の 進 展 と と も に 、 同 種 の 住 居 地 帯 の 建  

設 を 更 に 進 め る 考 え で す 。  

 さ て 、 す で に 述 べ た 諸 施 策 の 実 施 に 関 す る 義 務 を 遂 行 し て い  

る 県 の 行 政 組 織 に つ い て 申 し 述 べ ま す 。  
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 県 の 職 員 数 は 4 . 5 0 0 で す 。 6 つ の 部 （ 総 務 部 、 民 生 部 、 商 工  

労 働 部 、 農 林 水 産 部 、 土 木 部 、 及 び 開 発 部 ） が あ り 、 そ の 下 に  

5 3 の 課 が あ り ま す 。 そ の 外 、 財 務 事 務 所 、 保 健 所 、 福 祉 事 務 所 等 が  

あ り ま す 。 知 事 の 下 に 置 か れ た 上 述 の 機 関 の 外 に 、 教 育 庁 及 び 警  

察 本 部 が あ り ま す 。  

 県 の 財 政 状 況 に つ い て は 、 一 般 会 計 予 算 が 約 2 6 6 億 6 . 2 0 0  

万 円 と な つ て お り ま す 。 才 入 に つ い て は 、 2 4 ％ 県 税 よ り 、 2 2  

％ は 地 方 譲 与 税 、 そ し て 3 2 ％ は 国 庫 よ り 、 と な つ て い ま す 。 

歳 出 に つ い て は 、 3 8 ％ は 教 育 費 に 、 1 9 ％ は 公 共 事 業 費 に 、  

9 ％ は 産 業 経 済 費 に 用 い ら れ て い ま す 。 教 育 費 が 首 位 に 来 る 理  

由 は 、 義 務 教 育 た る 小 中 学 の 1 万 4 . 0 0 0 人 の 教 員 の 給 与 が 県  

の 予 算 か ら 支 払 わ れ る こ と で あ り ま す 。 一 般 的 に 言 つ て 、 県 の  

予 算 は 毎 年 増 加 し て お り ま す 。 と く に 、 県 税 収 入 、 及 び 公 共 事  

業 費 は 工 業 開 発 の 進 展 に 伴 つ て 急 激 に 上 昇 し て お り ま す 。 す な  

わ ち 、 こ れ は 法 人 税 及 び 事 業 税 を 含 む 県 税 の 増 大 に よ る も の で  

あ り 、 他 方 、 産 業 施 設 の 整 備 に 支 払 わ れ る 事 業 費 の 増 大 に よ る  

も の で あ り ま す 。  

 こ れ ま で 述 べ て 参 り ま し た 通 り 、 県 の 行 政 は 種 々 の 分 野 に 及  

ん で お り ま す 。 と く に 、 県 は 、 県 の 性 格 を 改 革 す べ き 転 期 に 立  

つ て い る た め に 、 多 く の 困 難 な 問 題 を 解 決 し な け れ ば な り ま せ  

ん。しかし豊富な資源に支えられて、県は、県民の生活水準向上のため、そ  

れ ら の 困 難 な 問 題 の 解 決 の た め 、非 常 な 努 力 を 払 つ て お り ま す 。 

 最後に、私の長い話があなた方の本日の実地視察にお役に立つことを願つ  

 て お り ま す 。 御 静 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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    神 奈 川 県 に お け る 農 業 及 び 試 験 の 概 要  

           （ 於  神 奈 川 県 立 農 業 試 験 場 ）  

                   4 月 9 日  

 設 立 以 来 6 5 年 の 歴 史 を も つ て い る 神 奈 川 県 農 業 試 験 場 は 、 

進 ん だ 農 業 技 術 の 研 究 と 農 民 の 抱 え る 困 難 な 諸 問 題 解 決 を 目 的  

と し て 、 本 県 の 7 万 5 . 0 0 0 農 家 の た め に 仕 事 を し て い る 。  

 本 試 験 場 、 園 芸 試 験 場 、 畜 産 試 験 場 及 び 蚕 業 試 験 場 の 主 要 な  

任 務 は 、 大 消 費 都 市 の 近 郊 地 帯 を 特 色 と す る 産 業 と し て の 農 業

を  

発 展 せ し め る 方 途 を 研 究 す る と と も に 、 地 元 農 民 の 要 望 に 応 え  

る た め 、 種 々 の 研 究 や 試 験 を 行 な う こ と で あ る 。  

 こ の 試 験 場 は 農 業 、経 済 、家 政 学 、機 械 化 、農 業 生 産 物 加 工 、  

及 び 普 通 作 物 （ 米 、 小 麦 、 大 麦 、 甘 し よ 、 落 花 生 等 ） の 分 野 に  

つ い て 種 々 の 試 験 、 研 究 に 従 事 し て い る 。  

 こ れ ら の 詳 細 に つ い て は 、「 訪 問 者 へ の 案 内 」 に 記 さ れ て い  

る 。 今 日 午 後 訪 問 さ れ る 園 芸 試 験 場 は こ の 場 所 と 箱 根 と の 中 間  

に 位 置 し て い る 。  

 畜 産 試 験 場 及 び 蚕 業 試 験 場 は 本 県 の 中 央 部 に 位 し て い る 。  

 以 上 四 つ の 試 験 場 は 神 奈 川 県 の 管 轄 下 に あ る 。  

 畜 産 試 験 場 の 概 要 は 次 の 通 り で あ る 。こ の 試 験 場 の 面 積 は 4 5  

エ ー カ ー で あ り 、 約 5 0 頭 の 乳 牛 、 1 8 頭 の 牡 牛 、 豚 、 ひ な 鶏 、  

羊 及 び 山 羊 を 飼 つ て い る 。  

 1 8 頭 の 牡 牛 及 び 数 頭 の 豚 は ほ と ん ど 米 国 か ら 輸 入 さ れ た も  

の で あ る 。 牡 牛 の 精 液 が 2 万 5 . 0 0 0 頭 の 牡 牛 に 供 給 さ れ 、 又  

6 0 0 頭 の 豚 、 4 万 羽 の ひ な 鶏 、 幾 頭 か の 子 牛 、 子 山 羊 、 子 羊  
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が 適 正 価 格 で 農 民 に 供 給 さ れ る 。  

 畜 産 試 験 場 に お け る 主 た る 研 究 目 的 は 、 こ れ ら の 家 畜 の 労 力  

を 省 い た 飼 養 法 、経 済 的 飼 養 法 、冷 凍 し た 精 液 を 用 い る 人 工 受 `  

精 （ 牛 の 場 合 ）、 豚 及 び ひ な 鶏 を 経 済 的 に 肥 ら せ る 方 法 、 肥 料  

の 処 理 方 法 等 で あ る 。  

 さ て 、 蚕 業 試 験 場 は 1 3 エ ー カ ー の 桑 園 を 持 つ て い る 。 こ の  

試 験 場 に お け る 主 要 な 研 究 事 項 は 、新 し い 品 種 の 桑 に よ る 飼 養 、 

病 虫 害 及 び 疾 患 の 制 御 、 養 蚕 場 の 改 善 等 で あ る 。  

 御 存 知 の 通 り 、 生 糸 、 及 び 絹 製 品 （ 絹 織 物 及 び 絹 の 衣 服 ） は  

わ が 国 に お け る 最 大 の 輸 出 品 で あ つ た 。 蚕 は 暖 い 季 節 （ 5 月 か  

ら 9 月 末 日 ま で ） に 桑 の 葉 で 飼 養 さ れ る 。 桑 畠 一 エ ー カ ー 当 り  

の ま ゆ 生 産 量 は 、 未 加 工 の 状 態 で 2 9 0 キ ロ グ ラ ム で あ る 。 そ  

の 価 額 は こ の 県 で 平 均 し て 4 4 0 ド ル で あ る 。 し か し な が ら 、  

農 業 に お け る 蚕 業 の 地 位 は 低 く な り つ つ あ る 。 園 芸 、 畜 産 あ る  

い は 化 学 繊 維 、 合 成 繊 維 （ ナ イ ロ ン の 如 き ） の た め に そ の 地 位  

を 脅 か さ れ て い る 。  

 蚕 業 は 通 常 老 年 男 女 あ る い は 子 供 の 手 で 行 な わ れ て い る の で 、 

そ の 生 産 性 は 一 般 的 に 低 い 。 こ れ に 対 し 、 専 従 者 の い る 養 蚕 場  

に お い て は （ 主 と し て 県 の 北 部 に 位 置 し て い る ）、 彼 等 の 収 入  

は 前 記 の 場 合 に 比 べ 2 倍 で あ る 。  

 神 奈 川 県 は 、い わ ゆ る 近 郊 農 業 に よ つ て 特 色 づ け ら れ て い る 。 

す な わ ち 、 東 京 、 横 浜 地 区 の 大 消 費 市 場 の 近 く で 繁 栄 す る 農 業  

で あ る 。 生 産 様 式 は 極 め て 複 雑 か つ 多 岐 に わ た つ て い る の で 、  

農 業 地 帯 は 2 0 以 上 の 部 分 に 分 類 さ れ る 。 し た が つ て 、 本 県 は  
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日 本 農 業 の 縮 図 と 呼 ば れ て い る 。 そ し て 機 械 力 を 利 用 す る 近 代  

的 様 式 の 農 業 、 資 本 集 約 的 園 芸 、 畜 産 を 伴 う 農 業 を 実 施 し つ つ  

あ る 。  

 わ が 農 業 は 小 農 制 度 に 基 づ い て 組 織 さ れ て お り 、農 業 経 営 は 、 

女 、 年 寄 、 子 供 を 含 む 家 族 労 働 に 頼 る と こ ろ が 大 き い 。 こ の よ  

う な 状 況 の 下 で 、 成 功 す る 農 家 は 、 よ り 多 く の 資 本 と 労 働 の 限  

ら れ た 土 地 へ の 集 中 的 投 入 を こ こ ろ み て い る 。 そ の 結 果 は 土 地  

の 一 層 強 化 さ れ た 利 用 で あ る 。  

 一 エ ー カ ー 当 り 生 産 の 高 水 準 は 技 術 の 発 達 に 基 づ く も の で あ  

る 。 農 業 経 営 及 び 農 業 技 術 の 改 善 、 と く に 植 物 栽 培 、 化 学 肥 料  

の 使 用 病 害 虫 の 防 除 の た め に 、 こ の 県 立 農 業 試 験 場 は 努 力 を か  

た む け た 。  

 わ れ わ れ は 、 収 獲 方 法 の 調 整 、 機 械 化 の 奨 励 及 び 土 地 改 良 に  

よ つ て 農 業 労 働 の 生 産 性 を 高 め る た め 努 力 し て き た 。  

 農 業 技 術 は 1 エ ー カ ー 当 り の 増 加 に 向 け ら れ て き た の で 、 労  

働 力 節 約 を 目 的 と し た 機 械 化 の 進 展 は 遅 れ て い た 。 加 う る に 、  

水 田 の 稲 作 及 び 細 分 化 さ れ た 農 地 は 、 機 械 力 の 完 全 な 利 用 に は  

不 適 当 で あ る 。  

 1 9 6 0 年 に お け る 本 県 の 農 家 経 済 統 計 に よ れ ば 、 一 戸 当 り  

年 間 収 入 は 1 , 7 6 5 ド ル で あ る （ 農 業 外 収 入 9 3 5 ド ル を 含 む ）。 

し た が つ て 、8 3 0 ド ル の 農 業 に よ る 収 入 で は 生 活 費 を ま か な  

う こ と が で き な い 。 赤 字 は 、 農 業 外 収 入 に よ つ て う ず め な け れ  

ば な ら な い 。  

 本 県 の 農 業 に お け る 現 金 受 取 は 通 常 作 物 3 8 ％ 、 疏 菜 2 2 ％  
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果 実 1 0 ％ 、 酪 農 製 品 8 ％ 、 他 の 畜 産 物 1 8 ％ 、 蚕 業 そ の 他 4  

％ と な つ て い る 。  

 農 業 の 状 況 は 極 め て 複 雑 で あ り 、 し ば し ば 地 域 に よ り 、 村 に  

よ り 、 農 場 に よ り 、 更 に は 地 面 に よ り 異 つ て い る 。  

 1 9 6 0 年 の 本 県 統 計 資 料 に よ れ ば 、 農 家 1 戸 当 り の 人 数 は  

5 人 で あ り 、 2 エ ー カ ー 足 ら ず を 保 有 し て い る 。 又 農 家 戸 数 は  

7 万 3 , 8 0 0 で あ る 。  

 本 県 に お け る 1 3 万 1 , 0 0 0 エ ー カ ー の 可 耕 地 の う ち 、 4 万  

2 , 0 0 0 エ ー カ ー は 水 田 で あ る 。 水 田 の 3 分 の 2 は 排 水 の 不 良  

な も の で あ り 、 3 分 の 1 は 冬 期 に ほ と ん ど 小 麦 及 び 大 麦 の 栽 培  

に 用 い ら れ て い る ． し か し 6 月 及 び 1 1 月 の 農 繁 期 に お け る 労  

働 力 の 状 況 の た め に 、野 菜 類 の 栽 培 に は 全 く 用 い ら れ て い な い 。 

し た が つ て 、 冬 期 に 水 田 で 育 成 さ れ る 野 菜 類 の 比 率 は 、 キ ヤ ベ  

ツ 、 た ま ね ぎ 、 豆 類 等 の 約 1 5 ％ で あ る 。  

 夏 期 に は 、 8 万 9 . 0 0 0 エ ー カ ー の 山 地 の 畠 が 陸 稲 、 甘 し よ 、  

た ろ い も 、 落 花 生 、 た ば こ 、 野 菜 類 、 い ち ご 及 び 果 実 の 栽 培 の  

た め に 用 い ら れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 冬 期 に は 、 畠 地 の 7 5 ％  

は 小 麦 及 び 大 麦 の 栽 培 の た め に 利 用 さ れ る 。  

 最 近 、 農 業 経 営 に は 二 つ の 傾 向 が あ る 。 即 ち ひ と つ は 3 乃 至  

4 の 主 要 な 事 業 を 行 う と い う 多 面 化 さ れ た 農 業 で あ り 、 今 ひ と  

つ は よ り 多 額 の 投 資 と よ り 高 度 の 経 営 能 力 を 要 求 さ れ る 専 門 化  

さ れ た 農 業 へ の 道 で あ る 。  

 わ れ わ れ は 酪 農 、 養 豚 、 養 鶏 の 専 門 化 さ れ た 経 営 を 近 郊 農 村  

地 帯 に 見 出 す 。 し か し 、 一 般 的 に 言 つ て 、 園 芸 は 近 郊 農 村 に お  
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け る 有 利 な 事 業 と し て 適 応 性 を 持 つ て い る 。  

 日 本 農 業 経 済 の 傾 向 を み る と 、 農 業 に お け る 商 業 的 生 産 が 、  

国 民 経 済 の 発 展 に 伴 う 貨 幣 経 済 の 発 達 に よ り 促 進 せ し め ら れ つ  

つ あ る 。  

 農 地 面 積 の 変 更 及 び 農 業 様 式 の 転 換 が 、 商 業 的 農 業 者 に と つ  

て 最 も 重 要 な こ と で あ つ た 。  

 上 述 の 如 く 、 わ が 農 業 は 小 さ い 農 地 を 基 礎 と し て お り 農 作 業  

は ほ と ん ど 、 報 酬 を 受 け な い 家 族 労 働 に 頼 つ て い る 。 農 家 の 約  

3 分 の 1 は 1 エ ー カ ー を 持 つ に す ぎ ず 、 全 農 家 数 の 7 ％ が 4 エ  

ー カ ー 以 上 を 耕 作 し て い る 。  

 し た が つ て 、 農 業 者 は 、 県 全 体 又 は 国 の 経 済 の 小 部 分 を 貢 献  

す る に す ぎ な い 。 1 人 当 り 農 業 者 の 収 入 は 他 産 業 の 労 働 者 と 比  

べ て 低 い 。  

 こ の こ と は 、 郡 部 に お け る 消 費 水 準 が 都 市 部 に お け る そ れ に  

比 べ 低 い 上 昇 率 を 示 し て い る こ と を 意 味 す る 。 か か る 農 業 収 入  

の 低 位 性 に か ん が み 、 農 家 人 口 の う ち 不 完 全 就 業 者 の 部 分 を 工  

業 部 門 へ の 吸 収 に よ り 除 去 す べ き で あ り 、 よ り 効 率 的 な 農 業 手  

段 の 使 用 を 通 じ て 農 業 生 産 性 を 増 大 さ せ る べ き だ と い う こ と が 、 

国 に お い て も 県 に お い て も 強 調 さ れ て い る 。  

 農 業 労 働 力 を 吸 収 す る 政 策 は 極 め て 急 速 に 進 み つ つ あ り 、 近  

郊 地 帯 に お け る 農 業 者 は 労 働 力 の 不 足 に 直 面 し て い る 。  

 今 日 、 農 家 数 の 7 2 ％ は 、 農 家 の 家 族 が 非 農 業 部 門 に 職 を 持  

つ 、 パ ー ト タ イ ム の 農 家 で あ る 。  

 更 に 、 近 郊 農 村 地 帯 で は 、 土 地 価 格 が 「 都 市 化 」 の た め に 非  
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常 に 高 い 。 し た が つ て 農 業 者 が 自 己 の 農 地 を 拡 大 す る た め に 新  

た な 土 地 を 購 入 す る こ と は 容 易 で な い 。  

 た と え ば 、 神 奈 川 県 が 1 9 5 8 年 こ の 試 験 場 の 建 設 の た め に  

こ の 地 の 水 田 を 購 入 し た と き 、 1 エ ー カ ー 当 り 約 6 , 0 0 0 ド  

ル 要 し た 。  

 し た が つ て 、 自 立 農 業 者 は 、 高 い 収 入 を 得 る た め に は 、 自 己  

の 農 地 内 で 限 ら れ た 資 源 を 利 用 せ ね ば な ら な い 。  

 他 方 で は 、 農 業 法 人 、 共 同 経 営 な ど 新 し い 手 段 を 以 て 農 地 を  

拡 大 せ ん と す る 傾 向 が あ る 。  

 農 民 が 新 し い 農 業 方 法 を 採 用 す る 理 由 は 、 所 得 税 対 策 、 政 府  

か ら の 貸 付 及 び 補 助 の 導 入 、 小 規 模 の 農 業 手 段 を 集 中 す る こ と  

に よ る 大 量 生 産 の 優 越 性 な ど で あ る 。  

 わ れ わ れ は 酪 農 、 養 豚 、 養 鶏 、 温 室 栽 培 等 に つ い て こ の よ う  

な 新 し い 型 の 農 家 を 発 見 す る こ と が で き る 。  

 

 

      モ デ ル 農 家 に つ い て  

 こ の モ デ ル 農 家 は 6 人 の 家 族 員 、 即 ち 両 親 、 2 人 の 子 供 及 び  

若 夫 婦 の た め に 設 計 さ れ て い る 。  

 こ の 住 居 展 示 の 目 的 は 、  

 個 人 主 義 と 民 主 主 義 の 関 係 を つ ち か う た め に 、 家 族 員 の 個 人  

の 秘 密 を 確 立 す る こ と 。 若 夫 婦 の 室 が 分 離 さ れ 、 両 親 の 室 と 子  

供 の 室 と の 間 に 通 路 が 設 け ら れ る よ う 特 別 の 配 慮 が 払 わ れ て い  

る 。  

 各 室 は 押 入 を 持 つ て い る 。 日 本 の 通 例 の 家 は 2 、 3 の 押 入 を  
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持 つ て い る の で 、 農 民 は 室 の ひ と つ を 家 具 や 衣 類 の 置 場 と し て  

使 つ て い る 。  

 台 所 に は 昼 食 の た め の テ ー ブ ル と い す が あ る 。 こ れ に よ り 足  

を 洗 う 時 間 が 省 け る 。そ し て 農 民 は 休 息 の 時 間 を よ り 多 く 持 つ 。 

 こ の 地 域 に お け る 農 家 は 、 中 央 に 暖 房 設 備 を 持 た な い 。 通 例  

農 業 者 は 衛 生 の た め に 毎 夜 入 浴 す る 。 そ し て 湯 で 体 を 温 め る 。  

裏 口 の そ ば に あ る か ま ぶ ろ は わ ら 、 と う も ろ こ し の 莖 、 な す の  

莖 、 落 花 生 の 莖 、 野 草 等 、 農 作 物 の 副 産 物 を 利 用 す る の に 便 利  

で あ る 。  

 こ の 裏 口 の 上 の 屋 根 に は 太 陽 熱 に よ る 加 熱 装 置 が あ る 。 こ の  

太 陽 に よ る 加 熱 装 置 は 、 晴 れ て い る な ら ば 一 年 中 使 用 で き る 。  

 便 所 に は 水 洗 装 置 が つ い て い る 。 大 多 数 の 農 家 は 、 化 学 肥 料  

の 一 部 の 代 り に 下 肥 を 使 用 す る の で 、水 洗 装 置 を 持 つ て い な い 。 

し か し 日 本 の 農 民 は 最 近 労 働 不 足 及 び 衛 生 知 識 の 普 及 の た め に  

下 肥 を 使 わ な く な つ て い る 。  
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      栃 木 県 知 事 の 米 国 知 事 歓 迎 の 辞  

           （ 4 月 8 日  日 光 金 谷 ホ テ ル で ）  

               栃 木 県 知 事  横  川  信  夫  

 皆さん  

 この度日米知事交流計画が実現し、その第一陣として、本日米国各州知事  

の御来県を得ましたことは、まことに光栄の至りであります。  

 特に地方への第一歩を本県に向けられましたことは、感銘の至りでありま  

して、地元日光市は勿論、県民にそつて衷心から歓迎の意を表するところで  

あります。  

 折角の御来県でありますので、本県県勢の概要を申しあげますと、本県は  

面 積 的 2 . 4 8 0 平 万 哩 で 、 全 国 4 6 都 道 府 県 の 第 2 0 番 目 、 人 口 は 約 1 5 1  

万で第 25 位にあたります。地勢は 6 割が山岳林野地帯で、 4 割が関東平野  

の北角をなしております。産業は従来農業を主体とし、繊維産業も盛んであ  

りますが、最近は金属機械工業が急速な発展を遂げております。議会は 11 

市 8 町 42 カ村から選出された合計 53 名の議員から成り、その内訳は自民  

党 41 名、社会党 6 名、民社党 3 名、革新クラブ 2 名、欠員 1 名となつてお  

ります。御視察のこの地日光国立公園は日本 19 国立公園の一つで、全面積  

は約 35 万英加、その特色とするところは、人工と自然美がよく調和してい  

ることであります。年間の観光客は 900 万、内海外からのお客様は約 8 万  

であります。  

 どうか本日は、時間の許すかぎり御観賞いただき、他日再び御来遊くださ  

いますよう、お願い申しあげます。  

 おわりに、御帰国の上は、州民各位によろしく御鳳声をたまわりますよう  

お願い申しあげて、私の御挨拶といたします。  

－ 60－  



     神 奈 川 県 に お け る 園 芸 の 概 要  

         （ 於  神 奈 川 県 立 園 芸 試 験 場 ）  

                   4 月 9 日  

 神 奈 川 県 は 日 本 の 中 心 部 に 位 し て お り 、 気 候 は 園 芸 作 物 の 成  

育 の た め に 比 較 的 温 順 で あ る 。  

 東 京 、 横 浜 、 川 崎 、 湘 南 の よ う な 大 消 費 地 に と り か こ ま れ て  

い る の で 、 農 業 の 形 式 及 び 農 民 の 農 業 に 対 す る 態 度 は 明 ら か に  

近 郊 農 業 特 有 の 特 徴 を 示 し て い る 。  

 園 芸 は 家 族 労 働 を 基 礎 と し て 行 な わ れ て い る が 、 そ れ は 一 種  

の 商 業 的 農 業 で あ り 、 野 菜 、 果 実 及 び 花 卉 の 栽 培 面 積 の 比 率 が  

特 に 高 く 、 全 国 で 最 高 の 水 準 を 維 持 し て い る 。  

 神 奈 川 県 は 、 日 本 園 芸 の 縮 図 だ と 言 わ れ て い る 。  

 本 県 に お け る 園 芸 作 物 の 総 額 は 3 , 2 0 0 万 ド ル で あ り 、 こ れ  

は 本 県 に お け る 全 農 業 生 産 物 の 約 3 分 の 1 を 占 め る 。  

 野 菜 、 果 実 及 び 花 卉 の 総 額 は そ れ ぞ れ 2 , 1 0 0 万 ド ル 、 1 , 0 0 0  

万 ド ル 及 び 1 3 0 万 ド ル で あ る 。  

 野 菜 の 主 産 地 は 、 横 浜 市 の 郊 外 、 湘 南 地 方 （ 相 模 湾 沿 岸 ） 及  

び 三 浦 半 島 で あ り 、 一 年 を 通 じ て 気 候 が 温 暖 で あ る 。 疏 菜 農 業  

は 最 も 集 約 的 で 多 様 な 農 業 で あ り 、 危 険 を 伴 う 。 そ れ は 多 量 の  

労 働 力 投 入 を 必 要 と し 、 市 場 に お け る 蔬 菜 の 価 格 は 季 節 に よ り  

変 動 す る 。  

 多 数 の 疏 菜 農 業 者 は 、 自 ら の 生 産 物 を 都 市 部 に お け る 食 料 商  

や 消 費 者 に 直 接 売 る 。 と い う の は 小 売 価 格 に 占 め る 販 売 の た め  

の コ ス ト が 非 常 に 大 き い か ら で あ る 。  

－ 6 1 －  



 横 浜 市 の 郊 外 で は 、 き ゆ う り 、 と ま と 、 レ タ ス 等 が 春 の は じ め  

頃 ビ ニ ー ル 室 で 栽 培 さ れ る 。  

 湘 南 地 力 で は 、 い ち ご の 早 期 栽 培 が 盛 ん に 行 な わ れ て い る 。 い  

ち ご 栽 培 は 最 も 集 約 的 な 農 業 の 一 つ で あ る 。 い ち ご は 水 田 や 高 台  

の 温 床 で 石 又 は コ ン ク リ ー ト の 壁 の 上 に 栽 培 さ れ る 。 一 般 的 に 言  

つ て 、 農 民 は 平 均 し て 0 . 2 5 エ ー カ ー 以 上 の い ち ご は 栽 培 で き な  

い 。  

 い ち ご の 収 獲 期 は ク リ ス マ ス の 時 期 で あ る 。 最 近 、 多 く の 農 民  

が 、 そ れ が 大 き な 現 金 収 入 を も た ら す た め 、 い ち ご 栽 培 を は じ め  

て い る 。 但 し 同 時 に 多 く の 労 力 を 必 要 と す る 。  

 一 栽 培 期 毎 に 必 要 と さ れ る 労 働 量 は 、 0 . 2 5 エ ー カ ー 当 り 約  

2 0 0 人 で あ り 、 資 材 費 は 0 . 2 5 エ ー カ ー 当 り 約 1 1 0 ド ル で あ  

る 。 普 通 の 年 で 総 収 入 は 0 . 2 5 エ ー カ ー 当 り 5 5 0 ド ル で あ る 。  

し た が つ て 、 こ の 企 業 の 収 入 は 非 常 に 高 い 。 こ の 試 験 場 で 石 の 壁  

に 作 つ て い る い ち ご を 見 る こ と が で き る 。  

 本 年 2 月 、 県 い ち ご 生 産 者 協 会 が は じ め て い ち ご 数 箱 を ロ ン ド  

ン 及 び ハ ン ブ ル グ へ 空 輸 で 輸 出 し た 。（ 県 の 後 援 に よ る 。）  

 三 浦 半 島 で は 、 秋 と 冬 の 大 根 、 カ リ フ ラ ワ ー ・ プ ロ コ リ ー 、 夏  

の す い か が 主 要 な 野 菜 で あ る 。 日 本 の 植 物 学 者 木 原 博 士 の 考 案 に  

よ る た ね な し す い か が こ の 地 域 で 栽 培 さ れ て い る 。  

 果 樹 の 栽 培 面 積 は 約 1 万 1 , 0 0 0 エ ー カ ー で あ り 、 こ れ は 本 県  

の 可 耕 地 面 積 の 9 ％ で あ る 。  

 柑 橘 類 の 主 産 地 は 、 相 模 湾 に 沿 つ た 箱 根 外 輪 山 地 帯 の 東 南 部 で  

あ り 、 こ の 地 は 温 暖 な 気 候 に 恵 ま れ た 傾 斜 地 帯 か ら な つ て い る 。  

－ 6 2 －  



 み か ん 類 は 海 抜 1 , 2 0 0 フ イ ー ト の 所 ま で 成 育 さ せ る こ と が  

で き る 。 そ し て こ の 県 の み か ん 類 生 産 の 4 5 ％ は こ の 地 域 で 生  

産 さ れ る 。  

 多 く の み か ん 畠 が 東 海 道 線 に 沿 つ て の び て い る 。 西 方 の 柑 橘  

地 帯 に 、 県 立 の 試 験 場 が あ る 。  

 柑 橘 類 栽 培 者 の 多 く は 専 従 者 と し て こ れ に 従 事 し て い る 。 み  

か ん 類 栽 培 地 は 全 果 樹 園 の 3 分 の 2 を 占 め て い る 。 全 生 産 量 は  

毎 年 6 万 ト ン で あ る 。  

 全 生 産 量 の 約 半 分 は 2 ～ 3 カ 月 間 貯 蔵 さ れ 、 農 民 は 春 の は じ  

め に そ れ を 売 る 。  

 み か ん 類 の 輸 出 は 、 米 国 、 英 国 及 び 西 ド イ ツ に カ ン 詰 め の 形  

で 輸 出 さ れ 、 カ ナ ダ に 生 の ま ま 輸 出 さ れ る 。  

 今 召 し 上 つ て お ら れ る み か ん は 、 試 験 場 で 6 カ 月 間 貯 蔵 し た  

も の で あ る 。 な し 、 も も 、 ぶ ど う 、 か き 及 び く り は 県 の 至 る 所  

で 生 産 さ れ て い る 。 県 内 に は み か ん の 主 産 地 と い つ た も の は な  

い 。  

 花 卉 栽 培 は 専 門 化 さ れ た 農 業 の 一 つ で あ る 。 今 日 、 主 な 花 は  

カ ー ネ ー シ ヨ ン 、 ば ら 、 ス ウ イ ー ト ピ ー 、 熱 帯 植 物 等 で あ る 。  

 そ れ ら は 温 室 （ 暖 房 装 置 つ き の ） で 栽 培 さ れ 、 全 生 産 物 の 約  

半 分 は 東 京 方 面 へ 送 ら れ る 。  

 球 根 植 物 の 花 及 び 幹 は 暖 房 設 備 の な い 温 室 で 栽 培 さ れ る 。 と  

く に 、 ゆ り の 球 根 は 本 県 の 北 部 山 岳 地 帯 で 栽 培 さ れ て お り 、 輸  

出 向 け に 生 産 さ れ て い る 。  

 山 ゆ り は 神 奈 川 県 を 象 徴 す る 花 で あ る 。 内 山 知 事 が 1 9 5 1  
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年 県 花 と し て 山 ゆ り を 選 ん だ 。 そ の 後 、 こ の 国 の 大 多 数 の 府 県  

が そ れ ぞ れ の 花 を 決 め る に 至 つ た 。  

 三 浦 半 島 で は 、 気 候 温 暖 の た め 多 く の 種 類 の 花 が 栽 培 さ れ て  

い る 。  

 こ の 県 立 試 験 場 は 園 芸 技 術 セ ン タ ー と し て 研 究 を 行 な い 、 研  

究 の 結 果 を 農 民 に 伝 え て い る 。  

 こ の 主 な 建 物 は 昨 年 1 3 万 ド ル の 建 築 費 を 以 て 再 建 さ れ た 。  

研 究 員 及 び 助 手 は 全 員 で 5 5 名 で あ る 。（ 事 務 員 、 臨 時 職 員  

を 含 む ）。  

 こ の 試 験 場 の 面 積 は 2 0 エ ー カ ー で あ る 。 こ の 外 に 、 こ の 試  

験 場 の 管 轄 下 に あ る 2 つ の 支 部 が あ る 。 ひ と つ は 根 府 川 試 験 地 、 

今 ひ と つ は 三 浦 試 験 地 で あ る 。  

 こ れ ら の 試 験 地 に お け る 主 な 研 究 は 次 の 通 り で あ る 。  

疏 菜 の 分 野 で は 、 新 し い 品 種 の 育 成 、 ビ ニ ー ル ・ ハ ウ ス 及 び ビ  

ニ ー ル ・ カ バ ー を 用 い る 近 代 的 栽 培 法 、 い ち ご の 促 成 栽 培 法 、  

病 害 虫 及 び 病 気 の 制 御 、 土 壤 肥 料 の 保 持 、 能 率 的 栽 培 法 、 農 業  

労 働 の 簡 素 化 、 又 果 実 の 分 野 で は 、 永 年 栽 培 に 対 す る 障 害 の 除  

去 、 能 率 的 収 獲 法 、 貯 蔵 技 術 の 改 善 、 樹 葉 の 成 分 の 分 析 に よ る  

施 肥 の 改 善 。 花 卉 の 分 野 に お い て は 球 根 類 花 卉 の 促 成 、 栽 培 の  

簡 易 化 、 簡 易 労 力 節 約 法 、 熱 帯 植 物 の 増 殖 。  

       （ 以 上 、 神 奈 川 県 農 業 試 験 場 ・ 神 戸 経 営 部 長 ）  

 

 藤 田 園 芸 試 験 場 長  

 1 0 年 前 、 フ ロ リ ダ 州 立 試 験 場 を 訪 問 し た 際 、 グ レ ー プ ・ フ  
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ル ー ツ の 接 ぎ 木 の 枝 を 幾 本 か 贈 ら れ ま し た 。 こ の グ レ ー プ ・ フ  

ル ー ツ は 3 年 前 よ り 伊 豆 半 島 に て 生 産 に 成 功 し ま し た 。 根 府 川  

試 験 地 で 接 木 し ま し た が 、 そ こ で は 伊 豆 半 島 に 比 べ 気 候 が 寒 冷  

な た め 結 果 は 余 り 良 く あ り ま せ ん で し た 。  

 私 の こ の グ レ ー プ ・ フ ル ー ツ を フ ロ リ ダ 州 知 事 ブ ラ イ ア ン ト  

氏 に お 贈 り し た い と 存 じ ま す 。  

 

 

 

      神 奈 川 県 知 事 の 米 国 知 事 一 行 に  

      対 す る 県 政 説 明  

           （ 於  神 奈 川 府 庁  4 月 9 日 ）  

 別 冊 英 文 「 か な が わ 」 を 要 約 説 明 し た 。  

（ 各 府 県 に 一 冊 宛 贈 呈 さ れ た の で 参 照 せ ら れ た い ）  
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    愛 知 県 知 事 の 米 国 知 事 一 行 に 対 す る 県 政 説 明  

             （ 於  愛 知 県 庁   4 月 1 1 日 ）  

 箱 根 の 会 議 は 終 始 成 功 の う ち に 終 り ま し て 、 本 日 こ こ に 皆 様  

方 を 当 地 へ お 迎 え で き る こ と は ま こ と に 喜 び に 堪 え ま せ ん 。  

 た だ い ま お 手 元 に お 配 り い た し ま し た 冊 子 “ I n t r o d u c t i o n  

 o f  A i c h i ” は 私 ど も の 愛 知 県 の 日 本 に お け る 地 理 的 、 経 済 的 、  

社 会 的 な 地 位 を ご 紹 介 申 し 上 げ る と 同 時 に 、 行 政 府 と し て の 愛  

知 県 が 、 ど の よ う に そ の 貴 任 を 果 し て い る か を ご 紹 介 申 し 上 げ  

る も の で あ り ま す 。  

 印 刷 物 は そ の 封 筒 の 中 に 入 つ て お り ま し て お 読 み い た だ け れ  

ば だ い た い の こ と は お わ か り 願 え る こ と と 存 じ ま す が 、 な お 一  

般 的 事 情 に つ い て 概 略 お 話 申 し 上 げ た い と 存 じ ま す 。  

 は じ め に 申 し 上 げ た い こ と は 、 地 理 的 に も 経 済 的 に も 、 社 会  

的 に も 、 日 本 は ア メ リ カ 合 衆 国 や 、 西 ヨ ー ロ ツ パ 諸 国 と は 非 常  

に 大 き な 相 違 が あ る と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

 例 え ば 人 口 に つ い て 申 し ま す と 、 1 9 6 0 年 に お い て 、 1 エ  

ー カ ー 当 り の 人 口 は 、 米 国 が 0 ， 8 人 、 英 国 が 8 ， 6 人 で あ り ま す  

の に 反 し 、 日 本 は 実 に 1 0 1 人 と な つ て お り 、 人 口 密 度 は 米 国  

の 約 1 3 倍 で あ り ま す 。  

こ う し た 相 違 は 、 人 口 に 限 ら ず 所 得 に 関 し ま し て も 言 え る こ と  

で あ り ま す し 、 さ ら に 国 民 の 生 活 態 度 、 生 活 様 式 に お い て も 存  

在 す る も の で あ る こ と を 考 慮 さ れ た う え で 、 こ の 紹 介 書 を ご 覧  

い た だ け れ ば 、 非 常 に 幸 い に 思 い ま す 。  
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 さ て 、 愛 知 県 の 日 本 に 於 け る 地 理 的 な 位 置 づ け を い た し ま す  

と 、 本 県 は 、 丁 度 日 本 列 島 の ほ ぼ 中 央 部 に 太 平 洋 に 面 し て 位 置  

し て お り ま す 。 そ し て 日 本 の 第 三 の 大 都 市 で ロ ス ア ン  ゼ ル ス  

市 と 姉 妹 都 市 の 関 係 に あ り ま す 名 古 屋 市 を 中 心 に 広 が る 大 工 業  

地 帯 を 、 そ の 内 に も つ て い る の で ご ざ い ま す 。  

 本 県 の 人 口 は 、 1 9 5 0 年 に は 3 3 9 万 人 、 1 9 5 5 年 に は  

3 7 7 万 人 、 1 9 6 0 年 に は 4 2 0 万 人 を 数 え 、 そ の 後 も 急 増  

を 続 け て お り ま す 。 こ れ は 、 本 県 の 経 済 の 発 展 が 非 常 に 著 し い  

こ と を 示 し て い の で あ り ま し て 、 こ こ 数 年 の 県 内 生 産 所 得 は 年  

年 1 1 . 4％ の 増 加 を み せ て い る の も 、 そ の 表 わ れ で ご ざ い ま す 。  

 本 県 の 行 政 組 織 は 第 1 2 ペ ー ジ の 表 の と お り で あ り ま し て 、  

こ こ に 働 く 職 員 の 数 は 教 員 お よ び 警 察 官 を 除 き ま し て も 、 8 . 0  

0 0 人 以 上 を 数 え る の で あ り ま す 。  

 こ の 行 政 機 関 （ あ る い は 執 行 機 関 ） に 対 し ま し て 、 立 法 機 関  

と も い う べ き 県 議 会 が あ り ま し て 、 年 4 回 の 定 例 議 会 の ほ か 時  

に 応 じ て 臨 時 議 会 を 開 催 し 、 県 行 政 の 最 高 方 針 を 決 定 し て お り  

ま す 。  

 ま た 県 財 政 の 規 模 は 約 7 0 0 億 円 （ ＄ 1 9 4 m i l ） に 達 し 、 以  

下 こ の 冊 子 に 述 べ る さ ま ざ ま な 仕 事 に 投 入 さ れ て い る わ け で ご  

ざ い ま す 。  

 本 県 の 産 業 に つ い て 申 し ま す と 、 農 林 、 漁 業 に つ き ま し て は 、  

最 近 の 工 業 の 発 展 か ら 労 働 力 が 、 工 業 、 商 業 に 移 動 し つ つ あ り 、  

ま た 、 農 地 、 漁 場 な ど も だ ん だ ん せ ば ま つ て い る た め 、 生 産 性  
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の 向 上 が 最 も 必 要 と さ れ て お り ま す 。  

 そ の た め 経 営 規 模 の 拡 大 お よ び 合 理 化 や 機 械 力 の 導 入 な ど を  

推 進 す る と 同 時 に 、 愛 知 用 水 、 豊 川 用 水 な ど の か ん が い の み な ら  

ず 、 飲 料 水 、 工 業 用 水 と し て も 使 用 さ れ る 多 目 的 な 用 水 で あ り  

ま す 。  

 一 万 工 業 に つ き ま し て は 、 重 工 業 の 発 展 が 本 県 の 経 済 発 展 の  

基 礎 で あ る た め 、 離 海 工 業 地 帯 を 造 成 す る と か 、 自 動 車 、 車 両  

な ど を 生 産 す る 内 陸 工 業 地 帯 を 整 備 す る と か 、 あ る い は 道 路 網  

を は り め ぐ ら し た り 、 工 業 用 水 道 を 建 設 し た り し て い る わ け で  

あ り ま す 。  

こ の 冊 子 の 中 で I n d u s t r y の 項 や Tr a n s p o r t a t i o n の 項 や  

Wa t e r の 項 を み て い た だ け れ ば ご 理 解 で き る こ と と 思 い ま す 。  

 工 業 の う ち で も 繊 維 、 陶 器 、 自 動 車 、 車 両 、 木 材 、 家 具 類 、  

機 械 類 な ど は 、 本 県 に お い て 非 常 に 盛 ん に な つ て い ま す こ と は  

I n d u s t r y の 項 に お い て ご 覧 い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 な お 、 皆 様 方 の 前 に 置 い て あ り ま す 七 宝 焼 は 、 生 産 は 少 な い  

も の で す が 当 地 の 特 産 物 で あ り ま す 。  

 青 磁 色 の 器 は 近 年 生 産 さ れ る よ う に な り ま し た 新 し い 製 品 で  

す 。  

 当 地 ご 訪 問 の 記 念 の お み や げ と し て 、 さ し 上 げ た い と 存 じ ま  

す 。  

 道 路 、 鉄 道 、 港 湾 な ど 輸 送 施 設 に つ き ま し て も Tr a n s p o r t a -  

t i o n の 項 で く わ し く ご 説 明 い た し て お り ま す 。  
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 Wa t e r の 項 に お き ま し て は 、 わ が 国 最 大 の 用 水 事 業 で あ る 愛  

知 用 水 、 豊 川 用 水 な ど に つ き ま し て 、 そ の 役 割 な ど を ご 説 明 い  

た し て お り ま す 。  

 そ れ で は 県 民 の 生 活 に つ き ま し て は ど の よ う で あ る か と 申 し  

ま す と 、 次 の P u b l i c  S e r v i c e s の 項 で 、 教 育 、 民 生 、 衛 生 、 住  

宅 等 の 諸 問 題 に つ き ま し て 、 そ の 現 状 と 県 の 施 策 と を ご 覧 い た  

だ き た い と 思 い ま す 。  

 第 二 次 大 戦 以 後 県 民 生 活 は こ の よ う に 回 復 し 、 か つ 、 向 上 し  

て き た こ と に ご 注 目 い た だ け れ ば 幸 い で す 。  

 さ て 、 1 9 5 9 年 9 月 に 、 こ の 地 方 を 襲 い ま し た 台 風 ベ ラ （  

こ れ を 日 本 で は 伊 勢 湾 台 風 と い い ま す が ） に つ き ま し て は 、 い  

ま 思 い 出 す の も 悲 し い 出 来 事 で ご ざ い ま し て 、 わ が 国 で 有 史 以  

来 最 大 の 被 害 が 発 生 し た の で あ り ま す 。  

 し か し な が ら 、 当 時 与 え ら れ ま し た 諸 外 国 の 援 助 、 と く に 貴  

国 海 軍 の 果 敢 な 救 助 活 動 は 、 現 在 に お き ま し て も 感 謝 の ま と と  

な つ て お り ま し て 、 そ の 後 の 県 民 の 復 興 活 動 を ど れ だ け 力 づ け  

た か わ か ら な い の で す 。  

この小冊子の中にも、当時の写真が出ておりますのでご覧願いたいと存じます。  

 こ の 機 会 に 県 民 の 貴 国 に 対 す る 感 謝 の 気 持 を お 伝 え い た し た  

い と 思 う の で あ り ま す 。  

 さ て 、 こ れ ま で ご 説 明 申 し 上 げ て ま い り ま し た 本 県 の 県 民 の  

生 活 様 式 を よ り 高 い 水 準 に 発 展 さ せ る に は 、 長 期 的 な 将 来 計 画  

を 作 成 す る こ と が 必 要 で あ り 、 こ れ に も と づ い て 、 諸 行 政 施 策  

を 行 う こ と が 、 最 も 能 率 的 で あ る と い う こ と は 、 い う ま で も な  
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い こ と で あ り ま す 。  

 し た が い ま し て 、 そ う し た 計 画 に つ き ま し て 現 在  

N e w  R e g i o n a l  P l a n と 呼 ぶ 第 二 次 長 期 経 済 計 画 を 作 成 し て い る  

の で あ り ま す が 、 そ の 内 容 は 8 年 後 の 1 9 7 0 年 に 県 民 1 人 当  

り の 個 人 所 得 を 現 在 の 3 倍 に し よ う と す る も の で あ り ま す 。  

 そ の た め に は 、 こ れ か ら ど の よ う な 目 標 を た て て ゆ く べ き か  

に つ き ま し て 、 5 2 ペ ー ジ 以 下 に ご 説 明 申 し 上 げ た わ け で あ り  

ま す が 、 こ の 計 画 を 達 成 い た し ま す た め に は 、 今 後 の 国 際 貿 易  

の 拡 大 が 非 常 に 大 き な 役 割 を 果 す こ と に な る の で あ り ま し て 、  

貴 国 と の 親 善 関 係 の よ り 緊 密 化 を も つ と も 念 願 し て お り ま す 。  

 こ の 意 味 に お き ま し て 、 本 日 皆 様 を お 迎 え し て こ の 会 合 を 開  

き え ま し た こ と は 、 大 変 意 義 深 く 、 ま た 今 後 の 計 画 の う え に も  

成 果 が あ る よ う 希 望 し て お り ま す 。  
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    米 国 知 事 歓 迎 晩 さ ん 会 あ い さ つ   － 愛 知 県 知 事 －  

            （ 於  八 勝 館   4 月 1 1 日 ）  

 愛 知 県 民 一 同 は 、 今 回 米 合 衆 国 州 知 事 の 皆 様 が 、 か く も 多  

数 ご 来 訪 い た だ き ま し た こ と を こ の 上 も な い 光 栄 と 存 じ て お り  

ま す 。 県 民 一 同 を 代 表 い た し ま し て 皆 様 方 の ご 来 訪 に 対 し 、 心  

か ら お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。  

 一 昨 年 は 、 丁 度 日 米 両 国 が 友 好 関 係 に 入 り ま し て 百 年 目 で ご  

ざ い ま し て 、 皆 様 方 の ご 来 訪 は 、 両 国 関 係 が 第 二 世 紀 に 入 る 門  

出 を 飾 る も の で ご ざ い ま す 。  

 皆様方と、ともどもに手をたずさえて世界人類の平和と幸福、自由な強  

力 旦 つ 繁 栄 し た 社 会 建 設 の た め 、 努 力 い た し た い と 存 じ ま す 。  

 去 る 二 月 の 下 旬 、 貴 国 の グ レ ン 空 軍 中 佐 が 宇 宙 飛 行 の 大 偉 業  

を 達 成 せ ら れ ま し た と き は 、 日 本 国 民 は 皆 欣 喜 雀 躍 い た し ま し た 。 

 私 共 は 、 今 や 科 学 の 驚 異 を 引 き 出 し て 人 類 の 福 祉 に 役 立 て る  

こ と が で き る 時 代 に 入 つ た の で ご ざ い ま す 。  

 貴 国 の 若 い 偉 大 な 指 導 者 で あ る ケ ネ デ イ 大 統 領 の お 言 葉 を お  

借 り す れ ば 「 わ れ わ れ が 力 を 合 せ れ ば で き な い こ と は ほ と ん ど  

な く 、ま た 、わ れ わ れ が 相 い 離 反 す れ ば ほ と ん ど 何 も で き な い 」 

の で あ り ま す 。  

 当 地 の 綿 織 物 工 場 の 機 械 は 貴 国 か ら 輸 入 さ れ た 綿 を 原 料 と し  

て 、 製 糸 、 製 布 に 活 ば つ に 動 い て お り ま す 。 ま た 貴 国 の 多 く の  

家 庭 に お い て は 、 当 地 か ら 輸 出 さ れ ま し た 陶 磁 器 、 ミ シ ン 等 が  

愛 用 さ れ て い る こ と と 存 じ ま す 。  

 貿 易 、 文 化 、 国 家 の 安 全 等 す べ て の 面 で 私 共 の 利 害 は 共 通 し  
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て お り ま す 。  

 本 日 ご 出 席 の ネ バ ダ 州 知 事 閣 下 の 州 の モ ツ ト ー で あ る 「 わ が  

国 の た め に は 、 す べ て を 」 を 一 寸 か え さ せ て い た だ き ま し て 「  

わ れ わ れ 両 国 の た め に は 、 す べ て を 」 と 申 し 上 げ 私 の 歓 迎 の ご  

あ い さ つ と い た し ま す 。  
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     愛 知 用 水 公 団 理 事 長 挨 拶    － 成 田 理 事 長 －  

        （ 於  愛 知 用 水 愛 知 池 、 4 月 1 2 日 ）  

 本 日 は 、 遠 路 を 、 お 忙 し い 日 程 の 中 か ら 、 知 事 各 位 に わ が 事  

業 の 一 部 た る 愛 知 池 を 御 覧 頂 く こ と は 非 常 な 名 誉 と 考 え ま す 。  

愛 知 用 水 は 、 日 本 に お け る 最 初 の 、 そ し て 最 大 の 総 合 開 発 計 画  

で あ り 、 1 9 5 5 年 に 着 手 さ れ 、 1 9 6 1 年 に 完 成 し ま し た 。  

 こ の 事 業 の 目 的 は 、 3 万 ヘ ク タ ー ル の 土 地 に 灌 漑 用 水 を 豊 富  

に 供 給 す る こ と 、 需 要 の あ る 諸 地 域 に 、 都 市 用 水 及 び 工 業 用 水 を  

供 給 す る こ と 、 及 び 発 電 を 行 な う こ と で あ り ま す 。  

 こ の 事 業 は 貴 国 の テ ネ シ ー 溪 谷 開 発 公 社 の 事 業 か ら 多 く の 示  

唆 を 得 て 立 案 さ れ 、 遂 行 さ れ ま し た 。 又 本 事 業 の 財 政 、 建 設 及  

び 農 業 経 営 の 諸 部 門 に つ い て 貴 国 よ り 多 く の 援 助 を 賜 わ り ま し  

た 。 換 言 す れ ば 、 こ の 画 期 的 な 愛 知 用 水 事 業 は 、 日 本 及 び 米 国  

の 密 接 な 協 力 の す ぐ れ た 成 果 で あ り ま す 。  

 私 は あ な た 方 が 今 回 は 愛 知 用 水 の 全 地 域 を 御 覧 に な れ な い こ  

と を 非 常 に 残 念 に 思 い ま す 。 し か し 、 そ の 代 表 的 な 施 設 の 一 つ  

で あ る こ の 愛 知 池 を 御 覧 に 入 れ る わ け で あ り ま す 。私 は 、も し あ  

な た 方 が 日 本 の 他 の 印 象 と い つ し よ に 私 ど も の 事 業 を 御 記 憶 下  

さ る な ら ば 、 非 常 に 有 難 く 、 又 光 栄 な こ と と 考 え ま す 。  
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   愛知用水の説明  －愛知用水公団理事 清 野 保－ 

        （ 於    愛 知 用 水 愛 知 池   4 月 1 2 日 ）  

 ま ず 最 初 に 申 し 上 げ た い こ と は 、 本 事 業 は 、 日 本 の T VA と  

呼 ば れ る と こ ろ の 一 大 総 合 開 発 計 画 で あ る と い う こ と で す 。  

し か し な が ら 、 米 国 の T VA と 異 な り 、 私 ど も の そ れ は 農 業 の  

開 発 に 重 点 を 置 い て お り ま す 。 水 力 発 電 及 び 都 市 用 水 、 工 業 用  

水 の 供 給 は 第 二 次 的 な 計 画 で あ り ま す 。 3 万 ヘ ク タ ー ル （ 7 万  

5 . 0 0 0 エ ー カ ー ） の 農 地 の 灌 漑 及 び 上 述 の 都 市 用 水 、 工 業 用  

水 の 供 給 の た め に 、 わ れ わ れ は 木 曾 川 の 上 流 に 、 日 本 第 二 の 高  

さ の ロ ツ ク フ イ ル ・ ダ ム （ 高 さ 8 1 メ ー ト ル 、 貯 水 能 力 7 . 5 0 0  

万 ト ン ） を 建 設 致 し ま し た 。 こ の ダ ム に よ つ て 貯 め ら れ た 水 は 、  

最 大 出 力 3 万 4 . 0 0 0 キ ロ ワ ツ ト の 新 設 発 電 所 に よ つ て 利 用 さ  

れ 、 更 に 、 河 を 1 2 0 キ ロ 下 つ て 兼 山 の 取 入 口 に 達 す る ま で の  

下 流 地 域 に 存 在 す る 1 5 の 発 電 所 の 発 電 量 を 高 め る で あ り ま し  

よ う 。 こ の 兼 山 取 入 口 か ら 、 1 億 4 . 0 0 0 万 平 方 メ ー ト ル の 農  

業 用 水 及 び 4 . 5 0 0 万 立 方 メ ー ト ル の 都 市 、 工 業 用 水 が 毎 年 取  

水 さ れ 、 1 1 2 キ ロ の 幹 線 水 路 及 び 1 , 1 0 0 キ ロ の 支 線 水 路 を  

通 じ て 、 農 業 用 水 が 受 益 地 域 の す み ず み に 配 ら れ る こ と に な つ  

て お り ま す 。 又 都 市 用 水 及 び 工 業 用 水 の 供 給 の た め に 、 4 つ の  

浄 水 場 が 建 設 さ れ ま し た 。  

 本 事 業 の 経 費 総 額 は 4 2 3 億 円 （ 1 億 2 . 0 0 0 万 ド ル ） で あ  

り 、 総 事 業 は 、 公 団 が 1 9 5 5 年 に 設 立 さ れ て 以 来 わ ず か 5 年  

以 内 に 、 全 く 最 初 の 計 画 通 り に 完 成 さ れ ま し た 。 こ の こ と は 、  

日 本 に お け る 建 設 事 業 の 歴 史 に お い て 特 筆 す べ き 事 実 で あ り ま  
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す 。 さ て 、 本 事 業 の 特 徴 を 以 下 述 べ て み た い と 思 い ま す 。  

（ 1 ）  こ れ は 、 日 本 で は じ め て 世 界 銀 行 か ら 資 金 を 導 入 し た 総 合  

  開 発 計 画 で あ り ま す 。  

（ 2 ）  本 事 業 の 遂 行 に お い て 、 ア メ リ カ の 進 ん だ 技 術 が 設 計 と 建  

  設 の 面 に お い て 導 入 さ れ ま し た 。 し か し 、 そ れ ら は 日 本 の 風  

  土 的 条 件 に 応 ず る よ う に 消 化 さ れ ま し た 。  

  ダ ム 、 水 路 そ の 他 の こ の 種 の 構 築 物 の 設 計 は 、 日 本 で は じ め  

  て 行 な わ れ ま し た 。  

（ 3 ）  こ れ は 、 い わ ゆ る 総 合 開 発 計 画 で あ り 、 ダ ム 、 取 入 口 、 幹  

  線 水 路 等 の 大 き い 施 設 の 建 設 は 、 公 団 の 責 任 の 下 に 実 施 さ  

  れ ま し た 。 発 電 並 び に 都 市 用 水 及 び 工 業 用 水 の 供 給 の た め の  

  資 金 が 公 団 に よ つ て 用 意 さ れ ま し た 。  

  そ し て こ の 事 業 は 、 関 西 電 力 及 び 愛 知 県 に よ り そ れ ぞ れ 実 施  

  さ れ 、 か く て 事 業 の 全 分 野 が 同 時 に 完 成 さ れ ま し た 。  

（ 4 ）  農 業 開 発 計 画 は 、 山 地 の 農 地 1 万 2 , 0 0 0 ヘ ク タ ー ル の 灌  

  漑 を 計 画 し て お り 、こ れ は 、全 灌 漑 面 積 の 4 0 ％ に あ た る も  

  の で す 。 こ の 広 範 な 山 地 灌 漑 計 画 は 日 本 最 大 の も の で あ り ま  

  す 。  

（ 5 ）  愛 知 用 水 事 業 は 、 将 来 、 名 古 屋 を 中 心 と す る 地 域 の 工 業 開  

  発 の た め に 大 き な 貢 献 を す る で あ り ま し よ う 。 現 在 、 最 近 建  

  設 さ れ た 東 海 製 鉄 が そ の 工 業 用 水 と し て 愛 知 用 水 に 依 存 し て  

  お り ま す 。  

   事 業 費 の 割 当 は 、 各 事 業 に 対 し そ れ ぞ れ な さ れ 、 土 地 改 良  

  区（ 受 益 者 団 体 ）、愛 知 県 及 び 関 西 電 力 に よ り 1 5 年 乃 至 2 0  
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年 に わ た つ て 償 還 さ れ る こ と に な つ て お り ま す 。 日 本 で は 、 水  

は 農 民 に 対 し 定 つ た 価 格 で 売 ら れ て お り ま せ ん が 、農 民 た ち は 、 

国 庫 補 助 、 県 の 支 出 を 除 い て 事 業 費 を 負 担 し て お り ま す 。 し た  

が つ て 、 1 エ ー カ ー 当 り 3 3 ド ル の 額 が 、 農 民 た ち に よ つ て 1 5  

年 の 期 間 に 償 還 さ れ る こ と に な つ て い ま す 。 農 民 が 負 担 す べ き  

こ の 額 は 決 し て 低 い と は 言 え ま せ ん が 、 大 名 古 屋 市 に お け る 果  

実 、 そ 菜  及 び 花 に 対 す る 需 要 が 高 ま り 続 け る に つ れ て 、 農 民  

た ち は そ の 額 を 償 却 し 得 る と 考 え ら れ ま す 。  

 あ な た 方 に 御 理 解 願 い た い こ と は 、 こ の 事 業 は 日 本 が 大 量 の  

食 糧 を 諸 外 国 か ら 輸 入 し て い た 時 に 立 案 さ れ た と い う こ と で す 。 

し た が つ て 、 農 業 開 発 は 、 主 と し て 日 本 人 の 主 食 た る 米 の 生 産  

増 大 を 目 的 と し て 計 画 さ れ ま し た 。 し か し な が ら 、 現 在 わ が 国  

の 米 の 生 産 は 、 日 本 が ほ と ん ど 自 給 で き る 段 階 に 達 し 、 他 方 で  

は 、 日 本 は 工 業 に お い て 著 し い 進 歩 を と げ た の で 、 事 業 の 目 的  

の 部 分 的 変 更 、 た と え ば 農 業 生 産 物 に お け る 米 か ら 果 実 及 び そ  

菜 へ の 重 要 度 の 変 化 、 あ る い は 名 古 屋 市 の 郊 外 地 に お け る 工 業  

発 展 に 歩 調 を 合 せ る た め 、 あ る 農 地 を 工 業 用 地 、 住 宅 用 地 に 転  

換 す る こ と 等 が 予 想 さ れ て お り ま す 。 し た が つ て 、 こ れ ら の 変  

更 に よ つ て 生 ず る と 考 え ら れ る 余 剰 農 業 用 水 は 更 に 工 業 発 展 の  

た め に 利 用 さ れ 、 農 民 の 負 担 が 軽 減 さ れ る 結 果 と な り ま す 。 換  

言 す れ ば 、 時 代 の 変 化 と 進 展 は 愛 知 用 水 事 業 に 新 し い 使 命 を 加  

え た わ け で あ り 、 そ の 将 来 は 愛 知 県 の 繁 栄 と と も に 輝 か し い も  

の に 見 え ま す 。  終 り に 、感 謝 を も つ て 申 し 上 げ た い こ と は 、  

こ の 事 業 は 愛 知 県 知 事 の 熱 心 な 御 協 力 並 び に 貴 国 よ り の 顧 問 技  

術 者 の 大 き な 御 援 助 に よ り 完 成 さ れ た こ と で あ り ま す 。  
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    京 都 府 副 知 事 県 政 説 明  

             （ 於 京 都 府 庁  4 月 1 2 日 ）  

    京 都 府 行 政 に つ い て  

 京 都 府 政 の 概 要 に つ い て は 、 お て も と に さ し 上 げ た 文 書 に よ  

つ て ご 諒 承 を え た い と 存 じ ま す 。 私 は こ こ に 、 京 都 府 の 行 政 上  

に 重 大 な 影 響 を も た ら し つ ゝ あ る 次 の 3 つ の 特 殊 事 情 に つ い て  

申 し 述 べ た い と 思 い ま す 。  

 そ の 第 1 は 、 京 都 の 住 民 生 活 の 現 状 と 、 そ の 近 代 化 に と も な  

う 諸 問 題 で あ り ま す 。京 都 は 、ご 承 知 の 通 り 過 去 千 年 の 長 い 間 、  

日 本 の 首 都 で あ つ た と こ ろ で あ り 、歴 史 的 に 累 積 さ れ た も の が 、 

そ の ま ま 今 日 に 維 持 保 存 さ れ て い ま す 。  

 今 次 大 戦 に お い て 、 世 界 の 有 識 者 と く に 米 軍 の 特 別 の ご 配 慮  

に よ り 戦 禍 を 免 が れ 、 私 共 は そ の ご 好 意 に 心 か ら 厚 く 感 謝 申 し  

上 げ る と 共 に 、 今 後 の 京 都 を 如 何 に す る か に つ い て 重 大 な 責 務  

を 感 ず る も の で あ り ま す 。  

 京 都 の 都 市 形 成 は 、 千 年 前 の 平 安 京 に 由 来 す る も の で あ り 、  

そ の 町 名 、 街 路 名 、 地 番 も 昔 の ま ま で あ り ま す 。 こ こ に 居 住 す  

る 住 民 の 生 活 が 昔 日 の 如 く で あ り ま す な ら ば 何 ん の 苦 心 も 要 し  

な い の で あ り ま す が 、 如 何 に も 区 画 整 然 と し た 家 並 街 路 は 散 策  

歩 行 に 快 適 で あ り ま す 。 し か し な が ら 自 動 車 軌 道 等 の 交 通 機 関  

に は 不 適 で あ り 、 近 代 産 業 に 必 要 な ビ ル デ ン グ も 工 場 も 、 随 所  

に 散 在 す る 宗 教 施 設 や 家 内 工 業 を 主 体 と す る い わ ゆ る 伝 統 産 業  

に 制 約 さ れ 、 近 代 都 市 と し て の 環 境 衛 生 、 保 健 体 育 、 リ ク リ エ  

ー シ ヨ ン 施 設 も 、 神 棚 、 仏 壇 、 床 の 間 、 畳 、 障 子 、 縁 側 、 庭 先  
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を 構 え 、 閑 静 な 思 索 と 休 養 を 主 と し た 京 の 家 の 生 活 様 式 を 根 本  

的 に 改 め ぬ 限 り 住 民 生 活 に そ ぐ わ な い も の と な つ て し ま い ま す 。 

こ の 古 い 都 に 如 何 に 近 代 的 な も の を 取 り 入 れ 、 古 い も の と 新 し  

い も の を 調 和 さ し て い く か と い う こ と は 、 単 に 都 市 計 画 上 の 特  

定 地 域 指 定 や 建 築 制 限 の 問 題 に と ど ま ら ず 、 京 都 の 産 業 経 済 教  

育 文 化 の う え に 、 住 民 の 日 常 生 活 に 幾 多 の 矛 盾 撞 着 を 生 じ 、 府  

行 政 の 運 営 に 常 時 配 慮 せ ね ば な ら ぬ と こ ろ で あ り ま す 。  

 第 2 に 京 都 の 人 口 2 0 0 万 人 中 産 業 労 働 人 口 は 約 1 0 0 万 で  

あ り ま す 。 そ の う ち 農 林 漁 業 1 7 万 、 商 業 2 0 万 、 サ ー ビ ス 業  

2 0 万 、 工 業 3 0 万 そ の 他 が 運 輸 交 通 、 公 務 、 自 由 業 で あ り ま  

す 。  

 商 業 、 サ ー ビ ス 業 の 比 較 的 多 い の は 京 都 の 特 殊 事 情 で あ り ま  

す が 、さ ら に 工 業 に お い て 全 工 場 2 万 の う ち 約 1 万 、従 業 者 3 0  

万 の う ち 約 8 万 が 繊 維 工 業 で あ り 、 し か も そ の ほ と ん ど が 絹 織  

物 及 び 染 色 加 工 業 で あ り 、 3 人 乃 至 5 人 の 家 族 労 働 を 主 と す る  

家 内 工 業 が 8 0 ％ を 占 め て い る こ と は 、 京 都 以 外 他 に 例 の な い  

も の で あ り ま す 。 こ れ ら の 工 場 に お け る 生 産 品 は 、 何 れ も 千 年  

の 歴 史 の 各 時 代 の 文 化 を 現 わ す も の で あ り 、 そ の 各 々 の 部 門 の  

最 高 水 準 を 示 す も の で あ り ま す 。  

 私 は こ こ に 西 陣 織 、 丹 後 ち り め ん 、 京 染 、 金 襴 、 つ づ れ 織 の  

和 服 に 欠 く べ か ら ざ る も の で あ り 、 そ の 生 地 、 色 彩 、 模 様 が 四  

季 着 用 の 目 的 、 場 所 、 男 女 、 年 令 に よ つ て 多 種 多 様 の も の で あ  

る こ と を 申 し 上 げ る 暇 は あ り ま せ ん が 、 過 去 の 日 本 人 の 生 活 文  

化 か ら に じ み 出 た も の で あ る こ と を 申 し 上 げ て 置 き ま す 。 そ し  
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て そ こ に 統 一 さ れ た 規 格 で の 大 量 生 産 が 行 わ れ な い 理 由 も あ る  

の で あ り ま す 。  

 こ の こ と は 被 服 、 京 人 形 、 京 扇 子 等 の 服 飾 、 装 身 具 に と ど ま  

ら ず 、 住 居 の 京 間 、 室 内 調 度 品 と し て の 木 竹 、 工 芸 品 、 漆 器 、  

陶 磁 器 、 食 物 と し て の 京 料 理 、 京 菓 子 に も お よ び 、 広 い 京 都 の  

伝 統 産 業 の 分 野 を 形 成 し て い る の で あ り ま す 。  

 以 上 に つ き ま し て は 皆 様 の 京 都 に お け る 視 察 ご 日 程 中 に も 幾  

分 取 入 れ ら れ て あ り ま す の で 実 地 に ご 覧 い た だ き た い と 存 じ ま す  

す 。 府 行 政 に お き ま し て 、 近 代 産 業 に 関 連 す る 中 小 企 業 問 題 の  

ほ か に 、 零 細 企 業 と し て の 伝 統 産 業 を 如 何 に す る か と い う こ と  

は 重 要 な 案 件 で あ り ま す 。  

 第 3 に 京 都 2 0 0 万 人 口 中 1 0 0 万 の 産 業 労 働 人 口 以 外 は 、  

5 0 万 を 越 え る 大 中 小 学 生 生 徒 と 、 2 5 万 の 幼 児 及 び 2 5 万 の  

老 人 家 庭 主 婦 と な つ て お り ま す 。  

 京 都 が 明 治 初 年 即 ち 1 8 6 9 年 義 務 教 育 制 度 を 完 成 し 、 我 が  

国 近 代 教 育 の 先 駆 を な し た ば か り で な く 、 古 来 教 育 文 化 の 地 で  

あ り 、 そ し て そ の に な い 手 と し て 宗 教 が 大 き な 役 割 を 果 た し て  

来 た こ と は 、 見 逃 し て は な ら ぬ 事 実 で あ り ま す 。  

 府 下 に 2 , 5 0 0 の 神 社 と 3 , 0 0 0 を 越 え る 仏 寺 が あ り 、 そ こ に は  

又 さ ん 然 と し て 輝 く 建 造 物 、 庭 園 、 仏 像 等 の 彫 刻 、 書 画 、 生 花  

茶 に 関 す る 器 具 を 蔵 し て い る の で あ り ま す 。  

 し か も そ れ ら は 殿 堂 の 奥 に 退 蔵 さ れ て い る の で は な く 、 民 衆  

が こ れ を 引 き 出 し 自 分 達 の 日 常 生 活 の う ち に 取 り 入 れ て い る の  

で あ り ま す 。 各 家 庭 の 行 事 の み な ら ず 、 年 中 を 通 じ て 間 断 な く  
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市 民 の 参 加 に よ つ て 行 わ れ る 各 種 の 社 寺 の 祭 礼 、 催 し が 、 京 都  

ほ ど 盛 大 で あ り 多 い と こ ろ は あ り ま せ ん 。  

 国 家 的 に 保 護 さ れ て い る 文 化 財 は 、全 国 の 指 定 総 数 8 , 9 5 2  

件 中 実 に 1 , 7 5 2 件 と 主 と し て 京 都 の 社 寺 に 在 り 、 そ の 数 量 の  

み な ら ず 質 に お い て 何 れ も 抜 群 の も の で あ り ま す 。 こ れ 等 の 尊  

い 遺 産 を 如 何 に 維 持 保 存 し て 現 代 及 び 後 代 に 役 立 て る か は 、 京  

都 府 政 の 重 大 な 関 心 事 で あ り ま す 。  

 

 

                      （ お わ り ）  
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     宗  教  座  談  会  

1 ． 日  時   昭 和 3 7 年 4 月 1 4 日 （ 土 ）  

        午 前 9 時 半 か ら 1 2 時 ま で  

2 ． 場  所   京 都 国 際 ホ テ ル 二 階 宴 会 場  

3 ． 出 席 者  

  米 国 側  

   ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 知 事   デ イ ビ ツ ド ・ L ・ ロ ー レ ン ス  

   フ ロ リ ダ 州 知 事      フ ア リ ス ・ ブ ラ イ ア ン ト  

   カ ン サ ス 州 知 事      ジ ヨ ン ・ ア ン ダ ー ソ ン  

   ネ バ ダ 州 知 事       グ ラ ン ト ・ ソ ー ヤ ー  

   サ ウ ス ・ ダ コ タ 州 知 事   ア ー チ ー ・ カ ブ ラ ツ ト  

   米 国 全 国 知 事 会 事 務 局 長  ブ レ バ ー ド ・ ク リ フ イ ー ル ド  

   米 国 務 省 教 育 文 化 局    ステーブン・アベリー・ドブレンチヤク 

   米 国 大 使 館 二 等 書 記 官   ジ ヨ ン ・ シ ル ベ ス タ ー  

   ク リ フ イ ー ル ド 氏 秘 書   ロ イ ス ・ マ ー フ イ ー  

  日 本 側  

   八 坂 神 社 宮 司       高  原  美  忠  

   天 理 教 真 柱 中 山 正 善 代 理  高  橋  道  雄  

   清 水 寺 貫 主        大  西  良  慶  

   臨 済 宗 妙 心 寺 派 管 長    古  川  大  航  

   真 宗 大 谷 派        蓬  茨  祖  運  

   浄 土 真 宗 本 願 寺 派 総 務   安  部  大  悟  

   日 本 聖 公 会 京 都 司 教 区 司 祭  大  岡  義  政  

   カ ト リ ツ ク 教 会      ク レ ラ ン ス ・ ウ イ ツ テ  
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   京 都 大 学 教 授 ・ 文 博    西  谷  啓  治  

   P L 教 団 教 主        御  木  徳  近  

   文 部 省 宗 務 課 長      近  藤  春  文  

   京 都 府 教 育 委 員 長 代 理   山  田  忠  男  

4 ． 座 談 会 の 経 過 の 概 要  

 ま ず 文 部 省 近 藤 宗 務 課 長 か ら あ い さ つ が あ り 、 引 続 き 日 本  

に お け る 宗 教 に つ い て 概 要 説 明 が 行 な わ れ た 。 次 い で 出 席 し  

た 宗 教 界 各 派 代 表 に よ る 、 各 派 に 関 す る 説 明 及 び 主 張 の 陳 述  

が 行 な わ れ た 。 そ の 後 質 疑 応 答 に 移 り 、 米 国 知 事 よ り の 質 問  

に 対 し 、 日 本 側 よ り そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 説 明 が あ つ た 。  

 座 談 会 終 了 後 、 出 席 者 一 同 は 同 所 に て 昼 食 を 共 に し て 歓 談  

し 、 午 後 1 時 散 会 し た 。  

 出 席 者 の 発 言 大 要 は 別 紙 の 通 り で あ る 。  

 

 

  近  藤  氏 （ 文 部 省 ）  

 日 本 に お け る 主 な 宗 教 と し て は 神 道 、 仏 教 、 キ リ ス ト 教 の 3  

つ の 大 き な 流 れ が あ る 。 神 道 は 最 も 古 く か ら 日 本 人 の 間 に 信 仰  

さ れ 、 仏 教 は 5 5 2 年 朝 鮮 か ら 渡 来 し て 日 本 人 に 受 入 れ ら れ た 。 

キ リ ス ト 教 は 最 も 遅 く 1 6 世 紀 に ポ ル ト ガ ル 宣 教 師 に よ つ て 伝  

え ら れ た 。 現 在 信 徒 数 は 神 道 約 7 . 8 0 0 万 、 仏 教 約 5 0 0 0 万 、 キ  

リ ス ト 教 約 6 4 万 、 諸 教 4 0 0 万 、 計 1 3 3 百 万 人 と な つ て お  

り 、 各 派 が 並 存 し て い る 。  

 

 

  西 谷 氏 （ 京 大 教 授 ）  
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 現 在 、日 本 に お い て は い ろ い ろ な 宗 教 宗 派 が 並 存 し て い る が 、 

こ れ は そ れ ぞ れ 独 立 し て い て 互 い に 無 関 係 な 習 合 的 並 存 と 見 る  

べ き で は な く 、 復 合 的 全 体 と し て 解 釈 せ ね ば な ら な い 。 単 な る  

Syncretism（シンクレチズム）（諸派の混合）と考えることは正しくない。 

 

 

  高  原  氏 （ 八 坂 神 社 ）  

 神 事 は 、 古 来 村 の 祭 り か ら 国 の 祭 り と 変 つ て き て 、 そ の 目 的  

は 民 衆 を 平 和 に せ し め る と い う こ と に あ る 。 軍 国 主 義 国 家 主 義  

と は 関 係 が な い 。  

 そ の 趣 旨 は 、 自 己 の 過 ち 、 罪 と い う も の を 世 間 の た め に つ く  

す こ と に よ つ て 清 め る 、 神 に 懺 悔 す る 、 感 謝 と い う も の を  

神 に 捧 げ る と い う こ と で あ る 。 そ し て 世 の 中 み ん な の こ と を 考  

え る と い う こ と で あ る 。  

 

 

  安  部  氏 （ 浄 土 真 宗 ）  

 現 在 、 日 本 に は 国 際 親 善 宗 旨 会 と い う も の が あ る 。 昔 は 、 互  

い に 宗 論 を 闘 い 合 つ た も の で あ る が 、 現 今 で は 親 善 を 目 的 と し  

て 相 互 に 援 け 合 う と い う 傾 向 と な つ て い る 。  

 仏 教 は 、 こ の 京 都 市 民 の 生 活 に 深 く 結 び 付 い て い る 。 い か に  

し て こ の 宗 教 が 京 都 市 民 に 習 慣 づ け ら れ て い る か ？ こ れ に は 長  

時 間 の 説 明 を 有 す る 。  

 わ れ わ れ の 信 仰 は 絶 対 の 恵 み（ a b s o l u t e  d e p e d e n c e ア ブ ソ リ ユ ー  

トデベンデス）を特色としており、とくに危機の時期に信仰のよりどころ  

と さ れ て き た 。  
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明 治 以 降 は 神 道 と 対 立 す る に 至 り 、 更 に 欧 米 の 思 想 が 入 つ て き  

て 、 3 つ の も の が そ れ ぞ れ か け は な れ た も の と し て 存 在 を 続 け  

た 。  

 

 

  大  西  氏 （ 清 水 寺 ）  

 仏 教 が 如 何 に し て 日 本 へ 伝 来 し た か 、 こ れ は 、 簡 単 に こ う ご  

理 解 願 え れ ば よ い の で は な い か と 存 じ ま す 。  

つ ま り 紀 元 5 0 0 年 か ら 6 0 0 年 頃 、仏 教 が 学 問 と し て 受 け 入  

れ ら れ 、 こ れ が 平 安 時 代 に は 形 を 変 え 、 鎌 倉 時 代 に は 更 に 変 つ  

て 現 在 に 至 つ て い る 。  

 受 け 入 れ ら れ た 当 初 は 、 仏 を 中 心 と し た も の で あ つ た の が 、  

平 安 時 代 に は 、 法 中 心 の 信 仰 と な り 、 次 の 鎌 倉 時 代 に な る と 、  

僧 の 信 仰 と な り 、 宗 派 を 中 心 と し た も の と な つ た 。 現 在 は こ れ  

ら 仏 、 法 、 僧 を 総 合 し た も の で あ る 。 こ の 仏 教 が 、 特 に 庶 民 の  

間 に 、 ど う い う 風 に 生 き て い る か と い う こ と は 、 先 程 か ら 日 本  

宗 教 の 特 殊 的 な 問 題 と し て 話 題 と な つ て い る が 、 こ の 仏 教 が 各  

自 の 差 別 性 を 認 め 、 そ れ に 応 じ た 各 自 の 信 教 を 認 め る と い う こ  

と は 、 そ れ ぞ れ の 生 活 環 境 か ら 生 れ て く る 差 別 性 を み と め る と  

い う こ と で あ る 。 ま た 、 そ う い つ た 差 別 か ら 自 然 な 信 仰 心 が 生  

じ 、 こ れ を 受 け 入 れ る た め 種 々 の 宗 派 が 発 生 し た が 、 こ れ は 一  

口 に い つ て 、 そ れ ぞ れ の 時 代 に 即 応 し た も の 、 つ ま り 一 般 の 生  

活 に 伴 う 仏 教 と い う こ と に な る の で あ る 。  

 現 在 は 人 間 は 人 間 ら し く あ れ ば よ い 。 つ ま り 人 間 は こ の 仏 教  

を 通 じ て 、 正 し く 人 間 ら し い 生 活 を 営 な め ば よ い と い う こ と に  
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な つ て い る 。 何 も 釈 迦 の 真 似 を せ よ と い う の で は な い 。  

 

 

  古  川  氏 （ 9 2 才 の 禅 僧  臨 斎 宗 妙 心 寺 派 ）  

 日 本 仏 教 と 禅 に つ い て 説 明 す る 。 禅 に は 易 行 門 と 聖 道 門 と が  

あ る 。 私 は 聖 道 門 で あ る が 、 こ の 禅 は 前 に 説 明 さ れ た 仏 教 の い  

ず れ に も 属 さ な い 。  

 例 を あ げ れ ば 、 こ の 卓 上 に あ る 紅 茶 は セ イ ロ ン で 産 し た も の  

か 、 そ れ か 日 本 で 産 し た か 、 ま た こ れ を 飲 め ば 如 何 な る 効 能 が  

あ る か ？  

 前 に 説 明 さ れ た 方 々 は そ れ ぞ れ 種 別 効 能 に つ い て 述 べ ら れ た  

が こ れ は い ず れ も 結 局 「 説 明 」 に す ぎ な い 。  

昔 の 人 す な わ ち 古 代 の 人 々 が 行 な つ た よ う に こ の 紅 茶 が の ど を  

通 る 時 に 舌 を 以 て 味 わ う と い う の が 禅 で あ る 。 即 ち 直 接 的 体 験  

を 第 一 義 と す る 。 禅 の 方 向 性 に 五 戒 と い う の が あ る 。 す な わ ち  

殺 生 、 愉 盗 、 邪 淫 、 妄 語 、 飲 酒 、 の 5 悪 で あ る 。 そ の う ち 妄 語  

の み は 法 律 で は 罰 せ ら れ な い 。  

 そ れ に つ け て 思 い 出 す の は 明 治 初 年 小 学 校 低 学 年 の 時 習 つ た  

ワ シ ン ト ン の 話 で あ る 。 ワ シ ン ト ン は 子 供 の 時 父 親 が 大 切 に し  

て い た 桜 の 木 を 切 つ た 。 そ し て 父 か ら と が め ら れ た と き 、「 私  

が 切 つ た 」 と 悪 び れ ず に 言 つ た 。 父 は 桜 を 切 ら れ た こ と よ り そ  

の こ と が 嬉 し い と 言 つ た と い う 。 こ の 話 は 禅 の 宗 教 性 に 通 ず る  

も の で あ る 。  

 

 

  ク レ ラ ン ス ・ ウ イ ツ テ 氏 （ カ ト ク ツ ク 教 会 ）  
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 日 本 に お け る キ リ ス ト 教 人 口 は 4 0 万 乃 至 8 0 万 人 で あ り 、  

従 つ て 民 衆 の 間 に 十 分 浸 透 し て い る と は 言 え な い 。 し か し 、 今 後  

に お け る 発 展 の 可 能 性 は 十 分 あ る 。  

 

 

  御  木  徳  近  氏 （ P ， L 教 団 ）  

 新 し い 宗 教 は 常 に 迫 害 を 受 け て き た 。 今 か ら 1 1 年 前 新 宗 教  

8 7 団 体 を 網 羅 し て 日 本 宗 教 連 合 が 組 織 さ れ た 。  

信 仰 の 自 由 を 第 1 と し 、 第 2 に 互 い に 助 け 合 う こ と 、 第 3 に 信  

仰 が 異 な つ て も 神 を 信 仰 す る も の 同 志 が 相 和 さ な い の は よ く な  

い 。 以 上 3 つ を 柱 と し て 結 成 さ れ た 団 体 で あ る 。 こ の 6 0 0 万  

人 を 包 含 す る 団 体 が 争 つ た り し な い 。 人 々 は こ の 呉 越 同 舟 を 不  

思 議 だ と 言 つ て い る 。 実 際 皆 仲 よ く や つ て い る 。 古 い 宗 教 と も  

仲 良 く 、 共 同 目 的 の た め に 協 力 し て き た 。 私 は 理 事 長 を 2 回 務  

め た 。 そ れ ぞ れ の 立 場 が あ る が 、 宗 教 が 異 つ て も 仲 良 く や れ る  

は ず だ 。  

  P  L 教 団 の 教 え  

 人 間 は 神 か ら 善 意 、 ま ご こ ろ を 与 え ら れ て い る 。 善 意 を つ く  

し て 人 び と が 生 活 し て い く な ら ば 、 そ れ が 世 の 中 を 作 る 大 切 な  

も の で あ り 、 世 界 平 和 が 実 現 す る 。 人 生 は 芸 術 生 活 で あ り 、 そ  

こ に お い て そ の 人 そ の 人 の に お い 、 持 味 が お の ず か ら 現 れ る 。  

芸 術 生 活 は イ メ ー ジ の 造 形 で あ る 。 そ れ は 社 会 の た め の 自 己 表  

現 で な け れ ば 無 意 味 で あ る 。  

 現 在 毎 月 1 万 人 以 上 の 信 者 を 獲 得 し て い る 。  

 信 仰 に 基 づ い て 真 の 人 間 を 造 る と い う こ と は 、 非 常 に 喜 ば し  
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い こ と で あ る 。生 活 す な わ ち 宗 教 と い う 方 向 に 持 つ て い く こ と 、 

生 活 を 楽 し み つ つ 宗 教 を 信 じ て い く こ と 、 こ れ が 最 も 望 ま し い  

こ と で あ る 。  

 世 界 平 和 の た め に 宗 教 連 合 を 結 成 す る こ と も 敢 て す る 。  

外 国 で は 寛 容 の 精 神 に 乏 し い た め に 仲 々 そ う い う こ と が で き な  

い 。  

 

 

  高  橋  道  雄  氏 （ 天 理 教 ）  

 天 理 教 は 有 力 な 教 派 神 道 と し て 中 山 み き が 1 8 3 8 年 に は じ  

め た も の で あ る 。 現 在 教 会 は 1 万 5 千 あ る 。 2 0 世 紀 は じ め 、 

海 外 各 地 に 布 教 師 を 送 つ た 。 戦 後 日 本 人 が 引 上 げ た 後 も 、 台 湾  

に 数 カ 所 、 韓 国 に 百 数 カ 所 教 会 が 残 つ て い る 。 現 在 ア メ リ カ に  

7 0 、 ブ ラ ジ ル に 2 0 の 教 会 が あ る 。  

 

 

（ 質 問 ）  ロ ー レ ン ス 知 事  

   信 者 の 中 で 若 い 人 は ど の 位 の 比 率 を 占 め て い る か 。 宗 教  

  が 若 い 人 び と に 受 入 れ ら れ て い る か 。  

（  答  ）  近  藤  氏 （ 文 部 省 ）  

   信 者 の 大 部 分 は 3 0 以 上 で 青 年 層 は 少 な い 。（ 新 宗 教 は  

  例 外 だ が ）  

     高  橋  氏  

   天 理 教 で は 毎 月 講 習 会 を 開 き 、1 カ 月 に 約 3 千 人 の 入 信  

  者 を 得 て い る 。 か つ て は 3 0 代 後 半 の 者 が 多 か つ た が 、 現  

  在 で は 2 0 代 前 半 に 移 行 し て い る 。  
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  天 理 教 に 関 す る 限 り 、 青 年 層 に も 十 分 受 入 れ ら れ て い る と  

  言 え る 。  

 

      ウ イ ツ テ 氏  

   キ リ ス ト 教 入 信 者 は ほ と ん ど 若 い 人 び と で あ る 。  

      安  部  氏  

   わ れ わ れ は 日 曜 学 校 、 青 年 学 校 を 盛 ん に 行 な つ て お り 信  

  者 の 2 0 ～ 2 5 ％ が 若 い 人 で 占 め ら れ て い る 。  
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      奈 良 県 知 事 県 政 説 明  

               （ 於 奈 良 ホ テ ル ）  

                 4 月 1 5 日  

 皆 様 奈 良 へ よ う こ そ お い で 下 さ い ま し た 。  

 私 は 、 あ な た 方 に 私 の 県 で お 目 に か か れ て 非 常 に 嬉 し く 思 い  

ま す 。  

 本 日 は 日 曜 日 で あ り ま す 。 そ れ で 、 私 の 県 の 事 情 に つ い て 余  

り 多 く 語 る こ と は 避 け た い と 存 じ ま す 。 ご く 簡 単 に 、 わ が 県 は  

7 8 万 の 人 口 を 持 つ て お り ま す 。人 口 に 関 す る 限 り 、こ れ は 日 本 で 下  

位 よ り 3 番 目 で あ り ま す 。 こ れ に 関 連 し て 、 私 は 先 日 デ ラ ウ エ  

ア ー 州 の 知 事 さ ん が 、 自 分 の 州 は 4 4 万 の 人 口 を 持 つ て い る と  

言 わ れ た の を 記 憶 し て お り ま す 。（ そ の 知 事 さ ん は 今 日 こ の 席  

に は 見 え ま せ ん が ）  

 県 民 の 生 計 に つ い て 申 し 述 べ ま す と 、 わ が 県 で は 近 郊 農 業 が  

繁 栄 し て お り ま す 。 こ れ は 大 都 市 に 近 い と い う 事 情 に よ る も の  

で す 。 林 業 も 盛 ん で あ り ま す 。 し か し 大 工 業 あ る い は 大 商 社 は  

あ り ま せ ん 。 な ぜ な ら 本 県 は 工 業 に と つ て 肝 要 な 地 理 的 適 性 を  

欠 い て い る か ら で あ り ま す 。 し た が つ て 、 県 税 収 入 は 全 国 で 最  

下 位 か ら 三 番 目 と な つ て お り ま す 。（ 但 し 、 1 人 当 り の 収 入 は  

か な り 高 く 、 全 国 で 9 番 目 で す ）。  

 こ れ ら が 、 本 県 の 大 ざ つ ば な 概 略 で あ り ま す が 、 本 県 の 顕 著  

な 特 徴 は 国 際 観 光 地 と し て 、 豊 富 な 文 化 遺 産 に め ぐ ま れ て い る  

こ と で あ り ま す 。  

 本 日 私 は 、 通 訳 者 の 末 永 氏 を 派 遣 し て あ な た 方 の 御 案 内 を 致  
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さ せ ま し た 。 彼 は す で に 色 々 と 皆 様 に 申 し 上 げ て あ る は ず で す  

の で 、 私 か ら 更 に 奈 良 の 歴 史 に つ い て 申 し 上 げ る 必 要 は な い か  

と 存 じ ま す 。  

 た だ 一 つ だ け 申 し 上 げ た い こ と が あ り ま す 。 す で に 御 承 知 か  

と 存 じ ま す が 、 日 本 の 最 も 古 い 時 代 に 歴 代 の 天 皇 が 奈 良 に 住 ま  

れ ま し た 。 そ し て 、 7 世 紀 、 8 世 紀 に 仏 教 は 高 貴 な 人 び と の 間  

で 非 常 に 人 気 が あ り ま し た 。 そ し て 多 数 の 寺 院 が 建 立 さ れ 、 多  

数 の 仏 像 が 作 ら れ ま し た 。  

 そ の 中 の 多 く の も の は 今 な お 完 全 な 状 態 で 維 持 さ れ て お り ま  

す 。 本 日 皆 様 は 法 隆 寺 （ 世 界 最 古 の 木 造 建 造 物 ） を 御 覧 に な つ  

た わ け で あ り ま す 。 そ れ は 一 例 に す ぎ ま せ ん 。 重 要 な 点 は 、 寺  

院 及 び 仏 像 を 含 む 芸 術 作 品 の 多 く が 、 地 下 で な く 、 地 上 で 維 持  

さ れ て き て い る こ と で す 。  

 人 び と の 間 で は 、 奈 良 は 古 代 美 術 愛 好 者 の あ こ が れ の 地 と な  

つ て お り ま す 。 外 国 人 の 間 で す ら 、 奈 良 は 古 い 文 化 的 遺 産 の た  

め に 有 名 で あ り ま す 。  

 た つ た 1 日 で は 奈 良 見 物 に 十 分 で あ り ま せ ん 。 少 な く と も 3  

日 を 費 さ ね ば な り ま せ ん 。 し か し 皆 様 は 今 回 は 非 常 に お 急 ぎ で  

あ り ま す 。 私 は 皆 様 が 、 別 の 機 会 に こ こ に も つ と 長 く 滞 在 で き  

ま す よ う 心 か ら 希 望 致 し ま す 。  
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    大 阪 府 知 事 の 米 国 知 事 一 行 に 対 す る 府 政 説 明 及 び  

    歓 迎 昼 食 会 あ い さ つ  

             （ 於  大 阪 府 庁  4 月 1 5 日 ）  

             （ 於  つ る や ）  

Ⅰ 米 国 州 知 事 一 行 来 阪 に と も な う 知 事 の 府 政 説 明 の 概 要  

 来 阪 し た 米 国 州 知 事 一 行 に 対 す る 府 政 説 明 は 、 主 と し て カ ラ  

ー ス ラ イ ド 約 7 0 枚 を 使 用 し て 1 時 間 余 に わ た つ て 行 わ れ た が 、 

そ の 要 旨 は 次 の と お り  

1   大 阪 府 の 概 要  

  大 阪 は 日 本 の ほ ゞ 中 央 部 に 位 置 し 、 古 来 か ら 水 陸 交 通 の 要  

 衝 と し て 、 ま た 古 い 文 化 を 有 し 商 業 の 都 と し て 栄 え て き た 。  

 現 在 の 大 阪 府 は そ の 面 積 は 全 国 府 県 の な か で 最 狭 で あ る が  

 5 7 0 万 の 人 口 を 擁 し 、 わ が 国 産 業 経 済 の 中 心 と し て 繁 栄 を  

 続 け て い る 。 こ の 大 阪 の 行 政 を あ ず か る 大 阪 府 は 1 万 人 の 職  

 員 と 年 間 1 千 2 百 億 円 の 予 算 を も つ て 産 業 、 経 済 、 文 化 、 教  

 育 な ど の 諸 般 に お い て 府 民 の 生 活 向 上 、 福 祉 増 進 に 努 め て い  

 る 。  

2   産  業  

  わ が 国 の 産 業 経 済 の 中 心 た る 大 阪 に は 、各 種 産 業 が 存 在 し 、 

 活 発 な 生 産 活 動 を 営 ん で い る が 、 最 近 の 技 術 革 新 に 対 応 し 産  

 業 構 造 の 高 度 化 と 中 小 企 業 の 育 成 に 努 め て い る 。  

3   貿  易  

  現 在 、 大 阪 の 輸 出 入 の 状 況 は ア ジ ア 、 ア メ リ カ が 主 要 相 手  

 国 で あ り 、 本 年 1 月 以 降 の 対 米 輸 出 は 前 年 の 同 期 に 比 し 大 幅  

 の 増 加 を 示 し 、 今 後 と も こ の 好 調 が 持 続 さ れ る も の と 考 え ら  

 れ る が 、 来 阪 米 州 知 事 一 行 に 対 し 知 事 か ら こ の 面 の 協 力 配 慮  
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  に つ き 特 に 依 頼 が あ つ た 。  

 4   臨 海 工 業 地 帯 の 造 成  

   大 阪 の 将 来 を 担 う 重 化 学 工 業 誘 致 の た め 堺 港 を 埋 立 て 、 一  

  大 臨 海 工 業 地 帯 の 造 成 に 着 手 し 一 部 埋 立 地 で は す で に 操 業 を  

  開 始 し て い る 会 社 も あ る 。  

 5   地 盤 沈 下 対 策  

   大 阪 市 内 で は 最 近 、 地 下 水 汲 み 上 げ に よ る 地 盤 沈 下 が 甚 し  

  く 、 1 9 5 0 年 の ジ エ ー ン 台 風 の と き に は 、 こ の 地 盤 沈 下 の  

  た め に 高 潮 に よ る 被 害 は 、ま こ と に 甚 大 な る も の が あ つ た 。 

  こ の た め 府 で は 大 阪 市 と 共 同 で 全 長 7 7 マ イ ル に 及 ぶ 大 防 潮  

  堤 を 完 成 し た 。  

 6   住 宅  

   戦 災 お よ び 人 口 急 増 に よ り 生 じ た 深 刻 な 住 宅 不 足 に 対 処 す  

  る た め 大 阪 府 は 公 営 住 宅 の 建 設 に 努 め 、 そ の 一 環 と し て 千 里  

  丘 の 東 洋 一 の マ ン モ セ 団 地 、 所 謂 ベ ツ ド タ ウ ン を 建 設 中 で あ  

  る 。  

 7   成 人 病 対 策  

   最 近 府 民 の 間 で 著 し く 増 加 し て い る ガ ン ・ 高 血 圧 ・ 心 臓 疾  

  患 な ど の 成 人 病 に 対 処 す る た め 全 国 に さ き が け て 最 高 の 技 術  

  と 最 新 の 設 備 を 誇 る 成 人 病 セ ン タ ー を 設 立 し た 。  

Ⅱ  歓 迎 午 餐 会 に お け る 知 事 あ い さ つ の 要 旨  

  知 事 は 、 一 行 の 来 訪 と 午 餐 会 出 席 を 謝 し 、 昨 春 の 訪 米 の 印 象  

 と 感 想 を 語 つ た 後 、 日 米 両 国 の 知 事 が 一 堂 に 会 し て 自 由 に 意 見  

 を 交 換 す る こ と は 単 に 両 国 の 地 万 自 治 の 諸 問 題 の 解 決 と そ の 発  
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展 に き わ め て 有 益 で あ る ば か り で な く 、 米 国 各 州 と 日 本 の 都 道  

府 県 と の 間 の 文 化 交 流 、 貿 易 を 促 進 し 、 ひ い て は 日 米 両 国 の 友  

好 親 善 と 相 互 理 解 の 増 進 と 平 和 と 民 主 主 義 の 発 展 に 寄 与 す る と  

こ ろ ま こ と に 大 な る も の が あ る と 確 信 す る 旨 の あ い さ つ を 行 な  

つ た 。  
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      兵 庫 県 知 事 歓 迎 の こ と ば  

        （ 於 兵 庫 県 庁 ）  

          4 月 1 7 日  

 こ の た び 本 県 に お 越 し 頂 き ま し た こ と を 非 常 に 光 栄 に 存 じ ま  

す 。 県 民 を 代 表 し て 皆 さ ん に 心 か ら の 歓 迎 の ご あ い さ つ を 申 上  

げ ま す 。  

 こ の 建 物 は も と も と 女 学 校 で あ つ た も の を 庁 舎 に 転 用 し て 今  

日 に 至 つ た も の で 、 ご 覧 の と お り の 姿 で あ り ま す の で 、 新 庁 舎  

建 設 を 計 画 中 で 、 ほ ぼ そ の 模 型 も 出 来 上 り 、 今 は 着 工 を 待 つ ば  

か り と な つ て お り ま す 。 皆 さ ん を 新 庁 舎 に お 迎 え で き な か つ た  

こ と を 残 念 に 存 じ ま す 。  

 兵 庫 県 の 人 口 は 4 0 1 万 、そ の 面 積 は 8 3 3 2 平 方 キ ロ メ ー  

ト ル で 、北 は 日 本 海 に 、南 は 瀬 戸 内 海 に 面 し 、雪 お う 冬 の 山 々 、  

温 暖 な 瀬 戸 内 、 天 然 の 沢 野 あ り と い う 多 彩 な わ た し た ち 郷 土 の  

自 然 は 産 業 文 化 の 上 に も 反 映 し 、 豊 か な バ ラ エ テ イ に 富 む 生 産  

機 構 と 充 実 し た 内 容 を も つ て お り ま す 。  

 わ が 国 で の 貿 易 の 拠 点 で あ る 神 戸 港 を 中 心 に 、 東 西 に ひ ろ が  

る 工 業 地 帯 は 鉄 鋼 造 船 工 業 を 中 核 と し て 重 化 学 工 業 が 分 布 し 、  

そ の 背 後 の 平 野 に は 農 業 地 帯 が ひ ら け 、 そ し て ま た 漁 場 に も 恵  

ま れ た 県 で あ り ま す 。  

 県 政 の あ ら ま し な り 産 業 経 済 文 化 の 詳 細 な デ ー タ に つ き ま し  

て は 配 布 致 し ま し た パ ン フ レ ツ ト 、 資 料 で 御 了 承 願 い た い と 存  

じ ま す 。  

 わ た し も 1 9 5 7 年 国 務 省 の 御 招 待 で 米 国 各 地 を 2 カ 月 に 亘  
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つ て 視 察 致 し ま し た が 、 顧 み て ま こ と に 貴 重 な 体 験 で あ り ま し  

た 。 御 一 行 の こ の 度 の 御 旅 行 に お い て 、 国 情 文 化 を 異 に す る 中  

に 、 わ た し 達 の 郷 土 づ く り の 実 情 を 御 覧 頂 き 、 わ が 国 の 県 政 の  

姿 の 一 端 な り と も 御 理 解 願 え れ ば ま こ と に 幸 甚 に 存 じ ま す 。  

 こ の 後 正 午 か ら こ の 近 く の 相 楽 園 で 御 一 行 御 歓 迎 の 園 遊 会 を  

催 し た い と 存 じ ま す 。 皆 さ ん の 旅 情 を い さ さ か も お 慰 め す る こ  

と が 出 来 れ ば 、 わ た し の こ よ な き 喜 び と す る 所 で あ り ま す 。  

 

 

     あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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     米 国 州 知 事 訪 日 視 察 団 に 対 す る 広 島 県 知 事  

     職 務 代 理 者 県 政 概 要 説 明  

            （ 於  広 島 県 庁 、 4 月 1 7 日 ）  

 本 日 遠 路 わ ざ わ ざ 米 国 州 知 事 さ ん お 揃 い で 本 県 を お た ず ね い  

た だ き ま し て 誠 に 有 難 く 心 か ら 歓 迎 の 意 を 表 し ま す 。  

 さ ぞ か し 長 途 の ご 視 察 で お 疲 れ の こ と と 存 じ ま す 。  

 特 に 本 県 が 貴 国 に 対 し て 親 し さ を お ぼ え ま す こ と は 、 指 折 り  

の 移 民 県 で あ る と い う こ と で あ り ま す 。そ の 数 は 今 日 約 8 8 , 0 0 0  

人 の 多 く に 達 し て お り 、 こ の う ち 約 6 4 , 5 0 0 人 の 大 部 分  

が 貴 国 に お い て そ れ ぞ れ そ の 所 を 得 て 恵 ま れ た 生 活 を 営 ん で お  

り 大 変 喜 ば し く 存 じ て お り ま す 。  

 本 県 県 政 の 概 要 に つ き ま し て は お 手 許 に お 届 け し て お り ま す の  

で 、 こ れ に よ つ て 大 体 ご 理 解 願 え る と 思 い ま す の で 、 多 く は 省  

略 さ せ て い た だ き 、 特 に 幾 つ か の 点 に つ い て 簡 単 に ご 説 明 申 し  

あ げ ま す 。  

 お よ そ 外 国 人 に と つ て 、 本 県 の 印 象 は 、 原 爆 の 洗 礼 を う け た  

広 島 と 、 赤 い 鳥 居 の 宮 島 だ と 思 わ れ ま す 。 と こ ろ が 本 県 は 、 こ  

の 図 の よ う に 、 県 内 の 大 部 分 は 山 に お お わ れ 、 耕 地 は 少 く 広 島  

市 附 近 と 福 山 地 方 を 除 い て は 、 殆 ど 平 野 ら し い も の は ご ざ い ま  

せ ん 。 こ の よ う な 地 理 的 環 境 が 先 に 申 し 述 べ た 移 民 県 と し て 、  

国 外 に そ の 生 活 を 求 め る こ と と な る 原 因 に も な つ て お り ま す 。  

 次 に 戦 前 陸 海 軍 の 基 地 が 多 く あ つ た 本 県 は 、 軍 需 産 業 が 中 心  

で あ り ま し た だ け に 、 戦 争 の 痛 手 は 他 の 府 県 に 比 べ て 最 も 大 き  

く ご ざ い ま し た 。 こ の た め 戦 後 は 戦 災 地 の 復 興 と 県 民 生 活 の 建  
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直 し 、 わ け て も 食 糧 物 資 の 調 達 と 、 軍 需 産 業 の 壊 滅 に 伴 う 離 職  

者 対 策 に 懸 命 の 努 力 を 必 要 と い た し ま し た 。  

 そ こ で 長 期 生 産 県 構 想 計 画 を 樹 立 し 「 消 費 県 か ら 生 産 県 へ 」  

の ス ロ ー ガ ン の も と に 県 民 あ げ て 生 産 に 復 興 に 努 力 を 傾 け て き  

ま し た 。 県 が 樹 て た 生 産 県 構 想 計 画 と は 、 一 口 に 申 し あ げ て 、  

県 民 が 生 産 を 上 げ る た め の 基 礎 条 件 を 整 備 し 、生 産 活 動 を 高 め 、 

県 民 経 済 を 伸 ば し て い く 計 画 と い え ま す 。 こ の 県 民 の 努 力 に よ  

つ て 最 近 1 0 ヵ 年 の 間 に お い て 、 県 民 1 人 当 り の 所 得 は 、 最 初  

の 全 国 水 準 の 7 8 ％ の 3 1 , 7 9 7 円 か ら 、 1 2 3 , 9 2 2 円 に 上  

昇 し 、 全 国 水 準 を 僅 か な が ら 上 廻 る ほ ど に な り ま し た 。  

 次 に こ の 地 図 に も 示 し て お り ま す よ う に 、 臨 海 地 一 帯 、 呉 、  

広 島 、 大 竹 間 、 及 び 三 原 、 尾 道 、 福 山 間 は 戦 後 大 企 業 の 誘 致 に  

よ つ て 一 大 臨 海 工 業 地 帯 に 変 ぼ う し つ つ あ り ま す 。 ま た 、 こ れ  

に 附 随 し て 、 こ れ ら の 大 企 業 に つ な が る い ろ い ろ の 企 業 や 本 県  

の 古 く か ら の 特 産 で あ る 木 工 品 、 や す り 、 縫 針 、 綿 織 物 な ど の  

企 業 が 盛 ん に な つ て き て お り ま す 。  

 一 方 農 業 構 造 も 次 第 に 改 革 を 見 つ つ あ り ま し て 、 例 え ば 台 地  

開 発 、 営 農 も 米 作 主 体 か ら 果 樹 牧 畜 を と り 入 れ た 、 多 角 経 営 に  

移 り か わ る な ど 、 わ け て も 、 み か ん 、 和 牛 の 生 産 は 全 国 に そ の  

名 を 知 ら れ る に 至 つ て お り ま す 。  

 ま た 、 海 の カ キ は 、 本 県 の 名 産 物 で あ り ま す が 、 そ の 生 産 量  

は 全 国 一 を 誇 つ て お り ま す 。 ま た 後 ほ ど 召 し 上 つ て い た だ き た  

い と 思 い ま す が 、 日 本 酒 も 立 派 な も の が 造 ら れ 、 あ る い は 昨 日  

お 飲 み に な つ た と 思 わ れ る 芦 屋 の 灘 の 生 酒 以 上 の も の と 自 負 い  
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た し て お り ま す 。  

 次 に 現 在 臨 海 工 業 地 帯 の 造 成 事 業 と し て 着 手 し て お り ま す も  

の に 広 島 港 と 福 山 沖 の 埋 立 て 工 事 が あ り ま す 。 こ の 中 で も 、 福  

山 沖 の 埋 立 て は 、 面 積 に し て 7 2 6 ヘ ク タ ー ル （ 2 2 0 万 坪 ）  

で あ り ま し て 、 1 9 6 5 年 に は 我 が 国 大 鉄 鋼 メ ー カ ー の 1 つ で  

あ る 日 本 鋼 管 福 山 製 鉄 所 が こ こ に 建 設 さ れ 、 1 9 7 0 年 に は  

年 間 粗 鋼 6 0 0 万 ト ン を 生 産 す る 大 工 場 と な り 、 こ れ に 関 連 す  

る 産 業 の 発 展 に よ つ て 、 こ の 地 帯 に 新 に 2 0 万 の 人 口 が 集 中 す  

る 予 定 で あ り ま す 。  

 ま た 、 こ の 広 島 を 流 れ て い る 太 田 川 の 水 を 呉 工 業 地 帯 と そ の  

周 辺 の 島 に 送 水 （ 1 日 送 水 量 3 0 万 ト ン ） す る 大 導 水 路 の 建 設  

を 計 画 し 本 年 度 か ら 4 ヶ 年 計 画 で 事 業 を 進 め る 運 び に な つ て お  

り ま す 。（ 総 工 費 3 7 億 、 延 長 3 2 K m ）  

 こ の 赤 線 は 建 設 を 予 定 し 調 査 中 の 中 国 縦 貫 自 動 車 道 路 で あ り  

ま す が 、 こ の 建 設 に よ つ て 中 国 山 地 一 帯 の 開 発 は 勿 論 で あ り ま  

す が 、 特 に 京 阪 神 地 帯 と の 産 業 経 済 の 交 流 は 一 層 盛 ん に な る も  

の と 思 い ま す 。  

 次 の 青 線 は 瀬 戸 内 海 の 島 々 8 つ を 1 0 の 橋 で 結 び 、 中 国 と 四  

国 を 連 絡 し 、 更 に こ れ を 九 州 に 伸 ば し て こ の 間 に あ る 島 嶼 の 開  

発 を 進 め る 計 画 で あ り ま す と 共 に 、 一 大 観 光 地 を 瀬 戸 内 海 に 実  

現 す べ く 計 画 し て お り ま す 。  

 皆 さ ん 方 が 再 び 日 本 に ご 訪 問 い た だ き ま す と き は 、 瀬 戸 内 海  

を 自 動 車 で 観 光 い た だ け る よ う 実 現 に 努 め た い と 存 じ て お り ま  

す 。  
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 最 後 に こ の 機 会 を お か り し て 皆 さ ん 方 に お 願 い い た し た い と  

思 い ま す 。 こ れ は 2 2 0 万 県 民 の 強 い 悲 願 で あ り ま す 。 ご 承 知  

の 通 り 1 9 4 5 年 8 月 6 日 こ の 広 島 は 世 界 で は じ め て 原 爆 の 先  

礼 を う け 、 県 民 は す べ て 、 こ の 苦 し み を 再 び う け た く な い 、 ま  

た 他 の 人 に も う け て も ら い た く な い 気 持 で 一 ば い で あ り ま す 。  

 私 事 に わ た つ て 恐 縮 で ご ざ い ま す が 、 申 し あ げ て お る 私 も 兄  

一 人 と 、 妻 の 両 親 と を こ の 原 爆 に よ つ て 失 つ て お り ま す 。  

 広 島 の 街 は 新 し く な り ま し た が 、 今 日 も な お 、 原 爆 は た く さ  

ん の 人 た ち に 影 響 を 及 ぼ し 、 当 時 全 く 無 傷 で あ つ た 人 も 次 々 と  

斃 れ 死 ん で い く の で あ り ま す 。  

 こ の よ う な 戦 争 が 再 び 地 球 上 に 起 ら な い よ う に 、 人 類 を 破 滅  

に 導 く 核 兵 器 の 使 用 が 絶 対 に 禁 止 さ れ る よ う に 、 広 島 県 民 を 代  

表 し て 強 く お 願 い し 私 の 説 明 を 終 り ま す 。  
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        広 島 に 於 け る 記 者 会 見  

期 日    4 月 1 7 日  1 7 ． 0 0 時  

場 所    広 島 県 庁  

出 席 者  

 米 国 側  ロ ー レ ン ス  

     マ ク ニ コ ル ス    知 事  

     ソ ー ヤ ー  

     カ ブ ラ ツ ト  

     ド ブ レ ン チ ヤ ク   国 務 省  

     ク リ フ イ ー ル ド  

               事 務 局  

     マ ー フ イ ー  

 新 聞 側  

     エ ー ・ ピ ー  一 名  ユ ー ・ ピ ー ・ ア イ  一 名  

     日 本 新 聞 記 者  六 名  

 先 ず ネ バ ダ 州 ソ ー ヤ ー 知 事 が 訪 日 知 事 一 行 を 代 表 し て 次 の メ ツ  

 セ ー ジ を 述 べ た 。  
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    ネ バ ダ 州 知 事 グ ラ ン ト ・ ソ ー ヤ ー  

             日 本 ・ 広 島  

             1 9 6 2 年 4 月 1 7 日  

 日 本 滞 在 中 、 大 気 圏 内 及 び 地 下 核 実 験 の 問 題 が く り か え し 取  

上 げ ら れ ま し た 。 多 く の 人 び と は 、 わ が ネ バ ダ 州 が 米 国 に お け  

る 地 下 核 実 験 の 場 所 で あ つ た こ と を 知 つ て お り ま す 。 そ れ 故 、  

私 は こ の 問 題 に つ い て 各 地 で 質 問 を 受 け ま し た 。 こ の 心 配 は 極  

め て 理 解 で き る と こ ろ で あ り 、 論 理 的 に 説 明 に 価 す る も の で あ  

り ま す 。  

 私 は こ れ か ら 述 べ よ う と す る こ と に つ い て 、 米 国 政 府 の 代 弁  

を す る つ も り は な く 、 又 米 国 州 知 事 の 代 弁 を す る つ も り も あ り  

ま せ ん 。 但 し こ こ に お ら れ る 知 事 各 位 は 私 の 意 見 に 同 意 さ れ る  

こ と と 思 い ま す 。  

 過 去 1 7 年 間 3 代 の 大 統 領 の 下 で 、 米 国 は 各 国 の 兵 器 庫 か ら  

原 子 兵 器 を 追 放 す る こ と に 努 力 し て き ま し た 。 1 9 5 8 年 わ れ  

わ れ は 、 ソ 連 と 同 様 に 、 核 実 験 一 時 中 止 に 同 意 し 、 こ の 中 止 期  

間 に い ず れ の 側 も 核 実 験 を 行 な わ ず 、 東 側 も 西 側 も 具 体 的 な 管  

理 計 画 を 探 求 す る こ と と な り ま し た 。 昨 年 9 月 、 ソ 連 は 自 ら の  

言 明 を 無 視 し 、 地 上 の 住 民 全 体 の 福 祉 を か え り み ず 、 実 験 停 止  

を 遂 に 破 棄 し て 2 ヵ 月 に わ た り 4 0 回 以 上 の 実 験 を 行 な い ま し  

た 。  

 こ の 決 定 的 な 時 点 に お い て 、 米 国 及 び 自 由 陣 営 諸 国 は 重 大 決  

定 に 直 面 し ま し た 。 そ の 結 果 は 全 人 類 の 運 命 を 決 定 す る ほ ど の  

も の で す 。 ソ 連 は 自 ら の 立 場 を ま ぎ れ よ う も な く 明 瞭 に 示 し ま  
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し た 。 即 ち 、 世 界 の 支 配 と そ の 諸 国 民 の 従 属 で あ り ま す 。 自 由  

は 決 し て 容 易 に は 獲 得 さ れ 得 ま せ ん 。 そ れ を 放 棄 す る に は 何 の  

努 力 も 要 し ま せ ん 。 単 な る 無 為 を 以 て 足 り ま す 。 そ れ を 維 持 す  

る た め に は 精 神 、 肉 体 及 び 人 格 の 力 が 必 要 で あ り ま す 。 阻 止 さ  

れ な い 核 軍 備 競 争 の 恐 る べ き 結 果 に か ん が み て 、 自 由 諸 国 の 指  

導 者 及 び 国 民 は 、 実 験 中 止 破 棄 の 時 点 に お い て 、 自 由 な 社 会 を  

維 持 す る た め に 必 要 な 犠 性 を 又 も 払 う 注 意 を 固 め ね ば な り ま せ  

ん で し た 。 一 方 に お い て は 行 動 を 怠 る こ と は 、 不 可 避 的 に 又 疑  

問 の 余 地 な く 、 個 人 の 自 由 を 自 発 的 に 放 棄 す る こ と 、 全 体 主 義  

の 全 面 的 、 絶 対 的 な 勝 利 を 意 味 し ま し た 。 他 方 に お い て は 、 実  

験 を 更 に 行 な う 場 合 は 危 険 と 犠 性 と が と も な い ま し た 。 そ れ ゆ  

え 、 合 衆 国 大 統 領 は 昨 年 1 1 月 、 大 気 圏 内 の 実 験 の 再 開 準 備 が  

指 命 さ れ た こ と を 発 表 し ま し た 。  

 こ の 間 に お い て 、 米 国 は 実 験 継 続 及 び 原 子 力 の 軍 事 目 的 利 用  

を 禁 止 す る 、 公 正 か つ 実 施 可 能 な 協 定 に 達 す る あ ら ゆ る 手 段 の  

探 求 を 続 け て き ま し た 。 ソ 連 は ジ ユ ネ ー ブ で な さ れ た 提 案 ― ―  

即 ち 核 分 裂 物 質 及 び 核 兵 器 の 製 造 、 並 び に そ れ ら の 他 国 へ の 譲  

渡 を 停 止 す る こ と 。 そ れ ら を 平 和 的 な 目 的 の た め に 転 用 す る こ  

と 。 弾 頭 及 び 送 達 手 段 の 破 棄 。 奇 襲 及 び 偶 発 的 攻 撃 の 危 険 を 阻  

止 す る こ と 。 宇 宙 空 間 を 平 和 利 用 の た め に 留 保 し て お く こ と 。  

及 び 一 切 の 軍 隊 を 戦 争 の 脅 威 と 思 想 を 永 久 に と り 除 く よ う な や  

り か た で 漸 進 的 に 縮 少 す る こ と を 内 容 と す る 提 案 ― ― を 拒 否 し て き ま  

し た 。 ソ 連 は 又 、 空 中 、 宇 宙 空 間 、 地 下 又 は 水 面 下 を 問 わ ず あ  

ら ゆ る 状 況 に お け る 一 切 の 核 兵 器 の 実 験 を 永 久 に 停 止 す る 包 括  
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的 な 条 約 の 提 案 を 拒 否 し ま し た 。  

 日 本 及 び 米 国 の 人 び と は 、 平 和 に 対 す る 熱 烈 な 希 求 を と も に  

抱 い て お り ま す 。 彼 等 は 、 自 由 な 選 択 の 権 利 を ふ み に じ る 政 府  

の 命 令 （ 国 内 、 国 外 を 問 わ ず ） を 受 け な い と い う 決 意 を 共 に 抱  

い て お り ま す 。平 和 は 、降 伏 の 旗 を 掲 げ る こ と に よ つ て 急 速 に 、  

容 易 に 獲 得 す る こ と が で き ま す 。 自 由 は 力 に よ つ て 守 ら な け れ  

ば な り ま せ ん 。 そ れ 故 わ れ わ れ の 目 標 は 、 そ の い ず れ を も 犠 性  

に す る こ と な く 、 両 者 を 獲 得 す る こ と で あ り ま す 。 わ れ わ れ の  

第 一 の 目 的 は 、 人 類 の た め に 安 全 に さ れ た 世 界 に お い て 、 力 を  

追 求 す る こ と で な く 、力 を 管 理 す る こ と で な け れ ば な り ま せ ん 。 

し た が つ て 、 も し わ れ わ れ の 精 神 が 国 家 の 奴 隷 と な ら ず 、 わ れ  

わ れ の 魂 が 神 か ら 離 れ る べ き で な い な ら ば 、 わ れ わ れ は 強 力 で  

あ り 、 団 結 し て い な け れ ば な り ま せ ん 。  

 日 本 は 中 立 で あ る べ き だ と い う こ と が 示 唆 さ れ て お り ま す 。  

私 は あ な た 方 に 申 し 上 げ ま す が 、 も し も 中 立 の 道 を 自 由 世 界 の  

諸 大 国 が え ら ん だ と す れ ば 、 そ れ は 市 民 の 諸 権 利 の 完 全 な み じ  

め な 喪 失 に 等 し い で あ り ま し よ う 。 し か し て そ れ は 、 い か な る  

理 論 を 以 て し て も 弁 解 す る こ と の で き な い ほ ど の 恥 辱 に 汚 さ れ  

た 届 服 で あ り ま す 。 も し も こ の 時 代 の 歴 史 が 自 由 な 人 び と の 手  

で 書 か れ る と す れ ば 、 歴 史 上 に お け る こ の 重 大 な 時 点 が 次 の よ  

う に 描 か れ る で し よ う 。即 ち 自 由 な 人 び と は よ ろ こ ん で 自 由 に 伴  

う 責 任 を 引 受 け た 。 彼 等 は 平 和 を 維 持 し 、 い た る 所 の 人 び と の  

個 人 的 諸 権 利 の 尊 厳 を 保 持 す る た め 勇 敢 に た た か つ た と 。  

 次 に 新 聞 記 者 と の 質 問 応 答 が 行 わ れ た  
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日 本 新 聞 記 者 の 質 問  

1 ． 広 島 訪 問 の 目 的 は 何 か 。  

 答  ロ ー レ ン ス 知 事  

   他 県 を 訪 問 し た の と 目 的 は 変 ら な い 。  

   国 民 外 交 を 維 持 す る 事 や 貿 易 を 盛 に す る 一 助 と も な ろ う 。 

 質 問 2 ． 広 島 の 印 象 如 何  

 答  ロ ー レ ン ス 知 事  

   美 し い 町 並 で 道 路 も 立 派 だ し よ く 復 興 し て い る と 感 じ た 。 

 質 問 3 ． 原 水 爆 実 験 に つ い て  

   ネ バ ダ 州 に 反 対 運 動 は な い か 。  

 答  ソ ー ヤ 知 事  

   ネ バ ダ で は 7 , 0 0 0 人 の 者 が そ の 実 験 に た ず さ わ つ て い  

   る 。併 し そ の 実 験 は 多 く 平 和 目 的 の た め に 行 わ れ て い て 、 

   軍 事 目 的 を 持 つ も の は 極 め て 制 限 さ れ て い る 。  

   ネ バ ダ 州 の 人 々 は 此 の 実 験 は 平 和 利 用 （ 道 路 、 ダ ム の 建  

   設 等 ） の 為 で あ る と い う 事 で 賛 成 し て い る 。 そ れ に 地 下  

   実 験 な の で 殆 ん ど 住 民 が 気 づ か な い 。  

 

                        以  上  
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      米 国 州 知 事 記 者 会 見 概 要  

           （ 於 帝 国 ホ テ ル  ク ラ ブ ル ー ム ）  

                     4 月 1 9 日  

 出 席 知 事  

  コ ロ ラ ド 州 知 事      ス テ ー ヴ ・ マ ク ニ コ ル ズ  

  サ ウ ス ダ コ タ 州 知 事    ア ー チ ・ ガ ブ ラ ツ ト  

  ネ バ ダ 州 知 事       グ ラ ン ト ・ ソ ー ヤ ー  

 開 会 2 時 3 0 分  

質 問 （ N H K ）  

  日 米 知 事 合 同 会 議 の 目 的 は 何 か 。  

 

 

ソ ー ヤ ー 知 事  

  目 的 は 双 方 の 知 事 が 当 面 し て い る 共 通 の 問 題 に つ い て 、 た  

 が い に 意 見 の 交 換 を 行 う と い う こ と 、 共 通 の 問 題 が あ れ ば 解  

 決 し た い 、 相 互 の 理 解 を 深 め る と い う こ と 、 ま た 、 ト ツ ブ レ  

 ベ ル の 人 達 だ け で な く 、で き る だ け 多 く の 階 層 の 人 達 と 会 う 。 

 例 え ば 農 業 に 従 事 す る 人 達 、 ま た 、 い ま ま で は 非 常 に 少 数 の  

 人 達 の 交 換 が 両 国 の 間 に お い て 行 な わ れ て い る が 、 こ れ は 将  

 来 は あ ら ゆ る 階 層 の 人 々 、 あ ら ゆ る 会 を 代 表 す る 幾 千 も の 人  

 達 の 交 換 に ま で 発 展 さ せ た い と の ぞ ん で い る 。  

質 問 （ 共 同 通 信 社 ）  

   各 地 を 歩 か れ た 印 象 と 、 地 方 行 政 に つ い て 知 事 が 感 じ ら  

  れ た 点 。  

マ ク ニ コ ル ズ 知 事  
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  第 一 に 日 本 各 地 を 歩 い て 非 常 に 日 本 の 人 達 は 親 切 で 友 情 に  

 あ つ い こ と だ 。 第 二 に 日 本 人 の 勤 勉 さ に う た れ た 。 ど こ へ い  

 つ て も 非 常 に 勤 勉 に 働 い て い る の を 発 見 し た 。 例 え ば 新 し い  

 ビ ル デ ン グ は ぞ く ぞ く 建 て ら れ る し 、 新 し い ハ イ ウ エ イ が 出  

 来 た り 、 新 し い 工 場 が 各 地 に 生 ま れ て い た り 、 日 本 の 農 家 の  

 人 達 も 、 か ぎ ら れ た 耕 地 の 中 で 立 派 な 仕 事 を し て い る の に 印  

 象 を 深 く し た 。 ま た 総 体 的 に み て 、 日 本 の 地 方 行 政 面 は 非 常  

 に う ま く い つ て い る と 思 う 。  

ソ ー ヤ ー 知 事  

  私 の 気 が つ い た 点 は 現 在 ア メ リ カ で も 問 題 に な つ て い る ハ  

 イ ウ エ イ 建 設 で あ る 。  

 そ れ に は 、 5 0 0 億 ド ル ぐ ら い の 予 算 を か け て い る と こ ろ も  

 あ る 。 し か し 国 が 興 隆 す る た め に は 、 道 路 と 通 信 の 発 達 が 必  

 要 で あ る 。 特 に 日 本 の よ う な 工 業 が 発 達 し 、 文 化 も 発 達 し て  

 い る と こ ろ で は 一 層 だ 。 特 に 東 京 に お い て は ド ラ イ ブ す る こ  

 と が 非 常 に 困 難 の よ う だ と 観 察 し た 。 こ れ を 解 決 す る に は 、  

 ハ イ ウ エ イ を 作 る 時 に 将 来 の 交 通 量 の 増 大 を 十 分 に 考 慮 に 入  

 れ て 、 そ れ に さ し つ か え の な い よ う に 幅 を 予 定 し て 計 画 を 立  

 て る こ と が 必 要 だ 。 こ の 点 政 府 も 地 方 も 、 も う す こ し 考 え た  

 ら よ い と 思 う 。  

 

 

質 問 （ ス タ ー ズ ・ ア ン ド ・ ス ト ラ イ プ ス ）  

   知 事 の 日 本 滞 在 中 、 日 本 に 対 す る ア メ リ カ 人 の 誤 解 と い  

  う も の を 本 国 に 帰 つ て 訂 正 す る こ と が 必 要 だ と い う こ と は  
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  な か つ た か 。  

ソ ー ヤ ー 知 事  

  印 象 と い う も の は 、 そ の 国 民 自 体 で は ど う に も コ ン ト ロ ー  

 ル で き な い よ う な 種 々 の 状 況 に よ つ て 随 分 変 つ た 印 象 を 与 え  

 た も の だ 。 例 え ば 、 ネ バ ダ と い う と こ ろ は 非 常 に 多 彩 で あ つ  

 て 、 ラ ス ベ カ ス が あ る た め 経 済 的 に 正 確 に は ネ バ ダ を 理 解 さ  

 れ て い な い こ と が い え る 。  

 日 米 交 渉 2 0 年 を ふ り か え つ て み て も 、そ の 間 戦 争 が あ つ た 。  

 そ の 紛 争 の 間 に は 、 相 手 国 の 敵 国 民 に 対 す る 印 象 も ゆ が ん だ  

 も の に な つ て い く の は 当 然 だ 。  

 日 本 に お い て 、 キ ヤ ピ タ リ ズ ム と い う 言 葉 が 流 行 し て い て 、  

 日 本 で 使 う 意 味 は ア メ リ カ の 資 本 主 義 は 悪 い も の だ と い う 誤  

 解 を も つ に い た つ て い る 。 こ の キ ヤ ピ タ リ ズ ム に は い い も 悪  

 い も な い 。 同 様 に 米 国 に お い て も 、 あ る 人 々 は い ま だ に 過 去  

 の 戦 争 を 通 じ て 、 日 本 は 非 常 に ミ リ タ リ ス チ ツ ク （ 軍 国 主 義  

 的 ） で あ る と い う 印 象 を も つ て い る 。  

 し か し 、 我 々 は 各 地 を 視 察 し て 、 日 本 は 決 し て 軍 国 主 義 的 で  

 な い 、 こ れ は 全 く の 誤 解 で あ つ て 、 日 本 人 は 平 和 を 愛 す る 国  

 民 で あ る と い う こ と が 理 解 で き た 。 こ れ は 人 物 交 流 の 恩 恵 だ  

 と 思 う 。 日 本 の 知 事 が 米 国 を 訪 問 さ れ た 折 に も 、 日 本 人 の 米  

 国 に 対 す る 誤 解 も と い て も ら え る と 思 う 。  

マ ク ニ コ ル ズ 知 事  

  私 の 感 じ た 点 は 日 本 に お け る 言 論 の 自 由 で あ る 。 新 聞 、 ラ  

 ジ オ 、 テ レ ビ 等 が 全 く 自 由 に 報 道 し て い る と い う こ と だ 。  
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 米 国 人 を 代 表 し て 、 私 は 米 国 人 は 自 由 企 業 と い う も の に 信 念  

 を も つ て い る 。 人 の 尊 厳 と い う も の に つ い て 信 念 を も つ て い  

 る 。  

 私 は 2 年 前 に ソ 連 を 訪 問 し た 。 そ の 時 見 て 確 信 し て い え る こ  

 と は 、 日 本 人 の 皆 様 の 方 が ソ 連 の 人 達 よ り 、 は る か に 高 い 生  

 活 水 準 を も つ て い る 。 全 く ソ 連 に 比 較 に な ら な い 程 日 本 人 は  

 自 由 を も つ て い る 。 こ れ は 誠 に 素 晴 し い こ と だ と 思 う 。  

 ソ 連 で は 政 府 が 新 聞 、 ラ ジ オ な ど の 報 道 機 関 を ぎ ゆ う じ つ て  

 い る 。 政 府 が 国 民 に 知 ら せ た く な い こ と は 報 道 し て い な い 。  

 ひ と た び ど こ の 国 の 政 府 で も 、 報 道 機 関 に 圧 力 を 加 え る と 、  

 そ の 国 の 自 由 は 失 な わ れ る と 思 う 。  

 も う 一 つ 日 米 間 の 貿 易 の 促 進 と い う こ と で あ る 。  

 私 は 各 地 を 歩 い て 、 こ れ も 盛 ん に 促 進 さ れ て い る の を 見 て 取  

 つ た 。  

 例 え ば 、 我 州 で は 優 秀 な 小 麦 を 生 産 し て い る 。  

 こ の 小 麦 の 最 も 大 き な 市 場 は 日 本 で あ る が 、 日 本 の 需 要 は 来  

 年 は 今 年 よ り は る か に 大 き く な る と 聞 い て い る 。 こ の 需 要 に  

 対 し て 、 私 達 の 州 で も 参 加 で き る と い う こ と に で も な れ ば 幸  

 い だ 。 同 様 に 日 本 の 優 秀 な 技 術 や 、 商 品 が 米 国 で も 大 い に 用  

 途 を 発 見 し 、 歓 迎 さ れ る よ う に な る 。 そ の 結 果 に よ り 両 国 の  

 貿 易 が 拡 大 促 進 さ れ る こ と を 望 ん で や み ま せ ん 。  

 

 

質 問 （ 幹 事 ）  

  日 米 間 の 文 化 交 流 に つ い て 日 本 の 知 事 と の 話 し は ど う だ つ  
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  た か 。  

カ ブ ラ ツ ド 知 事  

  留 学 者 の 交 換 と い う こ と は 勿 論 で き る し 、 将 来 も そ の よ う  

 努 力 す る つ も り だ 。 だ が そ れ 以 外 の 交 換 を 考 え て い る 。 そ れ  

 は 、  

 私 の 州 で は 水 が 不 足 し て い る 。水 は 出 る け れ ど あ ま り そ の 質 は  

 よ く な い と い う 情 況 だ 。 こ の 水 不 足 と い う の は 西 部 諸 州 の 共  

 通 の 問 題 で あ る 。  

 又 日 本 で も こ れ が 大 き な 問 題 に な つ て い る と き い て い る 。 特  

 に 東 京 は ひ ど い と き い て い る 。  

 私 の 州 の ウ エ ブ ス タ ー の 町 で は 、 特 に 水 が 悪 い 地 方 だ 。 こ こ  

 で 政 府 と 協 力 し て 日 本 の 旭 化 学 （ ア サ ヒ ・ ケ ミ カ ル ） と い う  

 会 社 と 契 約 を 結 ん で 技 術 者 が き て 悪 い 水 を 良 い 水 に 変 え る 工  

 場 を 建 設 中 で あ る 。  

  こ れ ら を 通 じ て も 日 米 間 の 理 解 は 深 ま る だ ろ う と 思 う し 、  

 ま た 、 ア イ デ ア の 交 換 と い う こ と も あ る と 思 う 。 こ れ は 日 本  

 の 技 術 者 の 仕 事 振 り を み て 米 国 の 技 術 者 が 非 常 に 参 考 に な つ  

 た と い つ て い る こ と か ら み て も 明 ら か だ 。こ れ に な ら つ て 、日  

 本 と 米 国 、世 界 が 一 致 協 力 し て 共 通 の 問 題 の 解 決 に 勤 し む な ら  

 ば 、そ れ は 非 常 に 大 き な 成 果 を お さ め る こ と が 出 来 る と 思 う 。 
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    日 米 協 会 主 催 昼 食 会 に 於 け る 小 松 副 会 長 の 挨 拶  

            （ 於  東 京 会 館  4 月 1 9 日 ）  

 

 日 米 協 会 の 会 員 と し て 、 米 国 の 各 州 知 事 各 位 を お 迎 え す る こ  

と は 非 常 な 名 誉 で あ り 、 特 典 で あ り ま す 。 わ れ わ れ の 会 長 ・ 吉  

田 茂 氏 （ 日 本 の 長 老 政 治 家 ） は 私 に 対 し 、 こ の 特 別 の 機 会 に 氏  

に 代 り 歓 迎 申 し 上 げ る よ う 指 示 さ れ ま し た 。 氏 は 自 ら 出 席 し て  

御 挨 拶 申 し 上 げ る こ と を 希 望 し て お り ま し た が 、 遺 憾 に も 大 磯  

の 私 邸 か ら 離 れ る こ と が で き ま せ ん で し た 。 氏 の 心 か ら 希 望 さ  

れ る こ と は 、 日 本 滞 在 が 楽 し く 又 実 り あ る も の で あ る こ と 、 及 び  

遠 く な い 将 来 に お い て 日 本 を 訪 問 さ れ 、 よ り 広 範 囲 な 観 察 と 日  

本 の 国 民 と の よ り 広 い 接 触 を 持 た れ る よ う に と い う こ と で あ り  

ま す 。  

 わ れ わ れ は 、 ア メ リ カ の お 客 様 方 が 、 日 本 滞 在 の 最 後 の 時 刻  

を 日 米 協 会 に お 与 え 下 さ つ た こ と を 特 に 有 難 く 、 幸 せ に 思 つ て  

お り ま す 。 そ し て こ の 時 に 、 こ の よ う な お 客 様 方 を 御 紹 介 致 す  

こ と は 私 の 特 典 で あ り ま す 。（ 民 主 的 な ア ル フ ア ベ ツ ト 順 に ）  

  サ ウ ス ・ ダ コ タ 州 か ら 来 た ア ー チ ー ・ カ ブ ラ ツ ト 氏  

  コ ロ ラ ド 州 か ら 来 た    ス テ イ ー ブ ・ マ ク ニ コ ル ズ 氏  

  ネ バ ダ 州 か ら 来 た     グ ラ ン ト ・ ソ ー ヤ ー 氏  

 日 米 知 事 会 議 出 席 の た め 来 日 さ れ た 州 知 事 さ ん は 更 に 5 人 お  

ら れ ま し た 。 わ れ わ れ は そ の 方 が た も こ の 場 に い ら つ し や る こ  

と を 希 望 致 し ま し た が 、 公 務 の 必 要 の た め に 帰 国 を 早 め る こ と  

を 余 儀 な く さ れ ま し た 。 そ の 方 が た の お 名 前 は 、  
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  カ ン サ ス 州 か ら 来 ら れ た     ジ ヨ ン ・ ア ン ダ ー ソ ン 知 事  

  ウエスト・バージニア州から来られた ウイリアム・ダブリユー・バロン知事 

  フロリダ州から来られた     フ ア リ ス ・ ブ ラ イ ア ン ト 知 事  

  デ ラ ウ エ ア 州 か ら 来 ら れ た   エルバート・エヌ・カーベル知事  

  ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 か ら 来 ら れ た  デイビツト・エル・ローレンス知事 

 こ の と き に 、 わ れ わ れ は 日 本 の 各 県 知 事 各 位 が か く も 多 数 お 出  

で 下 さ つ て わ れ わ れ と 共 に ア メ リ カ の 友 人 に 温 い 気 持 を さ し の べ  

ら れ る と い う 事 実 を 誇 り に 感 じ て お り ま す 。 私 に 許 さ れ た 時 間 が  

限 ら れ て い ま す の で 、 そ の 方 が た の お 名 前 を （ ア ル フ ア ペ ツ ト 順  

に ） お 読 み す る だ け で お 許 し 下 さ い 。  

  東 京 都 知 事   東 龍 太 郎 氏  

  山 口 県 知 事   橋 本 正 之 氏  

  大 阪 府 知 事   左 藤 義 詮 氏  

  千 葉 県 知 事   柴 田 等 氏  

  神 奈 川 県 知 事  内 山 岩 太 郎 氏  

  北 海 道 知 事 町 村 氏 代 理  沢 田 成 爾 氏  

 こ の と き に あ た り 、 自 治 大 臣 安 井 謙 閣 下 を 御 紹 介 申 し 上 げ る こ  

と は 私 の 大 い な る 栄 誉 で あ り ま す 。  

 

  （ 安 井 謙 閣 下 の 挨 拶 ）  

 米 国 よ り 来 訪 さ れ た 米 国 知 事 団 を 代 表 し て 、 ネ バ ダ 州 知 事 グ ラ  

ン ト ・ ソ ー ヤ ー 氏 が 「 日 本 の 印 象 」 に つ い て お 話 さ れ ま す 。  

  （ ソ ー ヤ ー 知 事 の あ い さ つ ）  

 東 知 事 は こ の 際 、 ニ ユ ー ヨ ー ク よ り 帰 来 し た ば か り の 交 換 学 生  

一 名 を 御 紹 介 し て い た だ く こ と と な り ま し た 。 皆 様 す で に 御 存 知  
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の 通 り 、 ニ ユ ー ヨ ー ク と 東 京 と の 間 で 毎 年 学 生 を 交 換 す る 協 定  

が 取 結 ば れ て お り ま す 。  

 東 知 事 殿 ど う ぞ ニ ユ ー ヨ ー ク か ら の 交 換 学 生 を 御 紹 介 願 い ま  

す 。  

  （ 東 知 事 が ニ ユ ー ヨ ー ク か ら の 交 換 学 生 を 紹 介 す る ）  

 本 日 も う 1 人 の 特 別 の お 客 様 を お 迎 え し て お り ま す 。 そ れ は  

恵 ま れ な い 子 供 た ち の た め の 世 界 一 周 旅 行 の た め た だ い ま ロ サ  

ン ゼ ル ス か ら 到 着 さ れ た フ ラ ン ク ・ シ ナ ト ラ 氏 で あ り ま す 。 氏  

は 音 楽 会 を 続 け て 開 く 御 予 定 で あ り 、 全 収 益 は そ れ ぞ れ の 国 の  

慈 善 事 業 の た め に 捧 げ ら れ る こ と に な つ て お り ま す 。 氏 に 対 し  

て 心 か ら の 賞 賛 の 意 を 表 し た い と 存 じ ま す 。  

 シ ナ ト ラ 殿 、 わ れ わ れ の 心 か ら の 歓 迎 、 最 善 を 願 う 気 持 が あ  

な た に 捧 げ ら れ て お り ま す 。  

 わ れ わ れ の 主 賓 で あ ら れ る ア メ リ カ の 州 知 事 各 位 は 午 後 1 時  

4 5 分 に 他 の 重 要 な 会 合 の 約 束 を お 持 ち で あ り 、 私 は そ の 時 間  

的 制 約 に 従 う と い う お 誓 い を し て お り ま す 。 し か し な が ら 、 私  

の 首 に か け て も 、 こ の 機 会 に 日 米 両 国 民 の 友 情 と 相 互 協 力 の 精  

神 を 推 進 す る 上 で 、 知 事 各 位 が 果 さ れ た 量 る こ と の で き ぬ 貢 献  

に 対 し 、 私 の 深 い 感 謝 と 敬 意 と を 申 し 述 べ な い わ け に 参 り ま せ  

ん 。  

 会 合 は 只 今 散 会 い た し ま し た 。 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し  

た 。  
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      日 米 協 会 主 催 昼 食 会 に お け る  

      ネ バ ダ 州 ソ ー ヤ ー 知 事 の 挨 拶  

             （ 於  東 京 会 館  4 月 1 9 日 ）  

 私 は 、 旅 行 中 に 各 知 事 が 述 べ た 一 般 的 な 印 象 の い く つ か を 皆 様  

に お 伝 え し た い と 思 い ま す 。 つ い で な が ら 、 8 名 の 知 事 の う ち 誰  

ひ と り と し て ― ― い か に 平 凡 で ｓ 俗 離 れ し て い る か こ  

れ で お わ か り で し よ う が ― ― か つ て 日 本 に 来 た こ と の あ る も の  

は い ま せ ん 。  

 私 ど も の 最 初 の 印 象 ― ― 日 本 を 旅 行 す る に つ れ て 、 そ れ は 大  

き な 印 象 と な り ま し た ― ― は 、 お 国 の 非 常 な 美 し さ で あ り ま す 。  

私 ど も は 昨 日 、 と り わ け 美 し い 広 島 で 旅 程 を 終 了 致 し ま し た 。 瀬  

戸 内 海 や そ の 島 々 は 全 く 華 麗 で あ り ま す 。富 士 山 は 、そ の 美 し さ に  

お い て こ の 世 の も の と は 思 わ れ な い ほ ど で す 。 こ れ ま で わ れ わ れ  

は そ れ ら に つ い て 写 真 で 見 た り 、幾 度 も 話 を 聞 い て き て い ま す が 、 

人 は 実 際 に そ の 眼 で 見 る ま で は そ れ ら を 真 に 理 解 し 、 知 る こ と は  

決 し て で き ま せ ん 。し た が つ て 私 ど も は 山 や 水 、至 る と こ ろ に お け  

る 日 本 の 国 土 の 美 し さ に 非 常 な 感 銘 を 受 け ま し た 。  

 第 二 の 印 象 は 、 こ れ だ と 思 い ま す 。 す な わ ち 、 日 本 は 非 常 な 活 力  

と エ ネ ル ギ ー を も つ た 約 1 億 の 人 び と で 充 満 し て い ま す 。 こ の 国  

の 人 び と は 歩 か な い 。 彼 ら は 走 つ て い ま す 。 あ ら ゆ る こ と が 至 る  

所 で 起 き て い ま す 。 夜 、 人 び と は 道 路 上 で 働 い て い ま す 。 ダ ム は  

次 々 に 建 設 さ れ て 行 き ま す 。 新 ら し い 河 川 が 作 ら れ て い ま す 。 そ  

し て 人 び と は 非 常 に 活 気 に 満 ち 、精 力 的 で あ り ま す 。こ の 活 力 は 、  

日 本 が 戦 後 示 し た 劇 的 な 進 歩 、 と く に 1 億 の 人 び と を 相 対 的 に 小  
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さ い 地 域 に お し こ め る と い う 問 題 に 対 処 す る 工 夫 の 中 に 示 さ れ て  

い ま す 。  

 一 例 を 挙 げ れ ば 、 ネ バ ダ 州 は 11 万 平 方 マ イ ル で あ り ま す 。 こ れ は  

日 本 全 体 に 匹 敵 す る 大 き さ で す 。 ネ バ ダ 州 に は 3 2 万 5 千 人 の 住  

民 が お り 、 こ れ は 1 平 方 マ イ ル に つ き 3 人 で す 。 あ な た 方 は 、 ネ  

バ ダ 州 で 1 平 方 マ イ ル 当 り 1 0 0 0 人 を つ め こ む こ と を 想 像 で き  

る で し よ う か 。 こ れ が 、 今 日 日 本 が 当 面 し て い る 問 題 に 外 な り ま  

せ ん 。  

 し た が つ て 、 私 ど も は 、 日 本 で は 何 ら か の 目 的 に 利 用 さ れ て い  

な い 土 地 は 1 平 方 イ ン チ も な い 事 実 に 強 く 心 を 打 た れ ま し た 。 広  

島 で は 、 新 し い 土 地 が 海 の 中 に 造 り 出 さ れ つ つ あ り ま す 。 彼 等 は  

場 所 を 求 め て 新 し い 土 地 を 造 成 し て い る の で す 。 昨 日 聞 い た と こ  

ろ に よ れ ば 、 広 島 の 大 き な 部 分 は 数 年 前 に は 存 在 し て い な か つ た  

と の こ と で す 。 彼 ら は 現 実 に 土 地 を 創 り 出 し た の で あ り ま す 。  

 こ れ ら の 密 集 し た 住 民 に 役 務 を 供 給 す る こ と は 大 変 な 仕 事 に 違  

い あ り ま せ ん 。 ― ― 道 路 、 ダ ム 、 学 校 等 。  

 も ち ろ ん 私 ど も は 世 界 市 場 で 競 争 し て い る 日 本 の 市 場 に 非 常 な  

興 味 を 感 じ ま し た 。 以 下 は 私 ど も が 至 る 所 で 受 け た 質 問 で あ り ま  

す 。 米 国 は 関 税 に つ い て ど う 考 え て い る か ？  

貿 易 の 問 題 に つ い て ア メ リ カ は 日 本 を ど う 取 扱 う と 思 う か ？  日  

本 は な お 特 恵 国 待 遇 を 受 け 続 け る で あ ろ う か ？ 欧 州 共 同 市 場 に つ  

い て は ど う か ？  E E C は 日 本 の 利 益 に と つ て 有 害 で あ ろ う か ？  

こ れ ら の 質 問 は 、 私 ど も の 多 く の も の に と つ て 十 分 に 答 え る だ け  

の 知 識 を も ち あ わ せ な い 問 題 で あ り ま し た が 、 こ の こ と は 、 日 本  
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を 訪 問 す る こ と に よ つ て 知 り 得 た こ と で あ り 、 以 前 に は 知 ら な か  

つ た こ と で あ り ま す 。  

 私 ど も は 、 こ の す ば ら し い 国 の 古 い 文 化 を 維 持 す る と 同 時 に 新  

し い 社 会 的 経 済 的 概 念 に 適 応 す る と い う こ と は 、 ほ と ん ど 精 神 分  

裂 症 を 引 起 す と い う こ と を 知 り ま し た 。  

 私 ど も は 、 こ の こ と を 、 と く に 京 都 や 奈 良 の よ う に 、 他 の 地 に  

比 べ 偉 大 な 文 化 が よ り 顕 著 で 、 よ り め ざ ま し く 観 察 で き る 場 所 で  

見 出 し ま す 。 進 歩 は な さ れ ね ば な ら ず 、 し か も 同 時 に こ の 国 の 素  

質 と 力 と が そ の 偉 大 な 文 化 の 中 に あ り 、 そ の 両 方 を 、 ど ち ら を も  

犠 牲 に す る こ と な く 行 な お う と い う の で あ り ま す か ら 、 私 ど も は 人  

び と と の 話 合 い を 通 じ て 、こ れ は 全 く 大 き な 問 題 で あ ろ う と 感 じ た  

次 第 で あ り ま す 。  

 私 ど も は 又 、 ア メ リ カ で は 不 幸 に し て 十 分 見 る こ と の で き な い  

他 の い ろ い ろ な 細 か い 事 柄 に 気 が つ き ま し た 。 子 供 た ち に 対 す る  

親 と く に 父 親 の 非 常 な 献 身 ぶ り は 、私 ど も の 多 く の も の が 述 べ て い  

る と こ ろ で あ り ま す 。 今 日 、 ア メ リ カ の 父 親 た ち は 子 供 た ち と い  

く ら か の 時 間 を 共 に す ご し ま す が 、 こ ち ら で 拝 見 し た よ う に 、 父  

親 及 び 母 親 の 子 供 た ち に 対 す る 非 常 に 深 い 献 身 と 深 切 、 子 供 た ち  

の す ば ら し い 行 儀 作 法 と い う も の を ア メ リ カ で 見 る こ と は で き ま  

せ ん 。  

 マ ク ニ コ ル ズ 知 事 は あ る 学 校 を 訪 問 致 し ま し た 。― ― 私 は そ  

の 時 一 緒 に お り ま せ ん で し た が ― ― 生 徒 全 員 が 集 り 、数 百 人 の  

こ れ ら 生 徒 た ち が 非 常 に 秩 序 正 し く 又 行 儀 が よ く 、 知 事 が 話 す の  

を 非 常 な 敬 意 を 以 て 聞 い て い た そ う で す 。 こ の よ う な こ と は 、 ア  
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メ リ カ で は ほ と ん ど 考 え ら れ な い こ と で あ り ま す 。 残 念 な こ と で  

あ り ま す が 。  

 あ ら ゆ る と こ ろ で す べ て の 人 び と ― ― わ れ わ れ が 何 も の で あ  

る か を 知 つ て い る と 否 と を 問 わ ず 、 ― ― か ら 示 さ れ た 非 常 な 親 し  

み あ る 態 度 は 私 ど も に 深 い 感 銘 を 与 え ま し た 。 私 は 最 後 の 1 0 日  

間 、多 数 の ア メ リ カ 観 光 客 と 話 し 合 い ま し た が 、彼 ら の す べ て の 者  

が 同 じ こ と を 述 べ て お り ま し た 。  

 私 ど も が 訪 問 し た 多 く の 場 所 で 、 子 供 た ち が 道 路 の 両 側 に 並 ん  

で 旗 を 振 つ て く れ ま し た 。 す べ て の 地 位 の 公 務 員 、 市 長 及 び 知 事  

各 位 の 暖 い 理 解 に 満 ち た 態 度 、 民 家 を 訪 問 し た 際 の 人 び と の 非 常  

な 友 情 、 こ れ は 全 く 誠 実 さ そ の も の か ら 出 た も の だ と 思 い ま す 。  

 一 昨 日 の 晩 、私 ど も は 日 本 の 方 が た の 家 に 1 人 ず つ 別 れ て 泊 り ま  

し た 。 他 の 日 に は 、 日 本 の 家 庭 で し ば ら く 時 を す ご し 、 そ こ の 人  

び と と 話 し 合 い ま し た 。  

 こ れ ま で 申 し 述 べ た こ と が ら の 外 に 、 お そ ら く 他 の 何 も の に も  

ま し て 、 私 ど も は 、 す べ て の 階 層 の 日 本 人 が 共 に 抱 い て い る 平 和  

に 対 す る 熱 烈 な 願 望 を 知 る こ と が で き ま し た 。 私 ど も は そ れ を 、  

と く に 、今 日「 平 和 都 市 」と 呼 ば れ て い る 広 島 で 強 く 感 じ ま し た 。  

 私 は 和 田 さ ん の 家 で し ば ら く 愉 快 な 午 後 を 過 し ま し た 。私 は 1 9  

才 に な る そ の 家 の 息 子 及 び 隣 家 の 少 女 と 話 し 合 い ま し た 。 私 た ち  

は あ ら ゆ る こ と が ら に つ い て 話 し ま し た 。 そ の 青 年 は 極 め て 率 直  

で し た 。 彼 は ネ バ ダ に お け る 核 実 験 に つ い て 私 に 質 問 し ま し た 。  

彼 は 日 本 に 駐 留 し て い る 軍 隊 に つ い て 話 し ま し た 。 彼 は 又 、 日 本  

の 中 立 の 可 能 性 を 論 じ ま し た 。 私 は 彼 に 向 つ て 、 彼 が 私 に 対 し て  
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な し た の と 同 じ 数 の 質 問 を 致 し ま し た 。 最 後 に 少 女 が こ う 言 い ま  

し た 。「あ な た 方 ア メ リ カ 人 は 日 本 人 に 何 を 望 み ま す か ？ あ な た 方  

ア メ リ カ 人 は 私 た ち に 何 を す る こ と を 希 望 さ れ ま す か ？ 」  

 私 は 残 念 な が ら 彼 女 に 余 り よ い お 答 え が で き ま せ ん で し た 。 私  

は 彼 女 に 対 し 、 わ れ わ れ は ア メ リ カ 人 が す る こ と を 望 ま な い こ と  

を 日 本 に 要 求 す る 資 格 は な い こ と 。 し か し 日 本 も 、 日 本 人 が や り  

た が ら な い こ と を わ れ わ れ に 要 求 す る こ と は 無 理 で あ る と い う こ  

と を 知 ら せ よ う と 努 め ま し た 。  

 こ の 青 年 及 び 少 女 と の 会 話 に つ い て 考 え 、 又 平 和 、 核 実 験 及 び  

他 の 知 事 達 全 員 が ぶ つ か つ て い る す べ て の 質 問 事 項 に つ い て 論 議  

し た 結 果 、 私 ど も は 声 明 文 を 準 備 し 、 そ れ を 広 島 で 発 表 致 し ま し  

た 。 そ の 中 で 、 私 ど も は こ れ ら の 質 問 の い く つ か に つ い て 、 わ れ  

わ れ の 意 見 を 提 示 し ま し た 。 私 は 、 そ の 一 部 を こ こ で 読 み 上 げ た  

い と 思 い ま す 。 お そ ら く こ れ は 、 そ の 少 女 に 対 し 私 が 示 す こ と の  

で き る 最 良 の お 答 え で あ り ま す 。  

 「 自 由 は 決 し て 容 易 に 獲 得 さ れ た こ と は あ り ま せ ん 。 そ れ は 力  

に よ つ て 達 成 さ れ 、 維 持 さ れ ね ば な り ま せ ん 。 自 由 は そ れ を 放 棄  

す る た め に 何 の 努 力 も 要 し ま せ ん 。 単 な る 無 為 を 以 て 足 り ま す 。  

そ れ を 維 持 す る た め に は 、 精 神 、 肉 体 及 び 性 格 の 力 が 必 要 で あ り  

ま す 。」  

 さ て 声 明 文 の 次 の 部 分 は 核 実 験 の 問 題 に ふ れ て お り ま す 。  

 「 無 制 限 な 核 兵 器 競 争 の 恐 る べ き 結 果 を 考 慮 し て 、 自 由 諸 国 の  

指 導 者 と 国 民 は 、 ソ 連 に よ る 核 実 験 停 止 破 棄 の 時 点 に お い て 、 自  

由 世 界 を 維 持 す る た め に 必 要 な 犠 牲 を 再 び 払 う か ど う か を 決 め な  
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け れ ば な り ま せ ん で し た 。 一 方 で は 、 行 動 を と ら な い と い う こ と  

は 、不 可 避 的 に 、又 疑 い も な く 個 人 の 自 由 の 概 念 の 自 発 的 な 放 棄 、  

全 体 主 義 の 全 面 的 絶 対 的 勝 利 を 意 味 し ま し た 。 他 方 で は 、 実 験 を  

継 続 す る こ と に は 危 険 と 犠 牲 が 伴 い ま し た 。 自 由 世 界 の 安 全 に 必  

要 な こ れ ら の 又 は 他 の 諸 措 置 を 米 国 政 府 は 今 後 と も と り 続 け る と  

信 じ ま す 。  

 日 米 両 国 民 は 、平 和 に 対 す る 熱 烈 な 願 望 を 共 に 抱 い て お り ま す 。 

彼 ら は 、国 内 国 外 を と わ ず 、自 由 選 択 の 権 利 を 破 壊 す る よ う な 政 府  

の 指 図 を 受 け な い 決 意 を 同 様 に 持 つ て お り ま す 。 平 和 は 単 に 降 伏  

の 旗 を あ げ る こ と に よ つ て 、急 速 に 、容 易 に 達 す る こ と が で き ま す 。 

し か し 、自 由 は 力 に よ つ て 守 ら な け れ ば な り ま せ ん 。し た が つ て 、  

わ れ わ れ の 目 的 は 、い ず れ を も 犠 牲 に す る こ と な く 、両 者 を 維 持 す  

る こ と で な け れ ば な り ま せ ん 。  

 わ れ わ れ 両 国 は 、 し た が つ て 、 も し 精 神 が 国 家 の 奴 隷 と な る べ  

き で な く 、魂 が 肉 体 か ら 絶 ち 切 ら る べ き で な い な ら ば 、強 力 で あ り 、 

又 団 結 し な け れ ば な り ま せ ん 。 共 同 の 目 的 に よ る 提 携 は 、 全 面 的  

な 提 携 で な け れ ば な り ま せ ん 。 利 益 と 同 様 に 、 負 担 を も 完 全 に 分  

か ち 合 わ ね ば な り ま せ ん 。  

 も し こ の 時 代 の 歴 史 が 自 由 な 人 び と の 手 で 書 か れ る と す れ ば 、  

こ の 歴 史 上 の 決 定 的 時 点 が 次 の よ う に 記 録 さ れ る で あ り ま し よ う 。 

即 ち 、 自 由 な 人 び と は 、 自 由 に 伴 う 責 任 を 喜 ん で 引 受 け た 。 又 彼 ら  

は 、そ れ が 可 能 な 時 に は 平 和 を 維 持 し 、し か し い か な る 場 合 に も す  

べ て の 場 所 に お け る 人 間 の 個 人 的 諸 権 利 の 尊 厳 を （ 可 能 な か ぎ り  

交 渉 に よ つ て 、 必 要 と あ れ ば 力 に よ つ て ） 維 持 す る 勇 気 を 持 つ て  

－ 1 0 8 －  



い た と 。」  

 恐 ら く こ れ が 、か の 少 女 に 与 え 得 る 最 良 の お 答 え か と 存 じ ま す 。 

ア メ リ カ は 日 本 に 何 を 望 む か ？  日 本 は ア メ リ カ に 何 を 望 む か ？  

わ れ わ れ の い ず れ の 側 も 、 わ れ わ れ が 喜 ん で 与 え 得 る 以 上 の も の  

を 相 手 に 要 求 す る こ と は で き ま せ ん 。 も し も そ れ が 協 力 関 係 で あ  

る な ら ば 、 わ れ わ れ は 協 力 関 係 の 果 実 の み な ら ず 、 そ の 責 任 を も  

共 に し な く て は な り ま せ ん 。  

 私 ど も の 旅 行 の 目 的 は す で に 十 分 に 説 明 さ れ て お り ま す 。  

私 ど も の 心 の 中 に あ る 問 題 は 次 の 事 柄 で あ り ま す 。 こ の よ う な 旅  

行 は 真 に や る だ け の 価 値 が あ る か ？  わ れ わ れ は 日 本 に お い て 何  

ら か の 役 に 立 つ た か ？  わ れ わ れ は 日 本 国 民 に 対 し 、 わ れ わ れ の  

考 え を ハ ツ キ リ と 説 明 し た で あ ろ う か 。 ？  わ れ わ れ は 、 日 本 人  

の 考 え を 理 解 す る だ け 十 分 に 賢 明 で あ つ た だ ろ う か  ？   も し  

わ れ わ れ が そ の 通 り で あ つ た と す れ ば 、 わ れ わ れ は 相 当 の こ と を  

な し と げ た わ け で あ り ま す 。 も し そ う で な か つ た と す れ ば 、 わ れ  

わ れ は 何 事 を も 達 成 し な か つ た こ と に な り ま す 。 わ れ わ れ が 納 税  

者 達 の 負 担 に お い て 旅 行 に 出 か け て い る 時 、 本 国 で は 反 対 党 が 真  

実 を 述 べ て い る で あ り ま し よ う 。  

 私 ど も は こ ん ど の 旅 行 に つ い て 相 当 の 検 討 を 加 え ま し た 。 私 ど  

もは、アメリカの希望と抱負と夢を目的とを、日本の方がたに説明できたこと  

を期待しております。又私どもは、日本の人びとの抱負と夢とを理解するに十  

分賢明であつて、それらを帰国した際にアメリカの人びとに伝達できることを期待しております。 

 あ ら ゆ る レ ベ ル に お け る こ の 種 の 旅 行 は 、も し 適 正 に 取 扱 わ れ 、 

誠 実 な 目 的 を も つ た 人 び と に よ つ て 行 な わ れ る な ら ば 、 絶 対 必 要  
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な も の で あ る と 思 わ れ ま す 。 わ れ わ れ は 、 ず つ と 前 に 金 （ カ ネ ） だ  

け で は 仕 事 が で き な い こ と を 知 つ て お く べ き で し た 。 理 解 と い う  

こ と は 、 心 と 心 と の 交 り と い う こ と で な け れ ば な り ま せ ん 。 し か  

も 国 民 的 水 準 の も の で な け れ ば な り ま せ ん 。 そ し て 共 同 の 提 携 関  

係 は 金 を も つ て 取 り き め る こ と は で き ま せ ん 。  そ れ は 人 と 人 と  

の 間 の 話 し 合 い と 通 信 と を 通 じ て な さ れ ね ば な り ま せ ん 。  

 そ れ ゆ え 、私 は 日 本 へ 参 り ま し て 、非 常 に 多 く の ア メ リ カ 人 が 日  

本 で 正 に こ の こ と を 行 な つ て い る こ と を 知 り 喜 び に た え ま せ ん 。  

私 の 州 の 住 民 で あ る フ ラ ン ク ・ シ ナ ト ラ 氏 が 本 日 こ こ で 氏 御 自 身  

の 時 間 と 費 用 を か け て 正 に 同 じ こ と を し て お ら れ ま す 。  

 さ て 私 は 、 協 力 関 係 は 対 等 の も の で な け れ ば な ら な い と 申 し ま  

し た 。 私 ど も は 、 よ り 多 く の 日 本 の 方 が た が ア メ リ カ へ 来 ら れ る こ  

と を 希 望 し て お り ま す 。 し た が つ て 私 ど も は 、 日 本 の 知 事 の 方 が  

た が 来 月 わ が 国 へ 来 ら れ る こ と を 喜 ん で お り ま す 。 私 ど も は そ の  

方 が た が 米 国 の 各 州 を 訪 問 さ れ る 時 を 切 に 待 ち 望 ん で お り ま す 。  

日 本 知 事 団 の 日 程 は 、私 ど も の そ れ と 同 様 、あ る い は 、よ り つ ま つ た  

も の と な り ま し よ う 。 と い う の は 私 ど も は 、 日 本 知 事 団 が 米 国 に  

滞 在 す る 短 い 期 間 中 、 で き れ ば あ ら ゆ る も の を 御 覧 に な る こ と を  

望 ん で い る か ら で あ り ま す 。  

 私 ど も は 相 当 の 仕 事 と し て の 旅 行 を 致 し ま し た 。 し か し 、 そ れ  

と と も に 、 非 常 に す ば ら し い 経 験 を し ま し た 。 私 の 考 え で は 、 今  

度 の 旅 行 は 私 の 生 涯 で も つ と も よ い 旅 行 で あ り ま し た 。私 ど も は 、 

来 月 そ の お 返 し を す る こ と が で き る こ と を 期 待 し て お り ま す 。  

 本 日 あ な た 方 と お 目 に か か れ ま し た こ と は 非 常 な 喜 び で あ り ま  
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す 。私 は 、長 期 間 日 本 に お ら れ る ア メ リ カ 人 各 位 と お 話 し 合 う 時 間  

を 今 少 し 持 つ こ と が で き れ ば よ い の に と 思 い ま す 。 な ぜ な ら 私 ど  

も は 切 に 学 び た い と 思 つ て お り 、 又 帰 国 し た 際 に で き る だ け 多 く  

の こ と を 知 つ て い る と の 確 信 を 持 ち た い か ら で あ り ま す 。 私 ど も  

は 、 こ こ で い く ら か お 役 に 立 つ こ と を す る 機 会 を 持 つ て お り 、  

で き る こ と な ら ば そ う し た い と 望 ん で お り ま す 。  
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